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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〈六門世界〉──これまでのあらすじ──






　少年のころ、あやまって呼び出してしまった〝魔〟の存在カース・エレメンタルに、母の想い出を奪われた主人公のリコル。記憶を取り戻すべく召喚術師となる道を選んだ彼は、しかし心のうちにどこか召喚術への恐れも抱いていた。

　姉がわりの女戦士、ファラータとともに修行の旅に出たリコルは、新たな師を求めてタシエルの街へ向かう。だがタシエルは魔術師イレイザーの陰謀によって危機に瀕していた。

　仲間とともにイレイザーの野望を挫いたリコルは、そこで母の記憶にかかわる手がかりを得、聖都サザンへ向かうことを決意する。

　リコルが運命の渦巻く未来へと歩みはじめたその頃。水の都ウォーレスに暮らすひとりの男が、同じ渦へと向かって進みつつあった。男の名は、盗賊ガスパーニュ。

　魔神を封じたという壺を盗み出したガスパーニュ。だが、封印のなかからあらわれたのは、魔神と言うには美しすぎる少女、メイファーだった。

　遙か昔に滅んだ王国の姫だという少女の願いを叶えるべく、ガスパーニュは相棒のエンリケとともに奔走する羽目になる。しかしこの事件は、ガスパーニュのなかに隠されていたモノに火をつけるには充分だった。新たな冒険を求め、ガスパーニュはメイファーたちとともに聖都サザンへと旅立つ。

　聖都サザン。そこは世界最大の街であり、世界の中心でもある。だが、この街は華やかな外見と表裏一対をなすように、底知れぬ闇の世界も息づいていた。人々の欲望が織りなすその闇に、リコルは引きずり込まれていく。教皇暗殺の陰謀に巻き込まれ、ついには親しくなった女性と闘技場で戦う事態に陥る。間一髪のところで、大審問官ジェラコートに救われたリコルは、彼に協力し、サザンに力を貸すことになる。サザン領南方で、敵国ソラステルが侵入の機会を窺っているというのだ。

　一方のガスパーニュは、そのサザンでソラステル帝国の間者と出会い、これと手を結ぶ。

　互いの存在が、サザンの光と闇によって引き寄せられていることに気づくはずもなく、リコルとガスパーニュは敵と味方に別れ、ついに運命の糸を絡ませることになる。

　やがて勃発するサザンとソラステルの戦争。ガスパーニュはヒッポス攻略に手柄を立で、ソラステルの皇帝セルジュクに家臣として取り立てられる。その頃リコルは、ソラステルで何が起きたのかを突き止めるべく、帝国領内へと潜入。そこで彼は、ついにガスパーニュと邂逅する。

　リコルとガスパーニュを結びつけるもの。それは互いの母の記憶だった。だが、それを知ることなく、ふたりはソラステルの混乱のなかでふたたび道を分かつことになった。そしてリコルは、母の記憶を求め、大陸の東へと歩みを進めるのだった──。
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　プロローグ







「この近くだ。ここからは、地面に沿そって行った方がいい。空からだと見み張はられているかもしれない」

　森の葉むらががさがさと音を立てる。よく見ると、しゃべったのは鳥だった。

　いや、鳥と言うべきか、人間と呼よぶべきか。

　頭と体は人間の若わかい女の姿すがたをしているが、そこに立りつ派ぱな鳥の翼つばさと、鉤かぎ爪づめのある鳥の脚あしがついている。

　ハーピィだ。

　彼女らが十数羽、空から一いつ斉せいに降おりてきて、森の中を進んでいくのは妙みような眺ながめだった。

　しかも中に一羽だけ、異質な者がいる。

　一いち瞥べつだけならハーピィと思ってしまうかもしれない。だが、子細に見れば、その姿には両手も備そなわっていた。バードマンだ。

　さらに、このバードマン、その肩かたに小さな生き物を載のせている。どうやらフクロウらしい。

　こんな異質な組み合わせの鳥の一団だんが、空を飛ばず、地面を警けい戒かいしながら進んでいくのは、実に不思議な光景だった。

　だが、それをこっそり見張っている者たちも異様だった。

　こちらはれっきとした人間だが、雰ふん囲い気きは明らかに獣けものを連想させる。

　猿さるのような顔つきの女と、虎とらのような縞しまのある顔に牙きばをもつ男、もう一人は、ネズミを思わせる小男だ。

「どうします？」虎がきく。

「閣かつ下かは、変身と関かかわりある者をことごとく集めろ、と命じられておる」

　ネズミ男がもったいぶって答えた。

「でも、あれはどう見てもただのハーピィですぜ。ちょっと前にも目立つやつがいましたが、連れてきても何の関係もなかったし。面めん倒どうだからやっちまえば──」

「確たしかに、われらを偵てい察さつしに来た敵てきかもしれんな。しかし、あのバードマンは妙だ」

「とりあえず調べてみましょう」

　猿のような女が、腰こしの小こ袋ぶくろから何か粉ふん末まつ状じようのものを取り出した。

「よし、行くぞ」

　獣じゆう人じんたちは軽けい快かいに木に登り、それを伝っていった。そして、先回りし、一行が枝えだの下に差し掛かかったとき、猿女が粉末をばらまいた。

　胞ほう子しのような雲が辺りに散さん乱らんした。ハーピィたちはふんふんと嫌いやそうに鼻をならす。

　だが一人、バードマンだけはちがった。激はげしく咳せき込こみはじめたのだ。

　と、金色の輝かがやきが体全体を包む。

　頭上の者たちは、一いつ瞬しゆん驚おどろき、すぐにめくばせをした。

　猿女が別の粉末を手にして、それを投げた。今度はハーピィたちがばたばたと倒たおれはじめた。残りの者はあわてて警戒の姿し勢せいをとる。

　他の二人は、そうしたハーピィの前にすとんと降り立った。一人は、もはや人の姿を留とどめていない。牙をむき出しにした虎と化している。そして、もう一人は、短たん剣けんを手にたちまち襲おそいかかる。

　戦いはあっけなく決着がついた。ハーピィたちの死体が散さん乱らんしている。

　そして、そのそばに、引きずられていくバードマンを見ながら、なすすべもなく意い識しきを失いつつあるフクロウがいた……。







　第一章　砂すなの箱はこ舟ぶね







　カラマン砂さ漠ばくを動いていく二つの影かげがあった。

　熱い。

　容よう赦しやなく照りつけてくる陽ひ。

　それは暑さというようなものではなく、熱そのものだった。

　体温よりも、気温のほうが高いのだろう。出てくる汗あせがみるみる乾かわいていったが、いまはもうそれすら出なくなった。

　しかし、その熱さも、中に浸ひたりこむとけだるい快感に思えてくる。蒸むし風ぶ呂ろでまどろんでいるみたいだ。

　影の一つはリコルだった。

　この若い召しよう喚かん術じゆつ師しはラクダの背せで、いつものようにローブを体に巻まきつかせ、静かに歩を進めていた。よき伴つれであるフクロウはいない。

　周囲に注意を払はらっておくのが、いまの彼の任にん務むだ。しかし、周囲といっても砂しかない。こんなところに、敵などいようはずがないではないか。

　それをいいことに、フクロウのクロックは暑い外を避さけて、幌ほろのついた荷車の中で休んでいた。

　ファラータはどこか前にいるはずだった。

　リコルは安心感から、他と少し距きよ離りを置きつつ、呪じゆ文もん書しよを読みながら、ときに目を上げて周りを見み渡わたすという旅を続けていた。

　ただ、いつものように呪文は難なん解かいだった。かみ砕くだくように、字じ面づらを理り解かいしていかないといけない。これまで知っているいくつかの呪文をつなぎあわすようにして、意味しているところをとる。すると、はっと類るい推すいできるところがあり、理解できなかったいくつかの意味がはっきりする。
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　カワサギ……カササギ……鳥のようなもの？……ああ、カワセミか！

　そうなると、頭がさえだし、つぎつぎと読みとけて、自分が天才のような気分になれる。

　しかし、いつもいつもそんなわけにはいかない。わかりそうでわからないもどかしさ。

　痒かゆいのだが、痒いと思えるところを搔かいても、その内ない奥おうにまだ痒さが残っている。そんなときもある。

　いや、それならまだいい。一部だけしかわからず、あとはちんぷんかんぷん、それでいて、どこかで見たことがある気のする呪文の場合は……。

　睡すい魔まが襲ってくるのだ。

　これこそ、おそるべき敵モンスターだった。

　いま、若わか者ものの頭の奥おくでは、妙みような文字がとぐろを巻きだしていた。黒々としたそいつは、鎖くさりから解とき放たれた大だい蛇じやのように何倍にも膨ふくれ上がってうねりだす。

　おかしい、こいつはただの文字だったはずだ。それも、もう少しで自由に操あやつれるはずの……あの名前は何といったっけ？　ぼくの心に潜ひそんでいる、あいつ、あいつの名前は……。

　突とつ然ぜん、その蛇へびが激はげしくのたうったので、若者ははっとした。

「……ラクダというのは、結けつ構こう頭がよくてな。上に乗っている者が眠ねむりそうになったら、揺ゆりおこしてくれるんだ。まあ、しばらく夢ゆめうつつのままにしておいてくれることもあるがな」

　声は前からではなく、横から届とどいた。リコルはぶるっと体を痙けい攣れんさせ、現げん実じつ感をとり戻もどした。

　覚かく醒せい時のいやな気分がのしかかってくるが、なんとかそれを押おし退のける。

　視し線せんを向けると、いつものファラータとちがい、にやっと笑いかけてくる男の顔があった。後ろに流れる覆おおいつきの横よこ縞じま帽ぼうに、マント姿すがた。いかにもこの世界にふさわしい。

　男の名はアルハジといった。その笑えみには、あけっぴろげに見えて、一種独どく特とくのくせがある。どこか油ゆ断だんならないが、それも魅み力りよくに変えてしまうような何か。

　砂漠の世界じゃ、いろんなことを警けい戒かいしないといけないからで、そんなに悪い人たちばかりじゃないわ、とファラータに言われたリコルだが、アルハジにはなにか引っ掛かるところがあった。嫌けん悪おではなく、どこか人を引きつける要よう素そと言おうか。

「あっ……ああ、ついうとうとした」

「眠りというのは、誘ゆう惑わくだ。ここじゃ死の誘惑ってことも多いが。おまえさん、あんまり寝ねてないのか？」

「いや、そういうわけじゃないが」

　噓うそだった。単調な旅をよいことに、リコルはいつものように召喚術の研究に余よ念ねんがなかった。ラクダの鞍あん上じようはもちろん、夜、寝つくのも遅おそい。

「ファラータは？」

「ああ、覚えてないのか。やっぱり寝てたんだな。だいぶ前に、ちょっと合図して脇わき道みちにそれてったぜ。いつも同じペースじゃ飽あきたんだろう。といっても、ここじゃ、別に見るものなんてないんだがな。まあ、迷まよってなきゃいいが」

　言われたとおり、周囲には上下する砂すなの山しかない。

　リコルは改めて、自分たちが採とるべき道みち筋すじをまちがえたかな、と考えていた。




　リコルとファラータが向かおうとする東の街リュイエンは、ソラステルからはるかに離はなれていた。赤せき峰ほう連れん山ざんを東に横切ると、そこからは灼しやく熱ねつのカラマン砂さ漠ばくが延えん々えんと続いている。その炎えん熱ねつ地じ獄ごくを北にようやく横切った端はしあたりに、〈風の街〉リュイエンはあった。

　しかし、道は何も砂漠を絶ぜつ対たいに越こえていかねば、ということもない。

　ソラステルから北東にルートをとり、赤峰連山を越えたのち、サザンの衛えい星せい国家を経けい由ゆしてから東に向かい、そこからまた巨壁山脈グレートウオールという難なん関かんを越えれば、砂漠とは関係なくもっと楽に行ける。

　しかし、一いつ触しよく即そく発はつのまま、休戦しているだけのサザンとソラステルの関係を考えると、砂漠を越えていく方がましなように思えた。

　ただ、それはあくまで〝思えた〟というにすぎない。

　現実には、砂漠ははるかに苛か酷こくな環かん境きようとなってたちはだかった。

　赤峰連山を真東に越え、砂漠の西端の小さな街リルに着いたとき、そこからは何かの一行に加わらねば、慣なれていないこの砂だけの世界を横切って行けるはずがない、とわかったのだ。

　かくして、砂の海を渡わたっていく一団だんに二人の姿すがたはあった。ラクダに乗った何人かの者たちと、幌ほろのついた荷車。

　隊商ではない。いや、商あきないをするという意味では隊商かもしれないが、ものを売るのではなかった。

　芸を売るのだ。

　リルのような小さな街は娯ご楽らくに飢うえている。砂漠に点てん在ざいするそうした街を巡じゆん回かいする一いち座ざ──そこには、火ひ吹ふき男や怪かい物ぶつ使い、刺青いれずみ女に軽かる業わざ師しなどがいて、行く先々で人々の喝かつ采さいを受けると同時に、人々の慰なぐさめとなっていた。

　リコルは最初、いつものように隊商に加われれば、と思っていた。リルの街の酒場で、そうした便を待つのに一週間ちょっとかかると聞いたときには、焦あせる旅でもないし、ゆっくりしようと思ったものだ。

　ただ、無む為いに四、五日が過すぎると、ちょっと退たい屈くつかな、と思い出した。

　そんな矢先──

「ねえ、ねえ、リコル、あなた、絶ぜつ対たい嫌いやよねえ」

　酒場でぼんやりと杯さかずきを傾かたむけていると、聞き慣れた声がした。

　ファラータだ。さっきから姿を消していたかと思うと、連れを二人ほど伴ともなっている。

　一人は堂々とした体たい軀くに、この砂漠の端の街らしくターバンを巻まいた主人風の男。そばに控ひかえるのは、護ご衛えいらしい細身の目つきの鋭するどい男だ。

「この人たち、明日にはここを発たって、ちょうどリュイエンに向かうってことらしいの。で、腕うでのいい召しよう喚かん術じゆつ師しを探さがしてるっていうんだけど……」

　いつものファラータにしては歯切れが悪い。リコルは隊商のようなものだろうと思って、話を聞きはじめて驚おどろいた。

「ええっ、召喚術で猛もう獣じゆう使いの真ま似ねをしろと！」

　声が大きかったためか、周囲が振ふり返る。連れの男たちは、あわてて声を落としてほしいという合図をした。

「だから、絶対にとは言わないわ。聞いたら、ここのそうした人が倒たおれちゃったので、なんとかしたいらしいのよ。別に召喚術でもいいけど、これまでは猛獣の芸だったから、その方が楽だろうし。隊商は、もうあと半月は来ないだろうって、言われたから」

　済すまなそうなファラータを見ていると、リコルも勝手なことをして、となじる気持ちにはなれなかった。いくら急がない旅だとはいっても、あと半月も足あし留どめは嫌だ。

「で、きみは？」

「わたしは軽業でも、体術でもなんでもできるわ。フクロウさんは嫌がるかもしれないけどね」

　予想したとおりの答えだった。ファラータは女武ぶ闘とう家かでもあるから、そうしたことには慣れている。その肩かたに乗っているクロックは、目をぱちくりとした。

　あれは、許きよ諾だくのしるしなんだろうか？

〝まあ、いざとなりゃ手伝うけど、おいら猛獣じゃないし、出る幕まくないんじゃないか？〟

　どちらでもという意い思しが伝わってくる。本心は面めん倒どうそうだ。フクロウの気楽な立場に、リコルはちょっとむかついた。

　その表ひよう情じようが伝わったのか、連れの一人が、割わって入った。

「別にむずかしいことではない。猛獣使いの真似ができないのなら、すごい怪物を呼よび出して操あやつることでもかまわない」

　リロイという名で座長だと紹しよう介かいされた男は、なんでもないような口調で告げた。この種の入れ替かえは日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだろう。

「護衛としてだけで雇やとってもらえないのかな」

「申し訳わけないが、そんな余よ裕ゆうはないし、なにより演だしものが足りないのは困こまるのだ」

「ちょっと考えさせてほしい」

　即そく答とうを避さけたリコルだったが、一日考えてやむをえないと判はん断だんした。ただし、猛獣の芸だけは勘かん弁べんさせてもらうことにしたのだが……。




「うわっ、熱い！」

　男の吹ふきつけた火の粉が、ファラータの髪かみにまつわりつき、彼女はそれを払はらうのに躍やつ起きになっている。まわりの連中がどっと沸わく。

　ここは、広い天幕を張はったテント内だ。

　二人の参加を祝うと同時に、自己紹介をかねて、どんな技わざを持っているのか披ひ露ろうするための宴うたげだった。

　一いち座ざの主なメンバーは五人。

　火の粉を吹きつけたり、炎のさまざまな形を見せる火芸ともいえる技を操る男ケリー──彼は髪まで赤く、どこかソラステル人の風ふう貌ぼうを残している。

　ケリーとパートナーを組んでいるのが、大おお柄がらな美女エマだった。大柄といっても細身で、軽業を得意としている。火吹き男の吹き掛かけた燃もえ盛さかる火の輪を勢いきおいよくくぐりぬけ、二転三転した身のこなしには、ファラータも思わず唸うなってしまった。

　そうなると、この女武闘家も負けたくはなかった。

　日ひ頃ごろ鍛きたえた体を利用して、同じような反転を二度三度、エマよりも高い位置で決めて見せる。一座のメンバーは、ファラータの身のこなしから、それなりにやるだろうとは思っていたが、いまでは賞しよう賛さんの拍はく手しゆを送っていた。

　火吹き男も感心したようだ。

　ファラータと握あく手しゆして、なにやら話し掛けている。

「あれなら、ケリーたちと空中演えん技ぎをできるかもしれんな。わしから、組ませてみよう」

　座長のリロイが満まん更ざらでもなさそうな顔つきで髭ひげをなでた。

「あらあら、もう新顔さんに目をつけてんの。無理だね、あの子にゃ、このハンサムさんがいるんだよ」

　それまであまり目立たなかった女が、きつい視し線せんとともに声をかけてきた。

「い、いや、演技の話だよ、マギー、勘かんちがいしないでくれ」

　リコルが否ひ定ていするよりもはやく、座長がなだめた。

　どうやらその女は座長の情じよう婦ふらしい。彼女は、全身に色鮮あざやかな刺青いれずみを彫ほっており、見ていると、いまにもそれが動き出すのではないかと思えるくらいだった。現げんに、体を微び妙みようにくねらせることで、刺青が生命いのちを持って抜ぬけ出してくるような幻げん術じゆつを彼女は得意としていた。

　あとの一人は、最初に手品を見せていた男だ。これについては、とりたてて言うほどのこともない。リコルはそれが手先の早業に、少しばかりの魔ま法ほうを組み合わせたものであるのを見抜いていた。ただ、男は司会もかねており、話術については巧たくみであることがうかがえる。

　これで、座長以外に四人か。五人いるから、後の一人は……。

「さあ、あんたの番だよ」

　意外にも、つぎはリコルが指名された。

　座長に押おされるようにして、前に進み出る。技は召しよう喚かん術じゆつであることをリロイが説明してくれた。

　リコルは前もって、何を召喚するのかだいたい決めていた。もともと、そんなにどう猛もうな怪かい物ぶつを呼よび寄よせるのは得意ではない。どちらかというと、ブラウニーズや斑甲虫マーブルビートルといった土の属ぞく性せいのものたちを呼ぶ方が楽なのだ。しかし、それでは目立たないだろう。かといって、こんなテントで象エレフアントのような巨きよ大だいなモンスターを暴あばれさせるわけにもいかない。

「それでは、世にも稀まれなる地じ獄ごくの魔物よ、出いでよ！　[image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　懐ふところから取り出した召喚札ふだを空中に勢いよく投じる。札はまるで、命あるもののように、空中を華か麗れいに舞まった。

　そして、門が開き──

　そこから現あらわれたのは、夜の闇やみのように黒い犬だった。二つの目がらんらんと燃えている。

　ヘルハウンドだ。

　大きさは犬よりも少しかさがあるくらい。しかし、その漆しつ黒こくの肌はだと、赤くちろちろと見えている舌したやどう猛な雰ふん囲い気きによって、普ふ通つうの人間にははるかに大きく感じられるはずだ。

　リコルの頭の中に、召喚された生き物の不ふ愉ゆ快かいな感情が伝わってきた。少し腹はらを空すかせているようだ。


　よしよし、驚かなくてもいい。おまえの、その炎ほのおを少し脅おどしに吹くだけでいいからな。そうしたら、うまい肉を喰くわせてやる。そうだ、あの火吹き男を挑ちよう発はつするくらいでいいだろう。



　黒い犬は、術師の意図を敏びん感かんに感じとったようだ。リコルは以前に比くらべ、こうした意思疎そ通つうがずっと滑なめらかに行なえるようになったことを自覚していた。

「お、おい、そんな目で睨にらむなよ」

　ケリーは、明らかに怪物が自分を見つめ、荒い息を吐はいているのに気づいたようだ。その瞬しゆん間かん、犬が顎あごを開き、そこから、ごうとばかりに猛火が吹き出した。それは先ほど、この男が見せた炎などより、明らかに勢いきおいがあった。

「うっひょー、熱いぜ、たまらん、一いつ張ちよう羅らの服が燃えちまう」

　予想したとおりだった。普通の人間なら、ヘルハウンドの火か炎えんの息を浴びたりしたら致ち命めい傷しようを被こうむるはず。

　ただ、男は火芸をしているだけあって、熱には耐たい性せいがあるのか、大怪け我がをしたようには見えない。いや、服は激はげしく燃え上がっているものの、表情には一種の余よ裕ゆうがあった。服も燃えてはいるが、燃えつきて灰はいになるような感じはない。火か炎えん樹じゆにも似にて、それをより華はなやかに見せているようなところもある。耐火の生き地じでできているんだろうな、とリコルは予よ測そくが当たったことにほっとした。

　ヘルハウンドは自分の武ぶ器きがあまり通じていなさそうなので、今度は身み構がまえた。さすがに、リコルはそれを制せいした。

「おお、こわい犬ワンちゃんだ。ほら、これやるから、向こうへ行きな」

　男はポケットから、乾ほし肉にくのようなものを取り出して放ほうる。地獄の番犬は、それまでのおどろおどろしさに似つかわしくなく、それにとびついてがっつこうとした。

　ケリーがある動作をすると、火はたちまちにして消えた。彼はリコルに、わかってるぜ、と言わんばかりにウィンクしてくれた。

　周囲からどよめきと喝かつ采さいが起こる。座ざ長ちようも、そのコミカルな様子に、この火芸使いと炎の猛獣を組み合わせたら、新たな笑いが取れるかもしれないと、大いに満足げな様子だ。

　リコルが退ひこうとした途と端たん、横から声がかかった。

「つまらん。あんた、まだ本気を出してるわけじゃないだろう」

　静かな声だった。物もの憂うげに、いや、眠ねむたげにさえ聞こえる。だが、相手の顔を見た途端、リコルのそうした弛ゆるみそうな緊きん張ちようは元に戻った。

　目つきの鋭い男だった。口くち許もとには柔やわらかい笑えみが浮うかび、愛あい想そよさげに見える。いま言った言葉も挑戦的というより、素す直なおにもっと高い能のう力りよくを見み抜ぬいて賞賛したい、というようなニュアンスであることが窺うかがえた。

　だが、その目にあるきらめきが、リコルには油ゆ断だんならないように思えたのだ。

「いや、いまのぼくの腕うではこんなものです」

　この男の挑発には乗らない方がいい、と内からの声が告げていた。

「なら、そいつを全力でおれに向けてみたらどうだ」

　言うが早いか、男は袖そで口ぐちから何かを取りだし、いま肉に喰らいついている地獄の番犬に向かってうち振った。細い紐ひものようなものが空気を打つ。それは番犬の口から肉の塊かたまりを引きはがした。

　ぐいと手首を引くと、塊はあっというまに、男の手に吸すいつく。

　鞭むちにも似た何か。

　ヘルハウンドは一瞬、何が起こったのかわからなかったようだが、離はなれたところにいる男に獲え物ものを奪うばわれたことに気づくと、猛たけ々だけしい唸うなり声を上げ、そちらににじりよりはじめた。

「さあ、来い来い。おまえの敵てきはおれだ」

　男は挑発するように、肉をかざして見せる。

　リコルの頭の中に、憎ぞう悪おと相手を倒たおしたいという、魔ま物ものの生々しい思いが強きよう烈れつに渦うずを巻まく。それは召しよう喚かん術じゆつ師しにも止めようのない奔ほん流りゆうだった。

　地じ獄ごくの番犬は、火を吹かずに、飛びかかる姿し勢せいを見せた。肉を燃やしたくなかったのだろう。あるいは、この相手をもっと大きな餌えさと考えたのかもしれない。

　ぎろっと相手を睨む。

　魔物がいまにも跳ちよう躍やくしようとする瞬間、リコルは妙な感覚を覚えた。

　明らかに、いまつながっているヘルハウンドからの感覚だ。それは、なにか攻こう撃げきを受けているといったものではなく、頭の芯しんが蕩とろけるような、どこか別の世界に連れて行かれるようなぼーっとした感覚だった。


　何かに似ている、これは……



　と、思うまもなく、リコル自らもその感覚に引きずり込こまれて行った。

　目前では、ヘルハウンドが跳躍の姿勢をとろうとして、そのままどさっと倒たおれ伏ふした。そして、それと糸でつながっているかのように、リコルもまた──

「あっ、リコル！」

　ファラータの叫さけびは、もう召喚術師の耳には届とどいていなかった。




　リコルは闇やみの宙ちゆう空くうにいた。


　リコル……



　誰だれかの呼よぶ声がする。それは女じよ性せいの声で、どことなくなつかしい響ひびきを帯びていた。

　ファラータか？　いや、ちがう。もっと遠くにあって、甘かん美びな声。どこかあやすような寂さびしげな声だ。

　これは──もしや、母さん！

　リコル……

　その声はまだ聞こえたが、どこか遠くに消え入りそうでもあった。

　リコルは必死になった。目が見えないのだが、声は聞こえる。なんとかこの視し界かいをはっきりさせなければ……視線を集中していると、だんだん辺りが見えるようにも思えてきた。強烈な日差しの照りつける場所から、急に暗闇に飛び込んだような気分だ。本来、見えてはいるのに、なかなか見えないいらだたしさ。

　そのうち、焦しよう点てんがはっきりしてきた。

　あそこだ。細身の女性がくずおれている。頭をさげ、手をあらがうように上げながら、何か嘆なげき悲しんでいるようにも見える。

　本当に？

　リコルがいぶかるうちに、女性は面おもてを上げた。タスケテ……というように、口が言葉を形作る。


　母さん……



　若わかい召喚術師には、直感で相手がわかった。小さい頃ころに別れたし、あの事じ件けんがあって、いまではその記き憶おくは定かでない。だが、彼にはわかったのだ。

　リコルはなんとか近寄ろうとした。足場が不安定だ。まるで宙に浮いているようで、ひどくおぼつかない。

　よく見ると、母親はひとりではなかった。倒れているその背はい後ごを中心に、何か影かげのようなものがおぼろにうごめいている。







[image: ]







　それは実体があるようでなかった。母親を取り巻くように、うっすらと霞かすんで見える。しかし、その中心は黒く、いかにも邪じや悪あくな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　母さんは、ぼくを呼んでいたんじゃないのか？　助けを求めているのは、まわりにまつわりつく、あの黒い影からただ救いを求めているだけなんじゃないか。



　リコルはそうした疑ぎ念ねんにとらわれたが、とにかく進みにくい足を搔かきながら、女に向かおうとした。

　そのとき、女にまつわりつく黒い影が、何か人の顔のような形をとって語りかけてきた。


　くくく、来たか、ぼうず、いつか貴き様さまが現あらわれると思っていたぞ……



　リコルははっとした。いま相手が何者かわかったのだ。

　それは、遠い過か去この記憶に眠っていたもの。自分がそれまで記憶から呼び起こせなかったものの、ずっと前から仇きゆう敵てきだと知っていた存そん在ざい。


　──カース・エレメンタルか！



　わかった途と端たん、若者は無む意い識しきに胸むねに手をやっていた。

　こいつは倒さないといけない。なんだかよくわからないが、ぼくの記憶から欠けたもの、ぼくの人生に欠けたものを持ち去ったのは、こいつだ。しかも、こいつは、どうやら母さんの失しつ踪そうそのものとも関係している。

　こいつを倒さなければ──しかし、どうやって？

　自分にいま召喚の札はない。それに、不思議なことに、いつもの呪じゆ文もんが頭の中からきれいさっぱり消え去っている。

　だが、なぜか、リコルはどのようにして相手を倒すのか知っていた。

　そう、これを掲かかげるのだ。

　リコルの胸には、ぼんやりと白く見えるペンダントのようなものが掛かかっていた。なんだかはよくわからない。しかし、彼はそれを掲げれば、相手が苦しむことを予あらかじめ知っていた。

〝去れ、悪あしきものよ。己おのれの領りよう分ぶんへと、疾とく往ゆくべし！〟

　掲げられたペンダントから、まばゆい白光が黒い塊かたまりに向かって飛ぶ。

　塊はぎょっとしたらしい。一いつ瞬しゆん、その顔らしい部分に、恐きよう慌こうめいた表情が走る。だが、そう気づくのは遅おそかった。

　光が怪かい物ぶつを撃うち、そいつは悲鳴を上げる。やがて、それはしぼむように消え、と同時に……同時に……

　母も消えていくではないか?!

　リコルは焦あせった。こんなことになるとは予想していなかったのだ。

　若者はあわてて、ペンダントを下げた。

　だが、もはや手て遅おくれだった。

　黒い塊は影を薄うすれさせ、やがて消しよう滅めつしたが、それと同時に、母親の顔がねじれ、それは別の形を取りはじめた。

　首から下はもうほとんど消えている。

　そして、顔だけが宙ちゆう空くうに残ったものの、いまではそれは、人間の女とまったく似にても似つかぬものとなった。

　巨きよ大だいな顔がん貌ぼう、頭の角、大きな口、そこに生えた巨大な歯。せせら笑うような、そいつには見覚えがあった。


　お、おまえは……?!



　リコルは相手をただただじっと見つめていた。




「おいおい、相変わらず目つきがちょっと頼たよりないぞ。まるで、おれがあの〈催眠ヒユプノ〉をかけたときみたいだ」

　リコルははっとして、回想から自分を取り戻もどした。

　いけない、またまどろんでいたらしい。この暑さのせいだ。

　そう、あの晩ばん、自らの深しん層そう意識に潜もぐったまま、異い界かいとつながってしまった召しよう喚かん術じゆつ師しは、ファラータらに介かい抱ほうされて、ようやく気がついたのだった。

　なにがどうなったのか、周囲の者には理り解かいできなかったが、アルハジは気がついたようだった。彼が、召喚獣じゆうだけでなく、術師まで眠らせてしまったことを……。

　この男は催眠術を得意としており、一いち座ざではそれなりの腕うで前まえだと、誰からも認みとめられていた。ただ、愛あい想そは悪くないが人とはうち解とけず、ときどきどこかへぶらりと消えた。本人もそうしたやり方が自分を神しん秘ぴめかして見せるのを自覚しているのか、一座で彼の経けい歴れきまで知る者はいなかった。

　とりあえず、リコルが召喚しているときにアルハジの催眠術は危き険けんだ、ということだけはまちがいなかった。ただ、アルハジにしても、そこまで召喚獣とつながりが強い術師には初めて会ったようだ。通つう常じよう、魔ま獣じゆうは寝ねても、その効こう果かが術師にまで及およぶことはこれまでなかったからである。

　よほど印象が強かったのか、以後アルハジはなにかとリコルにかまうようになり、また、仲間たちも、リコルとファラータの能のう力りよくが高いことを認めたので、これまでの旅はうまくいっていた。

　寝覚めの際さいのような、まだぼーっとしている気分をなんとか変えようと、リコルは激はげしく頭をふった。

「ファラータが心配だ。ちょっと探さがしにいかないか」

　何か行動することも必要に思えたので、そう言ってみる。ファラータが離はなれてから、かなり時間が経たっているようだ。

「まあ、迷まよったやつを探しにいって迷うというのはよくあるが……。おれがいれば大だい丈じよう夫ぶだろう、付いていってやるよ。その前に、馬車に連れん絡らくしておくから待ってろ」

　アルハジはラクダをひるがえした。

　クロックにも、探すように思念を送ってみる。鳥は嫌いやそうだったが、納なつ得とくしたようだ。遠くの荷車から飛び立つのが見える。ただ、この日光の中では、クロックはよく見えないのじゃないか、とリコルは気になった。

　しばらくして、戻ってきた男と二人で進む。

　見当をつけつつ行くと、ファラータが乗っていたのではないかと思えるラクダの足あし跡あとが見つかった。幌ほろ馬ば車しや隊の進行方向から、ずっと離れた方に向かっている。

　徐じよ々じよに不安が増まし、リコルはおしだまってラクダを進めた。

　やがて、沈ちん黙もくを破やぶりたいかのように、アルハジが問いかけてきた。

「あんた、召喚術師だというが、そいつは実際に呼よび出してるのか？　それとも、そんな気にさせてるのか？」

　跡を追いながら、アルハジがきいた。あのヘルハウンドのことだろう。

　妙みようなことをきく。召喚というからには、呼び出しているのだから。

　リコルの怪け訝げんそうな顔を見て、男は了りよう解かいしたようだ。

「いや、おれたち砂さ漠ばくの者の教えには〝人は見るものを見る〟というのがある。おまえさんのもそれじゃないかと考えたが──」

「ぼくのが幻げん術じゆつだって？」

「いや、おれはあのとき、犬に術をかけたつもりなんだが、あんたにまでかかったしな。そんなに強いつながりを持つ召喚術は、おれは知らん。ひょっとして幻術なら、おれがあんたに直ちよく接せつ、術をかけたことになって納なつ得とくできるかな、と」

「でも、ぼくが寝たあとも、犬は残ってただろ？」

　当然というように、リコルはきく。

「いや、まやかしのすごいものになると、像ぞうは残るらしい」

「ぼくのは実際に呼び出してる。それより、あんたの技わざもすごいらしいじゃないか。眠ねむらせるだけじゃなく、人にどんなことでもさせられるって、聞いたけど。それって、まやかし以上だろ」

　探るように相手を見る。

「あはは、なるほど。考えてみりゃ、おれの術にかかると、まさに人は〝見たいものを見る〟ってわけだな」

　陽気に笑うものの、そこになにか陰かげのようなものがつきまとっていたことも否いなめない。リコルは、改めてこの男は何者だろうといぶかった。




　道は依い然ぜんとして変化がなかった。ラクダの跡は延えん々えん続いているが、ところどころで、とまどったような痕跡がある。

　小一時間ばかり追つい跡せきした後、これは明らかに相手が迷ったにちがいないと思えてきた。クロックに思念を送るが、やはりフクロウにも発見できないようだ。

　リコルは焦あせりはじめた。アルハジも同感らしい。

　と、そのとき、起き伏ふくする砂の山陰に何かの姿すがたが見えた。こんなところに人がいるとなると、ファラータにちがいない。

「お～い、ファラータ」

　若わか者ものはラクダの足を急がせた。後ろで、ちょっと待て、という声が聞こえたようにも思えたが、気にはしなかった。


　あんなところで、ファラータは何をしているんだ？

　ん、ちがう?!



　近づくにつれ、姿が明らかになる。それは、女じよ性せいではあったが、ファラータではなかった。

　顔の下半分はベールに覆おおわれているが、その化け粧しようをした目や眉まゆは明らかに若い女性だ。しかも、見ただけで美しさが伝わってくる。そこには、エキゾチックな美と同時に、異い性せいを魅ひきつけずにはおかないような妖よう艶えんさが秘ひめられていた。

　見れば、一人ではなく、そばにお付きの者がいる。

　だが、供ともの者がいようと、こんな砂漠で女性が旅している姿は普通ではない。

「ちょっとおたずねしたいのですが──」

　リコルも注意しながら近づいたが、相手には明らかに警けい戒かいとおぼしき動作が見られた。

　当然だろう。こんなところで、見も知らぬ男に声をかけられたら、警戒するに決まっている。

　リコルは両手を広げ、害はないという動作をしてみせた。そして、笑え顔がおになって、自分の身をあかす。

「ああ、突とつ然ぜん申し訳わけない。ぼくはリコルといって、旅芸人の一行とリュイエンを目指している者ですが」

　相手はまだ怪訝な顔つきではあったが、そばのお付きの者が身み構がまえるのを制せいした。どうやら、話し合ってはくれそうだ。

　リコルは気軽な感じを見せつつ、話を続けた。

「この辺りで、ラクダに乗っている女性を見かけませんでしたか？　先に進んでいったので見失い、探さがしているのです」

「いいえ、存ぞんじません。このところ、ずっと他の人を見かけたことはありませんので」

　声は涼すずしく、この暑さのなかでも心に染しみいってくるように思われた。声や視し線せんに魅み惑わくするような何かがあるわけではないが、どこか引き込まれるような気がする。

　リコルはさっきまでの警戒心はどこへやら、そのまま話しかけていた。アルハジのことなど頭になかった。普通なら、そばに来ないのに気がつくだろうに。

「どちらに向かわれているのですか？」

　相手に拒きよ絶ぜつされるかもしれないと思ったが、意外にも答えは返ってきた。

「この辺りにある、カルツームの寺院を巡じゆん礼れいに参ったのですが……」

　その発音には、どこか異い国こくを思わせる響ひびきがある。

　たしかに、遠くから行あん脚ぎやに来ているようだ。

　ただ、カルツームとは？　辺りの地理にそれほど詳くわしくないとはいえ、リコルでも周囲のおおよその地名は知っている。カルツームというのは聞いたこともなかった。この女の故郷ふるさとでの別べつ称しようなのかもしれない。

「カルツームという場所は、この辺りでは聞いたことがないですね。そうか、お互たがい、探しものがあるというわけですか」

「…………」

　何かしら語り続けようとする若者の態たい度どとは逆ぎやくに、女の様子はそっけなかった。

　会話がとぎれる。

　あまり時間をつぶしている理由もなかったので、リコルは暇いとまをつげて去ろうとした。

　そういえば、アルハジはどうしたのだろう。彼はようやく気がついた。

　だが、振ふり向くことはできなかった。

　女の乗っているラクダが、こちらを向いて語りかけたからだ。

　オマエノオンナガ、ドコニイルカシッテイルゾ。ツイテコイ。

　不思議な感覚だった。女に魅きつけられて気にもかけなかったが、そのラクダの放つオーラを感じた瞬しゆん間かん、脳のうに痺しびれのようなものが襲おそってきたのだ。

　ラクダの目が赤く光っている。

　その口くち許もとは嘲あざ笑わらうかのように、歯ぐきが剝むき出しとなり、あたかも人間のように語りかけてくるのだ。

　トオクハナイ。スグチカクダ。

　うっ、これは、という、リコルの思いは一瞬にしてかき消えた。


　ふーん、彼がすべて知っているんだ。



　それはすばらしい安心感を与えてくれる波動だった。何の心配もない。

　リコルは自らのラクダを降おり、それを引きはじめた。足どりはまるで夢む遊ゆう状じよう態たいにあるかのようで、さっきまどろんでいたときと大差なかった。

　ラクダがリコルの心に指し示じをし、若者は先せん導どうするかのように進む。無む防ぼう備びに後ろを見せても、警戒心はもうなかった。


　ファラータはすぐ見つかるんだ。



　しばらく進んでいったが、リコルにとって時間の経けい過かはないも同然だった。

　目の前には、無む限げんに続くかとも思える巨きよ大だいな砂すなの海が広がっている。波うつような砂丘、描えがかれる波は紋もん。それはまさしく巨大な海、巨大な波を思わせた。

　そう、砂の海だ。ぼくはここを航海している。この海をわたれば、ファラータがいるところに着けるんだ。海がぼくを呼よんでいる。動く海が……


　ん、動く!?



　何か声が聞こえた。はっと振り向くと、目の隅すみに動く姿すがたがある。

　アルハジだった。帽ぼう子しをかぶった男がラクダに向かってくる。

　女が手を上げて、ある動作をした。

　そこから、なにか閃せん光こうのようなものがほとばしり、男を撃うった。たまらず、アルハジは後ずさったが、すぐさま手にした綱つなのようなものを投げる。それは相手に巻まきつき、女はどさっとラクダから落ちた。

　もう一人のお付きの者が──おそらく短たん剣けんだろう──光るものを腰こしにためて、突つっ込んでいった。アルハジはそれをかわす。

　ラクダは女を口で食はみ、助け起こした。そして、彼女を背せに乗せると、その場から逃にげ出そうとする。

　アルハジはなんとか短剣をもつ男に組みつき……。

　だが、そうした場面をいつまでも見つめるわけにはいかなかった。

　現げん実じつに帰き還かんした途と端たん、リコルは新たな脅きよう威いに引き込まれたからだ。

　横に動こうとすると、わが身の下に重たい動きが伝わってきた。

　体が運ばれる！　たまらず、リコルは倒れた。

　砂が動いているのだ。


　なんだ、これは？　そうか、流りゆう砂さだ。



　噂うわさには聞いていた。博はく識しきなクロックが、東の砂漠の危き険けんについてしゃべっていたとき、そこに住むさまざまな生物以上に危険なのが、こうした自然の脅威だと言っていた

　しかし、それは脅威と同時に、まさしく驚きよう異いでもあった。

　見た目は普通の砂と変わらない。だが、その流れはまさに大たい河がのようにゆっくりと動き、体を巻き込んでいく。

　もがけばもがくほど、若者の体は砂に没ぼつしつつあった。

　必死に後ろを見やると、さきほどの戦いは決したようだった。

　アルハジが立っている。リコルは片かた手てを上げた。もう、腰のあたりまで砂に埋うまってしまっている。

「おいっ、これをつかめ！」

　男が近づいて先ほどと同じく何かを投げる。先に重りのついた綱のようなものが腕うでに絡からまった。

　強い力がそれを引くのを感じた。

　これなら、何とかなるかもしれない。

　しばらく、そうしてもがいていたとき──

　リコルは、あっと叫さけんだ。

　逃げ去ったとばかり思っていたラクダが彼方かなたから猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきて、アルハジに体当たりしたのだ。

　たまらず、男も砂の海に投げ出される。

　もがくアルハジを尻しり目めに、嘲ちよう笑しようが響ひびいた。

「愚おろかな、このゴモリー様に刃は向むかうとはな。貴き様さまら二人、地じ獄ごくの門をくぐって、われらが領りよう土どに向かえ。それを見送ることこそ、われらが役目、さらばだ」

　女がしゃべったのか、ラクダが語ったのか、いまのリコルにとって、それはどちらでもよいことだった。




「アルハジ、やつらは……」

　言いかけたリコルだが、そんな疑ぎ問もんを口に出している暇ひまはなかった。

　再ふたたび沈しずみはじめる体をなんとかしようとするものの、どうしようもない。

　強い砂の流れは、どことも知れぬ方向へ若者を運んでいく。いや、運ぶだけでなく、渦うず巻まくような流れは、下方へと引きずり込む力ともなって襲おそってくる。

　もう、胸むねまで没していた。

　少し向こうにアルハジの姿が見えるが、状じよう況きように変わりはないだろう。たとえ綱でつながっていても、どちらも砂中にいるのだから。


　どうしたらいい？



　フクロウに思念を送ろうとして、無む駄だなあがきだとリコルは気づいた。時間がかかるし、それにクロックが飛んできてくれても、どうしようもないだろう。


　ここは自分で何とかしなければ……。



　このまま砂に埋うもれてしまえば、窒ちつ息そくしてしまうのは目に見えている。

　大きな空を飛ぶ動物を呼び出して、引き上げてもらう？

　いい考えにも思えたが、いま召しよう喚かん札ふだを取り出せる自由はまったくなかった。腰まで腕が伸ばせない。もう首近くまで砂に巻き込まれている。

　かくなるうえは、呪じゆ文もん──そう、それしかない。

　この窮きゆう地ちを抜ぬけ出せそうな呪文を懸けん命めいに考える。

〈浮ふ遊ゆう〉──だが、効きくだろうか。

〝わが体よ、重さに耐え、空に浮かべ！〟

　少し身が軽くなったようだ。しかし、砂には魔ま力りよくでも込められているのだろうか、体がすぽっと空中に浮き出すまでにはいかなかった。下方へ引く力が大きいのだろう。中ちゆう途と半はん端ぱに、たまたまリコルの空中浮ふ揚ようの魔力とつりあっているみたいだ。

　まあ、これで数時間はなんとかなるかもしれない。

　だが、それからは？

　そのとき、後方から声が聞こえた。

「リコ……」

　見れば、アルハジはもう頭まで没しようとしている。

　若者は疲れ切っていた。

　慣れない呪文を使ったこともあるが、そもそも呪文はかなり体力を消費する。リコルは自分の体を浮かせるための呪文に精せい一いつ杯ぱいの力を出し切っていた。

　だが、ここはアルハジにも使わなければ……。

　綱でつながってはいるが、この呪文は体力を消しよう耗もうしているいま、離はなれた相手に届とどくだろうか？

　しかし、ぐずぐずしている暇はない。

　残ったかすかな力を振りしぼって、若者は叫んだ。

「わが魔力よ、この綱を伝いて、相手に空に浮く力を与あたえよ！」

　うまくいったかどうかわからなかった。すでに限界を超えた体力の消費によって、リコルの意い識しきは急速に遠のいていったからだった。


　今日は、意識を失うことが多い日だな。



　ぼんやりとそうした思考が頭を掠かすめるなか、異い質しつな声もどこかから聞こえてくるようだ。

〝リコル、どうしたんだ、リコル。ファラータが……〟

　クロックの思念のようだったが、この召喚術師には、もうそれに応こたえる気力は残っていなかった。




　再び周囲は闇やみだった。

　だが、見えているものがある。

　宙ちゆう空くうに浮かんだ首、角をもち、巨きよ大だいな口と、そこに生えたこれまた巨大な歯。

　それは魔物としかいいようがない。しかも、魔物の中でもとりわけ厄やつ介かいな魔神と呼ぶべき存そん在ざい。

　リコルはこの相手を知っていた。

　思い出したくもないが、あのエルフの石化の森で出会った魔神。炎ほのおの魔ま術じゆつ師しイレイザーを奸かん計けいによって石化させてしまい、リコルにこれまでの旅を暗あん示じした魔王でもある。

　召喚術師はこれが夢ゆめであり、啓けい示じであることを承しよう知ちしていた。

　以前にも、気を失ったとき、彼が語りかけてきたことがあるからだ。

　しかし、それは現げん実じつとも見まがう状況であり、ゆめ軽けい視ししてはならない事実でもあった。

〝余よに助けをすがっても無む駄だだ……〟

　驚おどろいたことに、オティスが語りかけてきた。

〝だが、今回は手がかりを与えよう〟

　なんのことを言っているのかわからない。リコルはそれよりも、先ほどまでこの魔王がとっていた姿が気になった。

『母さんのことか？』

　返答にあまり期待はしなかった。以前に、この魔王が詳くわしくは知らないと告げたことを漠ばく然ぜんと覚えていたからだ。

〝ちがう、だが、やがてはそこにつながるかもしれぬ。おまえと余は、細い細い糸でつながれているにすぎぬ。だが、余はおまえに興きよう味みをいだいた。免まぬがれえぬ魔の刻こく印いんだけではなく、それは余のすまうこことも大いに関かかわりかねぬ気配がある。だから──〟

　だから、何なのだろう。不安な余よ韻いんの中、若わか者ものは待った。

〝より強き糸をおまえに与えることができるかもしれぬ。それがそちらにとって、よいことかどうかわからぬが。時間がない。よいか、〈この世の王となりえなかったもの〉に、恩おん恵けいをたまわれ。さすれば、余とのつながりが強くなろう〟

　それだけ語ると、魔神の姿すがたはおぼろな霧きりとなって、闇の中に溶とけ込んでいった。

〝リコル、リコル……〟

　自分の名が、闇にうつろに響ひびいていた。




「オティス、オ……」

　目がさめた。

　眼がん前ぜんにいるのは──見み慣なれた顔、アルハジではない。

　ファラータだ。その肩かたには、例によってクロックが首をかしげながら、目をぱちくりさせている。

　彼女がリコルの体を揺ゆさぶりながら、名を呼んでいたのだ。

「ファラータ！　助かったのかい？」

「ええ、わたしもこの流りゆう砂さに誤あやまって流されかけたの。でも、とっても運がよかった。手近なところに、沈しずまないで流されてきた木船があって。それに必死でしがみついていたら、クロックが見つけてくれたから」

「木船？」

「たぶん、死者を流すのね。中には、死んだ人が入っていて気持ち悪かったけど、おかげで助かったわ。もっとも、流砂に近ちか寄よったのは、何が動いているのかしらと思って、巻まき込まれたんだけど」

「おそらく、どこかの砂さ漠ばくの民たみが、死者をこの砂の河かわに流しているんだろう。沈まないようになんらかの工く夫ふうがしてあるんだろうな」

　アルハジが少し離はなれたところから、声をかけてきた。どうやら、彼も助かったようだ。

〝まあ、ファラータの悪運はこれまでもすごかったからね。おいらが見つけたから、リコルがしっかりしてりゃ、すぐに助けられたんだけどな〟

　フクロウが口を出す。

　それなら、もっと早く連れん絡らくして来いよ、と思った召しよう喚かん術じゆつ師しだが、ここは素す直なおに砂漠の民とその神に感かん謝しやしておいた。

「アルハジ、そっちは？」

「ああ、あんたのおかげだ。なんとか流砂に吞のみ込まれなかった。すごい魔法を知ってるんだな」

「それより、ここはどこだろう？」

　周囲はぼんやりと明るかった。これまでの砂漠ではない。天てん井じようがある。光ひかり苔ごけのようなものが生えている広い洞どう窟くつらしい。

「わからん、おれはずっと目を覚ましていたが、かなり経たってから、丘のようなものがあって、その下の開いた口に、砂が流れ込んでいった。しばらく経つと、砂が滝たきのように流れ落ちていて、そこから落ちたんだが、逆ぎやくにそれで体の自由が少し利きくようになった。下に、この岸のような場所があったから、なんとか抜ぬけ出してあんたをたぐり寄せたのさ」

「洞窟？　流砂の滝？　そんなもの、聞いたことあるか？」

「知らない、でも、すごかったわよ。わたしの木船も危あやうく転てん覆ぷくしそうになったけど、なんとかこの岸にたどり着けたわ。でも、死体はどこかに行っちゃった」

　脇わきから話に割わり込んできて、ぺろっと舌を出すファラータの仕草を見ていると、召喚術師の心にもなんとなく元気がわいてきた。

「ああ、それでぼくたちの来るのが遅おそいと、待ってたわけね。お疲つかれ様」

「何よ、介かい抱ほうしてあげたのに。心配したんだから」

　リコルのそっけない言葉にも、ファラータはわかっているようだった。慣れていないアルハジが口喧げん嘩かかと思って、あわててリコルの疑ぎ問もんに応こたえる。

「いや、こんな砂の奇き観かんはおれも初めてだ。もっとも〝世に知られぬことは多い。迷まよわずなすべきことをなせ〟とも言うがな」

　そう言って、男はにやっとした。いつもと変わらぬ態たい度どに、リコルもようやく落ち着いた。しかし、そうなってくると、疑問も多い。

「あのラクダの女は何者だったんだろう」

　ファラータもアルハジから話は聞いたのだろう。耳を寄せてくる。

　これは砂漠の男が知っていた。

「あれはおれたちも聞いたことがある。ゴモリーといって、砂漠で人を惑まどわす化け物だ。女は操あやつり人形で、ラクダが主人だという。おれはそれを思い出したので、見つからないよう、離れたところからあんたの様子を見ていたんだが、確かく信しんを持てたので救出に行った」

「だけど、ただの化け物なのかな。何か、見送らねばならないとか、最後に〝われらが領りよう土ど〟とか言ってたぞ」

　リコルは、生々しい夢ゆめの残りかすから抜け出て、ようやく記き憶おくを引き出した。

「さあ、わからん。あそこにあるものが、関係してるのかもしれんがな」

　アルハジが指差す方向を見て、リコルは息を吞んだ。

　ぼんやりと明るくて広い洞窟の中、傍かたわらでは砂の流れが悠ゆう然ぜんと彼方かなたに向かっている。その岸辺、ちょっと離れたところに大きな船の残ざん骸がいが横たわっていたのだ。

　船？

　まちがいない。三本マストのかなり大きなもので、船体には穴あなが開いていて、帆ほはぼろぼろだ。

　しかし、この辺り一面砂の中に、どうして船が？

　いくら砂の海とは言っても、水分などかけらも見られない。船など存そん在ざいしようにも、出来るはずがないのだ。

　しかも、それは思っていたよりも巨大だった。

　洞窟の中なので距きよ離り感がつかめなかったが、そこから見ても、天井に届とどかんばかりに巨体がそびえている。

「こんなもの、ここでどうして造つくれたんだろう」

「いや、ここで造ったんじゃない。運ばれてきたんだ」

　アルハジは言い切った。

「リコル、おかしくはないわ。わたしも木船が流れていたから、助かったんだもの」

「でも……」

〝そうだな。ファラータのは死者への喪そう礼れいで、ただの儀ぎ式しきかもしれないけど、これははっきりと航海できるもんだからなあ〟

　クロックが疑念を代だい弁べんしてくれる。

　たしかに、ここで造られたものではないだろう。周囲の洞窟はとてつもなく広いといっても、天然のものにまちがいない。ぼんやりと明るい光苔のなか、入り口からの流りゆう砂さ以外どこか他よ所そへと通じる道も見えないし、この中で大きな船を組み立てる意味はまるでわからない。

　リコルたちと同じく、砂すなに流されながら、ここまでたどり着いたと考えるべきだろう。

　だが、それなら、誰だれがなぜそんなことを？　砂の流れに船を浮うかべる？　それも巨大な？

「古代の遺い跡せきだろうか」

　リコルは、魔ま術じゆつの知ち識しきによく出てくる〝古代帝てい国こく〟に関係しているのかとも思った。

「わからん、とにかく調べてみないとな」

「そうね、こんなの見つけたのも何かの縁えんだし」

　三人はお互たがいを見つめあって、なんとなく愉ゆ快かいになった。

　砂まみれの状じよう態たいから脱だつして、ようやくほっとしたところだ。もう少し休むなり、体力が回かい復ふくしてから行動を起こしたい。いや、それよりも、こんなうす気味の悪い場所を探さぐるより、なんとかリコルの魔力を使ってでも、元の隊商のところに戻もどるのが先だろう。

　だが、アルハジやファラータの行きたい、という表ひよう情じようを見ていると、リコルもうなずいていた。なにか、冒ぼう険けん心しんを刺し激げきされるのだ。砂さ漠ばくの旅が単調だったせいかもしれないが、妙みような切せつ迫ぱく感かんがあることもたしかだった。

　そして、若わか者ものの心には、あの夢とも無意識ともつかぬ状態での啓けい示じもまた、影えい響きようしていた。

〝〈この世の王となりえなかったもの〉に、恩おん恵けいをたまわれ〟か。

「うん、行こうか。なにか眠ねむっているかもしれない」

　その言葉に、アルハジはこう付け加えた。

「〝眠っている〟か、なるほど。〝砂漠での眠りは死〟と言うがな」

　彼の顔は、どこか考え深げだった。




　船は、いかにも古びた外観を呈ていしていた。流砂の岸に、まさしく漂ひよう着ちやくしたというように巨体を傾かしげている。妙なのは、そのそばに、ファラータが乗ってきたという木船のようなものが無数に集つどっていたことだ。船の巨体がせき止める形となっているためか、ここで止まるものが多いのだろう。砂の流れは、まだ先まで続いていっていたが。

　近づくにつれ、ぼんやりとした明りの中でも、船の大きさは予想をはるかに超こえるとわかった。船せん腹ぷくから見上げると、上まで優ゆうに人の背せ丈たけの五倍以上はある。

　全体は木で覆おおわれていて、形からして、はたして上に甲かん板ぱんがあるのだろうかと疑うたがわれた。すべてがばかでかい木箱のような、そう、まるで箱船のようにも見える。船体は上の方ほど、曲線を持って、すぼまっていっている。上方に四角い穴あなのようなものが見えているのは、窓まどだろうか。

　リコルなら、魔法をかければそこまで浮ふ遊ゆうしてたどり着けそうだったが、体にまだ残る疲ひ労ろう感から、できるだけそうした負ふ担たんを減へらした方がいいように思えた。

　それよりも、かなり古い船だ。どこか船体に大きな損そん傷しようがあれば、そこから中を調べられそうだ。

　注意深く周囲を探たん索さくしてみると、予想通り、船首あたりに人が潜もぐっていけそうな穴が開いている。

　振り返ると、ファラータもアルハジもこっくりとうなずいた。入っていこうという合図だ。

　さすがに暗そうなので、リコルは杖つえの先に明りをともした。これくらいなら、そう負担はない。

　中に入ると、何ともいえない臭においが鼻をついた。

　磯いそ臭くささではない。生臭いような、カビの生えたような、一種表現しようもない臭いだ。

　辺りは、どうも船倉のようだった。さまざまな木箱が並ならび、その多くは朽くちているようで、触さわるといまにも崩くずれ落ちそうに見える。

「なんだか気味が悪いわね。はやく先を調べましょうよ」

　ファラータが肩かたにクロックを乗せ、ずんずんと進んで行き、反対側の扉とびらから出た。

「きゃあ！」

　いつもに似にあわない、かん高い叫さけびがした。続いて、取っ組み合いの音も──アルハジとリコルは慌あわてて戸口に駆かけ寄った。

　何か臭しゆう気きを発する人ひと形がたのものが二体、一体はすでにファラータに覆いかぶさり、そして、もう一体がいままさに跳とびかかろうとしている。

　そいつの伸のびた鉤かぎ爪づめを見た途端、リコルには正体がわかった。

　食グ屍ー鬼ルだ。

　ためらわず、リコルは指先をそのアンデッドに向けた。

〝悪あしき亡もう者じやよ、おのが世界に還かえりて、塵ちりと化せ〟

　指先からの火花が、腐くさりかけた体を撃うつ。電でん撃げきの火花を受けた相手はもんどりうって倒たおれた。残る一体なら、ファラータでも普ふ通つうに対たい処しよできる。しかし、ここは砂漠の男も加勢して、やがて相手に止とどめを刺した。

「ああ、びっくりした。警けい戒かいしてたんだけど、臭いにも慣なれちゃったのかなあ」

　ファラータが頭をかきかき立ち上がった。あられもない叫びに、少し照れ臭かったのかもしれない。

「食グ屍ー鬼ルなんて。死んだ者がなるんだけど、普通には存そん在ざいしないから……」

「まさか、ここで生き残っていたなんて、ないわよね」

　気持ち悪そうに女戦士がきく。

「必死に生きたいと思った連中なら、しがみついたりするかもしれない。でも、そうなると……」

　さすがにリコルも、この年を経へた船に、もしそうした亡者がいるとすると、その亡もう執しゆうのすごさに、手ごわいにちがいないと、ぞっとした。とても食グ屍ー鬼ルぐらいではおさまらないだろう。

　が、荒あらい息いきを吐ついているアルハジが助け船を出した。

「いや、そうじゃない、たぶん。おれたちと同じ運命になった連中だ」

　アルハジは食グ屍ー鬼ルの体を示しめした。ぼろぼろになった粗そ末まつな衣い裳しようしか身につけていないが、腰にある小こ袋ぶくろからなにかが落ちて光っている。

　金きん貨かだ──拾って調べたリコルは、それがいまこの砂さ漠ばくの世界で流通しているものだと知った。明らかに、この男はリコルらと同じ時代の人間なのだ。

「そうか、あの流れついた木船の人ね！」

「でも、こんな食グ屍ー鬼ルになるってことは……何かの原げん因いんがなくっちゃ。誰かが操あやつっているってことかい」

「さあ、わからん。ひょっとしたら、このわけのわからん船が仕し掛かけてることかもしれんぞ」

　振ふり返って、にやっとした精せい悍かんな砂漠の男の顔に、むしろ強がりのようなものを見て、リコルはますます不気味な感が募つのっていくような気がした。




「嫌いやなのよ、わたし、死人って。いや、死んだ人じゃない。不自然な生き方をしてるってことが」

　ファラータにいつもの元気がない。リコルにぴったりくっつくように、慎しん重ちように進む。リコルは満まん更ざらでもなかったが、なにかファラータの不安が感かん染せんしてくるようで、自分も落ち着かなかった。通つう常じようの亡者なら、そんなに恐おそれることもない。ただ、ここは古いという表現を通り越こした、時の摩ま滅めつを感じさせる。何十年どころか、何百年、何千年といった、年の香かがあるのだ。にもかかわらず、魔ま法ほうで保たもっているかのように、周囲の壁かべなども崩くずれ去っているわけではない。ここには何かがいる、通常ではない何かが……

　反面、アルハジは元気だった。恐れも見せず、前を進んでいく。さすがに厳きびしい環かん境きようの砂漠の者だけある、と感心すると同時に、どこか妙みような期待感めいたものがあるのを、ここに入るときから若わか者ものは感じとっていた。

「あ、そんなに進むと……クロック、やっぱりあんたも偵てい察さつに行ってくれよ」

〝まあ、彼なら大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかな〟

　面めん倒どうくさそうに、フクロウは飛び立った。

　一行は船倉を巡めぐり、階かい段だんを上り、一階上の船倉を伝つたって、また階段を上って行くところだった。

　広い。外から見て、かなりの容よう積せきだと思っていたが、それ以上だ。

　ここまで、食グ屍ー鬼ルに出くわしただけなのが、妙だった。これくらいの船だと、もっと他にも生き物がいるはずだ。

　生き物?!

　その考えが頭の中でこだました。まさか亡者の集しゆう団だんがどこかにいるなら……。

　階段を上がり、一行を待つこともなく、つぎの戸口をくぐろうとしたアルハジがびくっとして、一歩あとずさった。

　同時に、〝！〟といった驚おどろきの感情が鳥からも伝わってくる。

　駆け登って、戸口からのぞきこんだリコルはあっと驚いた。

　中は、動物園のようなありさまだったからだ。

　これまでの荷箱ではなく、檻おりのようなものがいくつも並ならんでいる。そこには、熊くまや猪いのししといった動物から、さまざまな鳥、さらには、広い水すい槽そうのような容よう器きの中で、エイやアシカのような海洋動物が動き回っていたのだ。

「これは？　動物園か」

　リコルはアルハジにささやいた。砂漠の男は無言だ。

　そのとき、ファラータがぎゅっと衣ころもをつかむのをリコルは感じた。

「いやだ、リコル！　この生き物だちって、みんな死んでる!!」

　言われて初めて、リコルもどこがどう変なのかわかった。

　動物たちに生気がない。一応動いてはいるのだが、その表情は乏とぼしく、目はどんよりとしていて、声を立てない。まさしくアンデッドの生き物クリーチヤーというにふさわしかった。

　これは不気味だった。どう猛もうな動物たちではあっても、そのどう猛さは生気に満ちた一種のエネルギーがほとばしって生じている。

　それは自然な世界の理ことわりというものだ。それがかき消え、なおかつ、どう猛な生物の本ほん能のうだけが残っている存在は、すごく不自然で気味の悪いものだ。

　ファラータの恐きよう怖ふというのが、いま、リコルにも理り解かいできた。


　こんなことをしたのは誰だれだ。許ゆるされないことだぞ！



　幸いなことに、猛もう獣じゆうと呼よべるものたちは、檻のなかに閉とじ込こめられていて、彼らを襲おそっては来なかった。早くここを出ようと、反対側の入り口を向いたとき、そこに人ひと形がたの姿があるのに、一行は気づいた。

　また食グ屍ー鬼ルかと構かまえる全員に、そいつは口を開いた。

「ようこそ……お客人、こちらへ。王がお待ちだ」

　たしかに、そいつは先の輩やからと同じようなやつだった。ぼろぼろの身なりをしており、この世の者でない青ざめた肌はだをしている。しゃべりにくそうにしているのは、身体からだの器官がもう腐ふ食しよくしはじめているからかもしれない。

「王？　誰だ、それは」

　アルハジが問う。

「カルツーム国王イルジン陛へい下かだ」

　カルツーム？　そんな国は聞いたことがない、という表情はアルハジだけではなく、ファラータも同じだった。リコルはふと、あのラクダの女が言った地名だと思い出した。

　それだけ告げると、そいつはくるりと背せを向け、現あらわれた戸口に引き返す。

　あっ、ちょっと待て、と思いながらも、こうなった以上はしかたがないと、顔を見あわせながら三人は付いて行かざるをえなかった。もちろん、好こう奇き心しんという要素も大きかったが。

〝カルツーム、カルツームねえ。どこかで聞いたような……〟

　リコルが肩かたを見上げると、フクロウがぱちくりとした目で見返しながら、なにか思案中だった。この鳥は、考えていると馬ば鹿かみたいに見えるな、と若者はなんとなく可お笑かしかった。




　一行はさらに二階分上った。外から見て、そろそろいちばん上の階かと思える部屋に入ると、これまで以上の驚きが待っていた。

　玉ぎよく座ざがある。大広間──謁えつ見けんの間だろうか。しかも、こんな船の中に。

　周囲の壁には、古めかしいが元は高こう価かだったにちがいない装そう飾しよく品ひんが掛かかり、そこに人型の生き物が何十人も立ち並ならんでいた。

　いや、生き物ではない。これらの衛えい兵へいは死してなお、玉座にいる人物に忠ちゆう誠せいを尽つくしているのだ。そうした一人、儀ぎ杖じよう兵の掲かかげる旗はたを見て、クロックがリコルに囁ささやきかけた。

〝こいつはすごい。これは古代帝てい国こく期きに滅ほろんだ国──そう、カルツームだ、思い出した。東の砂さ漠ばくの周辺にあった国だ。二千年は前だぞ！〟


　ということは、あの玉座に座すわっている古めかしい衣い裳しようの人物は、アンデッドということじゃないか。



　リコルはフクロウの言葉に、思わず身じろぎした。そばの二人も、言われなくとも尋じん常じようではない雰ふん囲い気きにそれと気づいているようだ。緊きん張ちよう感が伝わってくる。

　連れてきた人物は、玉座の前に一行を置いて去った。

　声が響ひびく。

「ここまで来てくれる客人は滅めつ多たにおらぬ。死者の河かわを渡わたってくる者は、たまにおるがな。余よは、いまは亡なきカルツームの王イルジン、とくと心得よ」

　王の言葉は朗ろう々ろうと響いたが、意味自体はリコルたちには取りにくかった。おそらく、流れついた死者たちから学んだのだろう。

　奇き怪かいな謁見だった。死したる王は、古びてはいるがしっかりとした玉座に片かた腕うでをもたせかけ、骨ほねばった手を顎あごにかけている。しかし、その顔は、特にその目は爛々らんらんと輝かがやき、おぞましい骸がい骨こつのような容よう貌ぼうに似につかわしくない。

　リコルは魔ま術じゆつ書しよで読んだ死者の王〈リッチ〉という存そん在ざいに近いのかと、おぞけをふるったが、イルジンには亡者というにはあまりにも現げん実じつに近い生々しさがあった。

　一方で、王のそばに居い並ならぶ衛兵、お付きの者たちは、見るだにアンデッドくさい。まるで王一人が、彼らの生気──いや死気と呼ぶべきか──を吸すい取っているかのようにも思える。

　それでも、この王は二千年前から存在しているのだ。

　死者が王を騙かたっている？　いや、周囲の状じよう況きようからして、そんなことはないだろう。

「わたしたちは……」

　リコルが茫ぼう然ぜんと眺ながめたままなのを見て、ファラータが口を切った。声が震ふるえている。

「……ファラータとリコル、アルハジと申します。たまたまここに迷まよい込んできただけなので、もし、ご迷めい惑わくをおかけしたのなら、早々に……」

「いや、余は客人と申しておる。そう焦あせらず、余の相手をしてもらえればよい。余とて、いささか暇ひまをもてあましておるのでな。特に、そなたのように美しく、生気に満ちたる者には、余の相手がふさわしいかと」

　ファラータを見つめる王の目に、嫉しつ妬とのような羨せん望ぼうが浮うかぶのをリコルは感じた。当のファラータは、嫌けん悪おに身をすくませている。この死者の王を前にしては、普ふ段だんの彼女の雰囲気はかけらもなく、小鳥のように身をすくませるのが精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「嫌いやです！　わたしたちは何もしていません。知らずにここへ来てしまった。すぐにでも帰りたいのです」

　ま、待って、とリコルが押おし止とどめるまもなく、ファラータは言い切ってしまった。

「そうかな、余の領りよう土どに許きよ可かもなく踏ふみ込み、余の衛兵に危き害がいを加えた。寛かん大だいにも余は、それを不問に付そうと思っておるのだぞ。どうしてもと言うのであれば、こちらにも考えがある」

　王が指を立てただけで、衛兵たちがまわりを取り囲んだ。その数、三十ばかり、到とう底ていリコルたちだけで対たい処しよできるものではない。

　若わか者ものは、ぎゅっとファラータの腕うでを握にぎった。ここは抑おさえろ、と言いたかったのだ。

「わかりました。王のせっかくの恩おん恵けいをないがしろにするような言葉、申し訳わけございません。ただ、われわれはたまたまここに流れついた者、ここにこのような世界があるとはゆめ思っておりませんでした。もし、差し支つかえなければ、この世界、というよりも、王の御み代よがいかなものであったか、教えていただければ、われわれも落ち着くことができると思うのですが」

　若き召しよう喚かん術じゆつ師しは、言葉を弄ろうして、この死人の王の機き嫌げんをとろうとした。もとよりそうしたことには長たけていなかったが、ソラステルでのひと月ばかり、彼はこうした宮きゆう廷てい作法に少しずつ慣なれていたのである。権けん力りよく者しやというのは、孤こ独どくである。自らの話に耳を傾かたむける存在があれば、知らず知らずのうちに気を許してしまう。

　イルジンも自分のことに話が及およぶと、その舌したを止めることはできなかった。

　衛兵を下がらせると、朗ろう々ろうと語り出した。

「余か、余は〈この世の王〉たるべく、生まれ、育ち、そして、先を読み、まさしく王となるはずであった。それがこのような──」




　たしかに異い様ような話だった。古代帝国の末期、東のカラマン砂さ漠ばくの端はしに位置するカルツーム王国は、大きくはないがそれなりに栄えていた。砂漠もいまほど広くはなく、緑多い地とはいえないものの、作物はそれなりに穫とれ、人々の交流もあった。

　しかし、〈魔ま法ほう帝国〉の勢せい力りよくが間近に迫せまり、その圧あつ政せいがこの国にも大きな暗い影かげを落としはじめた。

　やがて、終末思想がはびこるなか、王イルジンは〈箱船〉伝説にかぶれるようになった。これは、やがてくる終末の大災さい厄やくを乗り越こえるのに、巨きよ大だいな箱船を造つくり、それに乗り込んでいたものだけが、終末を超こえて、新世界を統すべる王となる、というものである（こうした伝説は、その後も尾おを引いたらしい。リコルは〈空中庭園〉を思い出した）。

　イルジンは箱船を造った。予言に述のべられたような。

　やがて、災厄がこの地を襲おそった。豪ごう雨うが降ふり続き、激はげしい洪こう水ずいで世界が水すい没ぼつしたかと思われた。

　イルジンは意気揚よう々ようと箱船で逃のがれた。これで水が引いた後には、彼が王となるのだ。

〈魔法帝国〉は消え、新たな世界が開けていることだろう。

　だが、事実はそうではなかった。豪雨洪水は、これまでにないような大規き模ぼなものとはいえ、東の地ち域いきだけを襲った極地的な現象だったのだ。

　しかも、彼の箱船はどことも知れぬ地下へと運ばれ、生き延のびたはいいものの、脱だつ出しゆつすることはかなわなかった。水が引いた後も、流りゆう砂さだけは残った。地上へ出るには、その厳きびしい流れに逆さからい、流砂の滝たきを越えなければならない。そんなことは不ふ可か能のうに思えた……。




「余は絶ぜつ望ぼうした。予言に述べてあったことが起こったのに、自らはどこともしれぬ地底で朽くち果てようとしている。部下はつぎつぎと死んでいった。こんなことは許せない。余は祈いのった。呪じゆ詛そに近い言葉を吐はいたやもしれぬ。必死になった。

　しかし、そうしたとき、どこからともなく〈冠かんむり〉がこの岸に流れついた。そのあまりに見事な出来ばえに、これこそ、余に王となれというしるしに思われた。余はこれを身につけた」

　王は自分の頭を指さした。燦さん然ぜんたる冠が光っている。リコルはふとさっきからおし黙だまったままのアルハジが、このときだけぐっと身を乗り出したのを見て、不ふ可か解かいな思いにとらわれた。

「すばらしい〈冠〉だった。頭が急にさえざえとし、それまで見えなかったものが見えるような気がした。余はそこで、これまで使ってはならぬと言い慣ならわされてきた書をひもとく気になった。これは王家に伝わる秘ひ儀ぎ書しよであり、軽んじて使うことは禁きんじられていた。現げんに、それまでも、周りの者が絶望に倒たおれていくのを見て、わらにもすがりたい気になって読もうとしたが、果せなかったものじゃ。

　だが、〈冠〉を身につけたいま、それはすばらしい効こう果かがあった」

　イルジンはここでしゃべりすぎたとでも思ったのだろうか。はっと言葉を切った。

「それがあなたにどのような効果を？」

　それまで黙っていたアルハジが言葉を継つぐ。

「この〈冠〉は、おもいもかけぬ世界へ導みちびいてくれた。秘儀書を読めるようにしてくれたことで、不死の世界への扉とびらを開いてくれたのだ。あるいは、それは〈魔〉と呼よぶべき世界かもしれぬ。余は禁きん断だんの世界への扉を開いたのかもしれぬ。しかし、しかたがなかった。こんなところで朽ち果てるわけにはいかぬ。余は〈この世の王〉を約されたものなのだ。

　以来、余は死したる者すら甦よみがえらせる秘力を得た。ここにいる者たちは──」

　と、衛えい兵へいたちを指差す。もう、リコルたちには何が告げられるかわかっていた。

「わが側近を死の世界から呼び寄よせたものだ。他の獣けものたちもな。時が経たつにつれ、どことも知れぬ地から流砂に流されてやってくる者たちも現あらわれた。これは天命かもしれぬ。余こそ、この不死の者たちを操あやつり、余を裏うら切ぎりし地上の世界にやがては出ていくべきだと……」

　ファラータが身ぶるいした。アルハジは一心不ふ乱らんに聞き入っている。その目が、王を見つめているのか、〈冠〉を見つめているのか、よくわからない。

「わかりました。して、われわれはいかがなるのでしょうか？」

　リコルは、告げられる言葉をなんとなく予よ測そくできたが、話の都合上きいてみた。

「なにも難むずかしいことではない。おまえたちも、わが軍ぐん勢ぜいとして、余の配下となればよい。幸い、われらの力も、ここでそれなりに蓄たくわえられた。不死なる者の一部は、すでに砂すなの滝たきをも越こえておる。そろそろ打って出て、地上をわれらの正当な支し配はい下かに入れるべき頃ころ合あいかな、とも思うておる」

　その爛らん々らんと光る目を見ていると、この〈死人の王〉が明らかに妄もう想そうに憑つかれているのがわかった。無理もないだろう。数千年も、この地下に閉とじ込こめられていれば、そして、自らの読みが当たっていたのに、思いどおりいかなければ……あるいは、その〈冠〉というのも思い込みなのかもしれなかった。彼の生への執しゆう念ねんが、秘儀書とやらを読ませたのかもしれない。

　だが、確たしかに〈冠〉のきらめきを見ると、それが何かの力を持つようにも思われた。

　そのとき、リコルは考えを中ちゆう断だんされた。隣となりのファラータが身じろぎしたのだ。

「いや……」

　すぐにでも自分の意見を言いかねないファラータの口を、リコルは必死で閉じさせた。気持ちはわかる。だが、露あらわにしてはだめだ。どうせ儀式とやらがありそうだし、機を見て逃にげ出せばいいのだ。

「おお、おまえはなかなかものわかりがよいようだな。頭も回るようだし。できれば、後に余の右みぎ腕うでにでもなってもらえるやもしれぬ。近頃、甦らせた者は、どうも育ちが悪いらしく、愚ぐ鈍どんな者が多くてな」

　そう言って、にやりと笑う。

「もちろん、生者など信用できぬので、いったん死の扉を潜くぐってもらわねばならぬが。おい」

　腕うでを上げる。それが合図だったらしく、衛兵が周囲から向かって来ようとする。

　リコルはしまったと思った。ファラータが早計なのではなかったようだ。若わか者ものが手を離はなすと、女戦士もぱっと立ち上がる。アルハジももちろん、警けい戒かい態たい勢せいに入った。クロックは天てん井じように向かう。

　リコルは躊ちゆう躇ちよしなかった。どう見てもこの集まりは、〈死人の王〉を中心としている。先の話からも、王だけが死人を操っているにちがいない。

　流砂に巻まき込まれて、召しよう喚かん札ふだの大半がなくなっている以上、何かを召喚するよりも、いま力があるうちに王を倒してしまわなければならないだろう。この何十人もいるアンデッドの相手をすれば、三人はそのうち疲つかれきって抵てい抗こうできなくなってしまう。

　若者は腕を上げると、王をかばうように集つどった護ご衛えいの集しゆう団だんを狙ねらった。

〝……亡もう者じやよ、塵ちりと化せ〟

　激はげしい電光が、前に立った三人ほどの衛兵の中心を撃うつ。激しい光の爆ばく発はつに、衛兵たちはふっとばされた。リコルの援えん護ごは、いまや体が自由になったファラータと、得意の投げ綱づなを振ふるうアルハジだった。二人がいれば、こちらはしばらく時間が稼かせげる。

　リコルはある程てい度どの自信をもって、〈死人の王〉に向かった。消滅させてしまえるほどの力はなくとも、自分の魔ま術じゆつで相手を無力化するくらいはできるだろう。

　さっき護衛に向けた指先を、王イルジンに向ける。再ふたたび、激しい光が相手の胸むねを撃った。

「ほう、おまえは魔法の使い手でもあったか。懐なつかしいわ、余の時代には、すばらしき者たちがおったものよ。彼らには及およばぬが、なかなか素そ質しつはある。余の配下としてますます欲ほしゅうなったぞ！」

　激しい爆発は起こらなかった。まるで、炎ほのおが水に撃たれたように、それはイルジンの体に吸すい込まれていった。そして……

〝驚おどろくな。余の力はおまえを上回っておる。少々厄やつ介かいそうなので、余が直ちよく接せつおまえを支配しよう〟

　声は耳から届とどくのではなく、直接脳のうに響ひびいた。それと激しい苦く痛つうが。

「うっ！」

　たまらず、膝ひざを折るリコルをそばに感じて、ファラータが振り返った。彼女はイルジンがリコルに攻こう撃げきをしかけたのを、雰囲気から直接感じとったようだ。

　すぐさま〈死人の王〉に対して、跳ちよう躍やくの姿し勢せいをとる。

「おやおや、いさましいお嬢じようさんだ。しかし、余には、おまえも操るくらいの余よ裕ゆうはあるわ」

　ファラータの脳にも、激しい苦痛が襲う。それは体の痺しびれを伴ともなうもので、金かな縛しばりにあったかのように、この女戦士も膝をついた。

「あと一人か。やれやれ、余がすべてを相手にせずばなるまいか。まあ、これだけ腕の立つ者たちだ。今後は、おまえたちを使えば楽になろう」

〈死人の王〉の凝ぎよう視しは、ちょうどその時、綱で何体かを引きずり倒し、何事かとこちらを向いたアルハジにも据すえられた。

　砂さ漠ばくの男も〈死人の王〉を見つめた。


　だめだ、アルハジ、いくらおまえの術があっても、あいつの目を見たら体が縛られてしまう！



　思わず、リコルはそう叫さけびかけた。

〈死人の王〉と砂漠の男、二人は睨にらみあっていた。しばし沈ちん黙もくが流れる。

「ほう、おまえも何かの術を使うようだな。では、これはどうだ」

　イルジンは口を開くと、瘦やせ衰おとろえた腕を上げた。そばの杖つえを摑つかみ、それでアルハジの胸を狙う。そこから、リコルの指先からとはまたちがう青い光が飛んだ。

　それは激しく砂漠の男の胸を撃ち、じゅうじゅうと音を立てながら燃もえ盛さかる青白い炎ほのおとなった。

　アルハジはすさまじい苦痛の表情を見せていた。

「どうだ、地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれる思いは。いずれそうなる運命だ、少し早めたとて変わりあるまい。早く余の許もとにくだれ。さもないと、その体まで焼きつくされるぞ」

　リコルは必死になって、どうすればイルジンを打ち破やぶれるか考えた。だが、数千年を経ヘ、魔界の力を借りたこの男のパワーはすさまじいものだった。

「ぐわわわわ──」

　絶ぜつ叫きようとともに、砂漠の男の姿が燃え上がった。

「あくまで抵抗するのか。仕方ない、消し炭となって消え去れ──ややっ！」

　炭化する肌はだ、黒ずんだ皮ひ膚ふ、それはぼろぼろになって、いまやはがれ落ち始めていた。だが、本来なら、もう中ちゆう核かくが残っていないそこに、新たに何かが生まれ始めている。

　繭まゆを破って、新たな成体が生まれ出るかのごとく、煙けむりの中に何かがいた。やがて、うっすらと、それが明らかとなり──

「き、貴き様さま、堕だ天てん使し！」

　リコルとファラータは何も言えず、ただ見つめていた。

　美しい姿すがただった。背せからは七色の虹にじのような翼つばさが見え、頭の辺りに、ぼんやりと黄色い光輪が見える。他はほっそりとした人の似姿だった。目は細くて糸のように長く、口くち許もとには酷こく薄はくそうな笑えみが浮うかぶ。しかし、その容よう貌ぼうには、どこかこの世の人ならざる超ちよう越えつした雰ふん囲い気きがあった。
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「そう、われは〈昏くらき夢ゆめ見みる天使〉ジュノー、わけあって、その〈冠かんむり〉を頂いただく」

　名乗った天使は、腕をまっすぐにイルジンに伸のばし、指先を頭に載のる王冠に向けた。

「止やめろ、止めてくれ、これだけは……」

　それまでの威い圧あつ感はどこへやら、必死に冠を押さえるイルジン。だが、彼はあたかも夢む遊ゆう病びように陥おちいったかのように、やがて、それを取ると、アルハジ、いや、いまや〈昏き夢見る天使〉と名乗った存そん在ざいに手渡そうと進みでた。手がぶるぶると震ふるえているのは、体は言うことをきかないが、内心にかろうじてあらがう心が残っているからだろう。

　そして、渡してしまうと、ばたりと倒たおれた。

「かつての王よ、いまこそ安らけく眠ねむるがよいぞ」

　天使は簡かん潔けつに言い残し、翼をはばたかせると、空中に飛び上がった。

「待て──」

「待って！　あなたは何者？　そして、その冠は何？」

　リコルとファラータは同時に呪じゆ博ばくが解とけ、弾はじけるように離れると、宙ちゆう空くうに向かって叫んでいた。天使のそばにいたクロックまで、口をぱくぱくさせている。

「見ての通りだ。われには使命があり、それはこれで果せようというもの。リコルよ、われは汝なんじに会ってから、特別なものを感じた。おまえこそ、わが使命を果すに重要な手がかりかもしれぬと思っていたが、正しかった。この冠に導みちびいてくれたことは感かん謝しやしよう。だが──」

　そして、じろりと睨む。

「今後はこれを忘わすれよ。さもなくば、おまえの人生に影かげがさそう。覚えておけ」

　それだけ告げると、はばたきながら窓まどから去っていった。

「その冠は？」

　必死に叫ぶ召喚術師──

「〈知ち識しきの冠〉と呼よばれしもの。さらば」

　声だけが残った。




　追おうとするクロックをリコルは止めた。とてもいまの彼らの力では、かなうまいとわかったからである。

　それよりも周囲の状じよう況きようが気になった。

　地面に倒れ伏ふしたイルジンには、驚おどろくべき変化が訪おとずれていた。顔がみるみる黒ずんでいこうとしている。そして、イルジンのこの様子に、周囲のアンデッドの軍隊は、もはやぴくりとも動かず、なかには形が崩くずれはじめているものすらあった。

「た、頼たのむ……」

　かつての王は、苦しい息の下から告げた。

「余よを隣となりの部屋にある棺ひつぎに収おさめてくれ……もはや、余の体はもたぬ。あとしばらくで、塵ちりと化してしまうことくらいはわかる……余をせめて棺に」

　リコルは躊ちゆう躇ちよした。力ある亡もう者じやの中には安置の場を得て、再ふたたび力ある存そん在ざいとして復ふつ活かつしてくるものもいる、と述のべた魔術の書もある。イルジンがそうでないといえようか？

「どうして棺に入りたいのです？」

　悩なやむリコルを尻しり目めに、これまでおぞけをふるうばかりだったファラータが語りかけた。

「余は妃きさきに悪いことをした。妃は秘ひ儀ぎ書しよを使うことに反対した。自然の理ことわりに逆さからってはいけない、ここで死ぬのが定めであるなら、仕方ないと……せめて、最期くらい、妃と並んでいたい……」

　ファラータはうなずいた。死してなお生きるという不自然なものにはぞっとする彼女だが、傷きずついたり、死んで行くものを看かん護ごするのは慣なれていた。彼女には、そうした噓うそ偽いつわりは見み抜ぬけるのだ。

「リコル、運んであげましょ。この人の言ってることは噓ではないわ」

「わかった」

　もはや羽根のように軽くなった体を抱かかえて、隣の部屋に移うつるのは造ぞう作さなかった。

　そこには、棺がいくつか安置されていた。小さいものは、この王の家族なのだろう。ひときわ立りつ派ぱな棺の横に、同じくらい優ゆう美びなものがある。それが妃の棺なのは明らかだった。

　二人は王の棺を開け、そこを整せい頓とんしてから、イルジンの体を横たえた。もうその体は黒ずんで、いまにもぼろぼろに崩れそうだ。ここに収めても、形の上だけになるだろうが、王たるもの、そうした儀礼こそが必要なのだろう。

「感謝する、リコル、それにファラータ、と申す者たち。礼と言ってはなんだが、リコル、そなたに余の王国に伝わる秘儀書を贈おくろう。

　余は、こうした秘儀にはそれほど通じておらなかった。おまえが使えば、使い道もあろう。もちろん、秘儀たる故ゆえ、みだりには用いられぬ。心して使われよ。

　では、さらばじゃ……閉とじてくれ」

　こうして、古代の王は再ふたたび封ふうじられる身となった。

　辺りは沈ちん黙もくがおりている。死者を操っていた王が去ったいま、彼らの兵もみな崩ほう壊かいし去ったのだろう。

　ただ、リコルの心の中には、一つの思いが渦うず巻まいていた。

〈この世の王となりえなかったもの〉に恩おん恵けいとして賜たまわりしもの──それは、この秘儀書にちがいない。

　調べると、指し示じされたとおり、王の棺のそばの机つくえに、それらしいものは載のっていた。

　思ったよりも大きいし、とてもいまの時代の書物と呼べるものではない。ざらざらした葉のようなクリーム色の紙が何枚まいか綴とじてあり、表紙をつけたもので、中には見たこともない古代の文字が記しるされている。

「こんなの読めないよな、クロック」

　リコルは肩かたに止まっているフクロウに囁ささやいた。

〝まあね、おいらの知識にはあるかもしれないから、読むだけならできるかもしれない。でも、おいらにはそれを唱えたり、それをもとに魔ま法ほうを使う力があるわけじゃないから。一つ、方法はあるけどな──〟

「ふーん、どんな方法だい？」

〝おいらを召しよう喚かんして、その目を通してリコルが読むのさ。それなら、ひょっとして──〟

「だめよ」

　そのとき、ファラータが口を出した。おそらく、リコルのいつものひとりごとめいたクロックとの会話で推すい測そくがついたのだろう。不ふ審しんげな顔のリコルに女戦士は語った。

「リコルはこれを読みたいんでしょ？　わたしは悪いことが起こるような気がするわ。あの王にも起こったし。もちろん、あの天使についての手がかりがあるかもしれないし、リコルがときどき夢ゆめでうなされていることに関係するかもしれない。でも、たとえあなたの母さんの手がかりになったとしても、どうもこうしたものに頼たよると、リコルが危き険けんな気がして……」

　考えすぎだよ、ファラータ、と若わか者ものは告げた。

　しかし、それが図星であることも事実だった。おそらく、これに接せつすることは、オティスらのいる異い界かい、いや、魔界と呼ぶべき世界への扉とびらを開くことになるのだろう。それにはリコルも不安だった。だが、その一方で、燃もえるような知ち識しき欲よくが湧わき立ってきたのも事実である。母の手がかりもあるが、もとより魔術を志こころざす者にとって、古代の魔術書、秘儀書というものの価か値ちは何ものにも代えがたい。

　それが身を滅ほろぼすこともある──だが、一方でそれは本望にも近いのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ファラータ、きみはアンデッドのことで神しん経けい質しつになってるんだ。ぼくにまかせてくれれば」

　もう一度、念を押おす。

「でも、わたしはリコルのことが心配で」

　その目に宿った愛あい情じようを見て、そのときリコルは、そこにあるのがこれまでうとましく思ってきた保ほ護ご愛あいだけではないのを感じた。

　思わず、相手を抱だきしめながら、リコルはこう言わざるを得なかった。

「大丈夫だ、すぐにやめるから。それはクロックにもわかってるさ。だから、一人にしてほしい」

　そして、それが噓であることも、リコルにはわかっていた。




「じゃあな、クロック。はじめるから、ぼくがおかしくなったら、すぐにつついてくれよ」

　冗じよう談だんめかして言ったものの、リコルの心しん臓ぞうは早はや鐘がねをうっていた。どんなことが書いてあるんだろう。

〝じゃあ、おいらを早く召喚しなよ。あ～あ、知ち恵え者クロック様が人間に頭を乗っ取られるのか、参ったね〟

　リコルは召喚札を投げた。




　盟メイ約ヤクニヨリテ　ワレ召喚ス

　知恵ノ守リ手タル　翼ツバサモツ小サキモノヨ

　ワレニ従シタガイテ　知識ヲ授サズケヨ[image: ][image: ][image: ][image: ]……




　すぐにクロックの頭に入っていくことができた。

　リコルは驚おどろいた。もちろん、人間ではない異い質しつな脳のうに不思議な感じがしたが、それよりもクロックのすばらしい知識にだ。リコルもかなり勉強していたが、少なくとも知識量では賢けん者じやカリスタナスの第一の弟子を自じ認にんするクロックにはとてもかなわない。

　その目を通して、秘ひ儀ぎ書しよの表紙を見つめる。そこには〝魔ま界かいへの扉〟とはっきり題してあった。

　表紙を繰くり、言葉を追う。だが、意外にも内ない容ようは、それほどすごいものではない。

　魔界や異界についての説明や知識──それなりに正しく、そこに至いたる手順が、リコルにも理解できる形で載のっている。

　そのうち、リコルにとっては見み逃のがせない文字が目に入った。

　オ…テ…ィ…ス…

　それは魔界の神々の名が並ぶ中にあった。

　これは読みたい。

　あわててページを繰ったものの、そこに書かれている説明は、噂うわさや伝でん承しようの域いきを出ず、リコルがこれまでに会ったあの魔神の印象を伝えるものではなかった。

　それでも最後の辺りに、この魔神を呼び出す言葉というのが載っており、そこだけは妙みように生々しかった。

　これは、こう読むのだな──思わず、それをつぶやいてしまう。

　特に何かが起こったような気はしなかった。

　他のページも読みながら、ふと、リコルは疑ぎ問もんに思った。これらをちゃんと読めば、イルジンはもっと高い魔術の知識を手に入れられたはずなのに。

〝それがやつの力の限げん界かいだったのだ〟

　どこからか、声がした。

「誰だれだ」

〝ようやく、余よと接せつ触しよくできることになったな、リコルよ〟

　突とつ然ぜん、リコルの眼がん前ぜん、秘儀書の上に、魔神の首だけの姿すがたが現あらわれた。

　それはこれまでのように、夢ゆめで見るようなぼんやりとしたものではなかった。

　かといって、エルフの森での遭そう遇ぐうのように、圧あつ倒とう的な迫はく力りよくで存そん在ざいしているのでもない。書物のページから小さな首が浮うき出て、しゃべりかけてくる。

　召喚術師はぎくりとしたが、これまでに比くらべると魔神は妙に饒じよう舌ぜつだった。

〝魔法の心得のないあの王には、この書を使いこなす力がなかった。彼はあの冠かんむりによって、ようやくそうした知識を得たのだ〟

「あの冠は何なんだ？」

〝〈知識の冠〉という言葉でわかるだろう。かぶった者に、望みとなる知識を授さずけてくれる。魔界にもいろいろある。イルジンはただ、死んだ者に還かえってきてほしいとだけ願った。ゆえにこの書で、不死の亡もう者じやどもの魔界と接触した〟

「では、冠を奪うばった〈昏くらき夢見る天使〉というのは？　何の目的で？」

〝それは言えぬ。ただ伝えたいのは、魔界にもさまざまな者がいる。そして、お互たがいに牽けん制せいしあってもいる。〈昏き夢見る天使〉は、権勢を得るためにあの〈冠〉を利用し、それは六門の世界にも少なからぬ影えい響きようを与あたえるということだ〟

「それで、ぼくに何を。そんな魔界のいざこざには興きよう味みがない」

〝余がおまえに興味をいだいたのは、そうしたことにおまえが関かかわっていくのが見えるからだ。魔の刻こく印いんがあるのはわかったが、それだけではない。おまえは、六門の世界と魔界に起こる出来事の重要な鍵かぎともなりかねぬ〟

「そんな、あんたに操あやつられるのはいやだ」

〝操りなどしない……余はそんなつまらぬことはせぬ。ただ、言っておくが、おまえは母親のことが気がかりなのだろう。しかし、それはおそらくあの〈昏き夢見る天使〉とも関係するぞ〟

　母親と聞いて、リコルはどきっとした。オティスは以前、母親のことは知らないと告げていた。なら、どうして……。

　リコルはここでオティスに、ここまでばらばらに得ている知識を、改めて尋たずねてみた。母親のこと、カース・エレメンタルのこと、ガスパーニュのこと、あのソラステルで鉄てつ巨きよ兵へいに襲おそわれたときに現われたゴーストのこと──これらすべてのつながりについてだ。

　オティスはこれまでのように謎なぞめかさず、淡たん々たんと答えた。

　母親やガスパーニュについては、わかっていない。カース・エレメンタルとブレイゾンについては、魔界で勢せい力りよくのある魔神に仕えている存在であり、その力関係を明すことはできない。おそらく、ゴーストであるブレイゾンが守しゆ護ご霊れいめいたことをしたのは、何かリコルとガスパーニュの謎にからんでいるからだ、とも……。

　魔神は最後に告げた。

〝余はおまえをどうこうしたくて現われたのではない。ただ、興味を持ったにすぎぬ。余の力をどう考えるかは自由だが、ただ、他の魔の者に操られるのも不興だろう。余の力を少しでも知りたくば、この秘儀書にそれを移うつしおこう。おまえが余に感かん謝しやするのであれば、それが力となろう。どうとるかは、おまえの自由だ〟

　そう告げると、にやにやした歯を見せながら、魔神は去った。

　リコルは呆ぼう然ぜんとした思いにとらわれた。いったい、オティスは何が言いたかったのだうう。しかし、そのとき、魔のものは滅めつ多たに真実を述のべず、暗あん示じに止とどめることが多いという伝承を思い出した。きっと、オティスはリコルに何かをさせたいのだが、それを公には伝えられないのだ。

　ふと、秘儀書に目がいく。

　驚くべきことに、そこにはこれまで載ってはいなかった〈真の名〉や魔術がいくつか書き留めてある。まさか、これは──

「うわっ!!」

　焦あせって目を通そうとした瞬しゆん間かん、はじけとぶような火花が視し界かいを覆おおった。何事、と思うと同時に、クロックとの接触が途と絶だえていた。

　扉とびらを開けてファラータが飛び込こんでくる。入らないようにと言っておいたのだが、心配で扉の陰かげから覗のぞいていたのだ。

〝ホーホー、危き険けんなことをしちゃいけないな。こいつはいざというときのために、おいらが保ほ管かんしておこう〟

　フクロウはそう言うと、何とかくちばしで秘儀書を閉とじた。ファラータもそれがどういう意味なのかを察したのだろう。うんうんとうなずいている。

　リコルはお預あずけをくらった犬のように、一瞬むっとしたが、それでもようやくこれで一いち座ざに戻もどれるのかと思うとほっとした。

　召喚術に余よ裕ゆうがないいま、魔法で浮ういて行かねばならぬのかと思うと、少々げんなりはしたが……。







　第二章　リュイエンの街







「すごいなあ、あれが噂うわさに聞く、空に浮かぶ街ね」

　ラクダに揺ゆられながら、ファラータがうっとりしたように言う。

　周囲は相変わらず生命いのちに乏とぼしいカラマン砂さ漠ばくだったが、いまは砂すなの山というより、荒あれた地が延えん々えんと続く半砂漠になっていた。

　遠くの空に、ぼんやりと白いものが見える。なにやら町まち並なみのようでもあるが、それは全体が底辺の広い逆ぎやく三角形のようでもあった。

「ちがう、ちがう、蜃しん気き楼ろうだよ」

　リコルが読んでいた書物から目を上げて、ファラータに告げた。

「リュイエンの街じゃないな。あんなに大きくはないから。もうひとつ向こうの、クシュナだろう。でも、あれが見えるということは、リュイエンには近い」

「な～んだ、蜃気楼か。じゃあ、空に浮いてるって街は？」

「ああ、タージケントね。もっと北東の方さ。そっちまで行くかどうかは、まだわかんないよ。サザンの方へ行くかもしれないし」

　答えながら、ちらちらと脇わきの書物に視し線せんを戻もどす。

「サザンか。そう言えば、ガスパーニュって人、どうなったんでしょうね。あなたのお兄さんだったっけ？」

「いや、シャルダンによれば、ぼくより後に生まれたから、弟になるらしいけど……でも、あいつだとしたら、年上に見えたんだけどな」

「人ちがい？」

「かもしれない。どちらにしても、リュイエンに行ったら、母さんの手がかりと一いつ緒しよにわかるかもしれない」

　確たしかに、ガスパーニュのことはあまり気にしていなかった。そういえば、いま頃ごろ、彼はどうしているんだろう。ファラータも懸け念ねんは同じようだった。

「あの人、自分の恋こい人びとを追って、サザンへ向かったわよね。うまくいってるかしら」

　女武ぶ闘とう家かは遠くを見る目になった。ガスパーニュとは、いちど見まみえて戦った。腕うでが立つのはすぐにわかったが、それと同時に、彼には憎にく々にくしい敵てきというのではなく、どこか人を魅ひきつけるところがあった。リコルとも似にているが、微び妙みようにちがう。水と油というより、火と風とでも言ったらいいか──

「腹違いの兄弟だから、似てるけどちがうのね」

「えっ？　何て言った？」

「あっ、いいの、いいの。さらわれた好きな人を追っかけていくなんて格かつ好こういいな、と思っただけ。ところで」

　さらりと話題を変える。本当は、そちらが気になったのだ。

「何、読んでたの。あんなおもしろいものが見えるのに。まさか、あの秘ひ儀ぎ書しよとかじゃないでしょうね」

　ファラータの目つきが急にこわくなった。

「い、いや、ちがうよ。あれはこの中。だいたい、読むのにクロックも要いるから、そんなことをしようとしても、止められるに決まってるじゃないか」

　あわててとりつくろうリコルを見て、どうもクサいと感じたファラータだが、それ以上突っ込むのはやめにした。

　あの流砂の事じ件けんがあってから、女戦士はこの召しよう喚かん術じゆつ師しが、これまで以上に気になりだしていた。彼女はオティスを以前にも目もく撃げきしていたが、今回、リコルがそいつをこそこそと召喚するのを見て、なにか良くないことがあるのでは、と肌はだで感じていたのだ。

　もっとも、そこに普ふ通つうの予感とか、危き険けんだからとかだけではない気持ちが含ふくまれていたのも確たしかである。

　この感かん情じようは何だろう？

　保ほ護ご愛あいめいたものだけではなく、もっと気にかかる。なにか大事なものを人に取られるのではないかという感覚。嫉しつ妬とというのもおかしい。相手が女であれば、ファラータもそうした気分には見当がついただろう。

　そうではなく、リコルの興きよう味みの対象が、これまでとはちょっとずれてきているように感じたのだ。

　純じゆん粋すいな魔ま術じゆつ、召喚術への興味から、何か力、支し配はいめいたものへ、こだわりが変化した？

　あの魔物が原げん因いん？　それともお母さんのこと？

　まっ、いいじゃない、あんな妙な本が気になるなんて、わたしの方がおかしいのよ。リコルはこれまでも、魔法についてはずっとこうだったんだもの。いまさら急に変わるわけでもなし、気にしないでいよう。クロック、しっかり見み張はっててよね。

　女戦士は頭からそうした思いを締しめ出して、まだ見ぬ、砂漠の終しゆう端たんの街に思いを巡めぐらせようとした。

　そうしたファラータを敏びん感かんに感じながら、リコルは追つい及きゆうの手が緩ゆるんだことにほっとしていた。

　噓うそをついていたからだ。

　秘儀書については、こっそり勉強していた。もちろん、直ちよく接せつ見ようとするのではない。そのままでは古代カルツーム文字など読めもしないので、それに関する知ち識しきを得ようとしていたのである。クロックの頭をのぞいたときに、それに近い東方文字ならなんとかわかりそうな気がした。そこで、まずそれを覚えて、そこから見よう見まねで読み解とければと、研究を続けていたのである。ひょっとしたら、リュイエンに着いて、それらしい古代語の書物があれば、簡かん単たんに読み解けそうな気もする。

　クロックは、リコルには理り解かいできないだろうとたかをくくっていたせいか、秘儀書をたまにひもといても気にはしていなかった。

　ファラータ、ごめんよ、と内心思いながら、リコルは自分の知識欲よくを止めることができなかったのだ。

　それに、必要になるかもしれない。あの〈昏くらき夢ゆめ見る天使〉とは、またどこかで出会いそうな気がする。そうしたとき、オティスによる魔界の力の助けでもなければ、とても対等には向きあえそうもない。

　なにしろ、相手は堕だ天てん使し、アルハジのような姿すがたに変身していて見み抜ぬけないこともあろうし、人を夢見に誘さそうその力は〈死人の王〉でもかなわぬくらいなのだ。まだまだどんな力を持っているか知れないし、それに彼が何を目的としているのかもわからない。

　しかし、それはある意味弁べん解かいであり、リコルが心の奥おくで求めているのは、防ぼう御ぎよに名を借かりて、やはり魔界の力を読み解きたい願望なのはまちがいなかった。

　もちろん一方で、母親を探さがす当面の目標も大切だ。

　ま、暇ひまつぶしとでも考えといてよ、ファラータ……。

　あくまで自分をごまかしていると、そのとき、食事を告げる火ひ吹ふき男の陽気な呼び声が、荷車の方から聞こえてきた。




「そうか、リュイエンでお別れなのか。わしとしては、タージケント、いやクシュナまでは来てくれるのかと思っていたが……まあ、あんなことがあったのだから、仕方ないか」

　座長のリロイは、心底残念そうにリコルとファラータを見つめた。

　そろそろリュイエンに着こうかという頃ころである。みなも長旅の後に、ようやく砂さ漠ばくとおさらばできるのかと、気分がはなやいでいる。

　リコルたちは、あの出来事は出来事として真相を伏ふせておいた。アルハジは流りゆう砂さにのみこまれた、リコルもさらわれかけたが、なんとかファラータとクロック、それに魔法のおかげで九死に一生を得たと、報ほう告こくしたのである。

　その後、一いち座ざの何人かが、流砂のあった地点まで確かく認にんに出かけた。そして、おそるべき砂の流れを見て、何度もうなずいたのだった。

　リコルはあのゴモリーという怪かい物ぶつの痕こん跡せきでもないかと探したが、もうラクダ一匹ぴきとて見つからなかった。

　一行はアルハジを残念には思ったようだが、もとより人と距きよ離りをとるタイプの男だっただけに、いつしか全員の記き憶おくも薄うすれていったと言うべきだろう。

　それでも、大きな事件であっただけに、座長はリコルが離はなれたがっているのも当然と自分を納なつ得とくさせているようだ。

「いえ、あの事件は残念でしたが、元々われわれはリュイエンでちょっと用がありましたから。どのくらいかかるかわからないので、待ってもらっていても、ご迷めい惑わくになりますし」

「不幸なことはあったけど、楽しかったのは本当です。残念ですわ」

　ファラータの言葉は本ほん音ねだった。

　一座のメンバーとはすぐに打ち解けあえたし、このような行方ゆくえ定めぬ気楽な暮くらしに彼女はこだわりがない。娯ご楽らくに飢うえた地方の人たちは、彼らのキャラバンを素す直なおに楽しんでくれ、いつも歓かん迎げいしてくれた。

　もちろん、砂漠での砂すな嵐あらしなど天候の恐おそろしさや、生活に不便なことはいくつもあった。だが、サザンやソブリニでの生活に比くらべると、大都市よりも、こうした自然と向きあっているのが、ファラータにとってはずっと自分の生活信しん条じようにあっているような気がしたのである。

　こちらの方が生き生きできる。

　無心教は厳げん格かくな宗しゆう教きようとはいえず、彼女は自分流にそれを理解したつもりでいたが、その考えにも合うような気がした。

　もっとも、それは一時の雇やとわれものとして無む責せき任にんな気楽さがあったからかもしれない。

　リコルにしても、この楽しい一座のメンバーと別れるのはちょっぴり残念だった。

「そう言ってもらえるのはありがたい。では、リュイエンでお別れということだが、最後にあそこでのニコラス家のパーティには出てくれ。いや、演だしものはあるが、余よ興きようみたいなもので、パーティを楽しんでもらえばいいんだから」

「あら、今年もまた、あそこなの。あなたも好きねえ。あそこの女主人は艶つやっぽいものねえ」

　例によって、刺青いれずみ女のマギーから半分からかいの言葉がはいる。仕事だよ、仕事、とむっとしたように言うリロイだが、リコルたちはこのやりとりにももう慣なれてきたので、聞き流していた。

「ところで、リュイエンはどんな街なんです？」

　リコルは、これまで自分の目的と関係したことにはあまり触ふれなかったので、これを機会ときいてみる。

「ああ風の街ウインデイシテイというのがいちばんぴったりかな。この辺りまで来るとどこもそうだが、年中、東から強い風が吹いとる。ところが、山脈の加か減げんか、風向きが微び妙みように変わってな。リュイエンもそうした特とく徴ちようをうまく利用しとる」

「ちょっと変わった街だよ、行ってみたらわかるけど」

　マギーは、相変わらず謎なぞめかした言い方をした。

　なんだろうと思いながら、リコルはそこで母親の手がかりが少しでも残っていれば、とかすかな希望にすがる自分を感じていた。




　リュイエンの街が近くに見えた。

　たしかに妙だ、とリコルは思った。

　街自体は、壁かべをめぐらした、よく見かけるタイプである。この辺りになると、さすがに砂漠や荒あれ地は消え、西には緑なす豊ゆたかな草原地帯が広がっている。そして、東には峨が々がたる山並みが。

　街は上から見ると、涙るい滴てきの形をしていた。壁が街全体を囲っており、それは山から激はげしく吹いてくる東風の方向に、先せん端たん部がとがった形でせりあがっている。壁はそこから南北に円形になだらかな傾けい斜しやを見せ、まるく弧こを描えがいていく。それは西で円として閉とじ、ちょうど涙なみだのような形になるのだ。

　ファラータは、先がとがって高く、後ろが丸い帽ぼう子しを思い浮うかべた。そうしたものをかぶった人たちに砂漠で会ったが、おそらくリュイエンに関係した連中なのだろう。

　こうすることで、風は渦うずを巻まくように緩ゆるまり、街中にそれほど影響がない。いかにも東の地に来たのだなあ、という実感が二人には湧わいてきた。

　しかし、それよりびっくりする光景も待っていた。

「リコル、何よ、これ？」

「お祭りでもあるのかなあ」

　壁をくぐり、にぎやかな市いちが立っている広場に出た途と端たん、二人はあっけにとられた。

　お面、いや、仮か面めんと呼ぶべきだろう。

　そうしたものを着けた人が多いのだ。仮面にはいろんな色合いがあり、また、形もさまざまだが（なかには鼻の辺りを中心に、八方に放ほう射しや状じように伸のびているものもある）、比ひ較かく的多いのは、白くて、目のところだけ開いた無む表ひよう情じようなものだ。

　もちろん、それを着けていない者もいる。ポケット族やエルフ族など人間以外の者たちは、普ふ段だんと変わらない。それでも、行きかう人の半数くらいの者が仮面をかぶっているとなると、異様な光景に見えてしまう。

「お祭りだったらわかるけど、そんな浮かれた雰ふん囲い気きじゃないしねえ」

　ファラータが応こたえる。そのとき──

「あら、お二人さんはここが初めてなのね。そんなぽかんとした顔をしてたら、おのぼりさんだとひと目でわかっちゃうわよ」

　ラクダを並ならべてきたエマがほがらかに言う。彼女の明るさは火吹き男のケリーと好一対ついで、ファラータとはよく気があった。

「あの仮面は？」

　リコルが口を出す。

「この街の習わしだよ。わたしもよく知らないんだけど、地位の高い連中になればなるほど、ああしたものを着けたがるって。こっちは気持ち悪いんだけど、まあ、風よけくらいにはなるみたいだね、ははは」

「そうか、途中で通ってきたオアシスの女なんかも、布ぬの切きれで顔を覆おおったりしてたもんな。あの一種と考えたら」

「ちがうわよ、リコル。ああした女が顔を隠かくすのは、人目につかないようにでしょ。仮面だと目立つし、そのくせ表情が読めないじゃないの。何か、いやらしいわ」

　ファラータはあまり気にいらない様子だ。

「どっちだって同じだろ」思いつきを否ひ定ていされた若わか者ものは、むきになって言った。

「まあまあ、お二人さん、仲のいいことで。こんなの、慣なれたらなんでもないさ。それより、ここの珍めずらしい市バザールへ連れてったげるよ、ファラータ。すごくいい装そう飾しよく品ひんがあるからさ」

「えっ、ホント？」

「ああ、こっちも商あきないしてるから、交こう換かんで安く買えるいいとこあるんだ。そうだね、あんたならぴったりの猫ねこ目め石いしなんかどうだい。欲ほしいって言ってたろ」

「いいわあ、それ！　連れてって」

「リコル、あんたも来るかい？」

　リコルはなんとなくファラータをエマに取られたような気がしたが、思い直して首を振ふった。

「いや、やらないといけないことがあるから」

「おやおや、つれないことで。そんなことしてると、綺き麗れいな娘むすめを逃にがしちゃうよ」

　余よ計けいなお世話だと、頰ほおを膨ふくらませるリコル。

　宿に到とう着ちやく後、二人はすぐに出かけようとした。クロックまで行こうとしたのには、リコルも驚おどろいた。ふん、どこにでも行ってりゃいいさ、と思った若者だが、ふと思い直した。エマはよく街のことを知っていそうだ。もう一いつ緒しよにいるのも長くないのだから、できるだけ教えておいてもらってもいいだろう。

　そこで、宿で自分に必要な場所の住所を聞いてから、あたふたと出てくる。

「やっぱり、付いて行ってもいいかな」

「あら、心変わり？」

「いや、母さんの手がかりを聞くつもりの家の方向が近いから……」

「はいはい、お相手ならいつでもするわよ」

　エマの声。クロックも、うんうん素直になれよな、というようにうなずいていた。




「いいわあ、新しい街ってほんとにのびのびするもんね」

「でしょー。こんな楽しみもあるから、やってられるのよね」

　女たち二人は、ずんずんと先を進んでいく。その後から、ラクダに荷を積んだリコルがクロックを肩かたに乗せてとぼとぼと歩いていた。まるで、そう、女たち二人の従じゆう者しやみたいな感もある。

　もっとも、若者はそんなことを気にはせず、周囲をこれ幸いと観察していた。

　朝着いたので、時じ刻こくはまだ昼前、行きかう人の足も軽やかだ。

　仮か面めんを着けた人の姿すがたには、最初、かなりの違い和わ感を持ったものの、たしかに慣れるとそう気にならなくなってきた。種類もよく見ると、形だけでなく、さまざまなタイプがある。お面のように顔全体に張はり付いているものもあれば、上半分だけとか、目のところだけといったように、スタイルがあるのだ。中には、すっぽり全部頭を覆おおっているものもあるぞ、とよく見たら、騎き士しの一体型兜かぶとだったりしたので、思わず自分で笑ってしまうこともあった。

　別に、これを着ちやく脱だつするのも勝手らしい。お茶を飲んでいる場所では、ほとんどの者が仮面を取って、親しい人たちと語らっていた。その姿を目にすると、リュイエン人といっても、他となんら変わりがない。

　これは一種の風俗モードや流行フアツシヨンとみなすべきなのだろう。

　そんなことを考えているうちに、市バザールの門を一行はくぐった。

「へ～、すごいわね」

「まだまだ、ここは入り口よ。奥おくはもっと広いんだから」

　市は、大バザールというにふさわしかった。天てん井じようが付いているのでちょっと陰かげるが、それに負けない派は手でな色で、両りよう脇わきにずらっと店が並ぶ。そして、入り口の大道から脇道が縦じゆう横おうに走っていて、迷い込こんだら出られそうもなかった。

　エマによると、入り口の門は八ヵ所。それぞれ得意とする区画があって、彼らが入ったのは乾かん物ぶつ関係の区画らしい。香こう料りようや、お茶、乾かん燥そう食料などがところ狭せましと並べてある。

「おい、兄ちゃん、この薬を使ってみな。元気がばりばりに湧わいてくるぜ」

「あなた、南の人ね。これおいしい、ありがと」

「ほら、安いよ、安いよ」

　売り子はみな強ごう引いんだ。さまざまな言葉で呼びかける。品物はどれも、ふと足を止めて話を聞いてみたいくらいに、興きよう味み深く、そして、見た目は安かった。

　愛あい想そもよく、楽しい連中だ。

　中には、交こう渉しよう方法を実地に教えてくれる者もいた。リコルは、双そう方ほうが片かた足あしを出しあわせて踏ふん張ばり、かけ声と共に、値ね切ぎりあいをする──もちろん、双方とも損そんは出すまいと必死だ。びびって足を引いたら負け──という貴き重ちような体験をした。顔を真っ赤にして言い値を叫さけぶ。周りでは、おもしろい見世物だと言わんばかりに、多くの人が立ち止まって見ていた。

　なんとなく、若者は楽しくなっていた。

「そうか、兄ちゃん、負けたよ。その値ね段だんでいい」

「ほんとかい？」

「ああ、あんたの値段のつけかたはなかなかいい。そら、三つまとめてだから、安くしてやらあ、もってけ」

「サンキュー」

　リコルは嬉うれしげに、その薬草の束を三つ受け取った。

　これで貴重な魔ま法ほうの触しよく媒ばいが作れる。

　調子に乗ったリコルはついさまざまな店に釣つられて、立ち止まりだした。エマは呆あきれ顔で、リコルの袖そでを引っ張った。

「ほらほら、リコル、いつまでたっても進めないよ。そんなに立ち止まってちゃ」

「いやあ、買い物がこんなにおもしろいとは思わなかったよ。さっきのは半値以下だよ、半値以下」

「あ～あ、慣れないのはこれだから。じゃあ、いいこと教えて上げる。こっちだよ」

　エマはずんずんと、ある小道に若者を引っ張っていった。

　しばらく、通りの店を見ていた召しよう喚かん術じゆつ師しは──

　突とつ然ぜん叫び出した。

「げ～、さっきの店、あれだけ値切って、ただみたいだと思ってたら、こっちの方が安いじゃないか!!」

「あ、ほんとだ、ばかねえ」

　ファラータが吹ふき出しそうになって、自分の口を押おさえる。

「だから、素人しろうとさんは困こまるのよ。入り口辺りでがんばるから、そういうことになるの、ここはエマねえさんにまかせなさい」

　フクロウがぎゃーぎゃー鳴いているのは笑っているのだろうか、リコルは腹はら立だち紛まぎれに考えていた。

〝まあまあ、おもしろい交渉の仕方を教えてもらったんだから、授じゆ業ぎよう料りようと考えなよ〟

　クロックはぱちくりとしながら、思考を伝えてきた。

　一行はバザールの中心へと進んでいった。

　エマは南の方から、香辛料や衣料、装そう飾しよく品ひんなどをかなり運んできていた。

　とある店に入ると、そこの主人と親しげに話し込んでいる。しばらくすると、双方満面の笑みで別れの挨あい拶さつをする。思いどおり交渉が成立したらしい。

　かなりの現金が手に入った模も様ようだ。

　そうなると、今度は女じよ性せい陣じんの攻こう撃げきとなった。

　これまでおとなしかったファラータだが、装飾品や衣服の区画になると、つぎつぎと立ち止まって、エマと品定めに熱中している。

　リコルはそれほど関心がなかったのと、先ほどの経けい験けんで憮ぶ然ぜんとしたので、ここはあっさりと模も様よう眺ながめに徹てつしていた。それでも、女性たちの目のつけかたの鋭するどさや、たしかにエマの知ち識しきのおかげか、そうした店の価か格かくが安いのは実感としてわかった。

「クロック、やっぱり買い物はぼくの得意技わざじゃないみたいだ」

　フクロウもまったく同意すると言わんばかりに、首を縦たてに振ふるばかりだ。

　懐ふところも豊ゆたかだし、さすがに充じゆう分ぶん見て回って満足したのか、やがて一行は帰り道を進んだ。

　とある角で、袖そでを引く者がいる。

「旦だん那な、あっ、お嬢じようさん方、いいものがありますぜ」

　こうした客引きはこれまでにもたくさんいたし、エマはそそくさと通り過すぎようとする。だが、ファラータは何か目についたのか、店に入って行った。

「ここはよした方がいい区画なんだけど……」

　リコルはエマのつぶやきをちらっと耳にはさんだので、警けい戒かいしながらファラータに続いた。

　特に何ということはない毛皮屋だ。

「へえ～、すごい、立りつ派ぱなブーツ。きっといい牛なんでしょうね」

「いや、これは馬です。しかも、このあたりにゃない皮ですぜ。なんせ、ひと馬のだから」

「こっちの裏うら張ばりはりっぱな羽根だわね」

　リコルはエマが渋しぶい顔をしたのに気がついた。

「おや、目が高い。そりゃ、鳥女の羽根だからね。おっと、外で洩もらしてもらっちゃ、困りますぜ。お嬢さんなら、わかってもらえると思ったんだ。鳥びとのやつだってあるんですぜ、こいつはなかなか手に入らないけど」

「ふーん、ひと馬とか鳥女とか、珍めずらしいのがいるのね」

　リコルはピンと来た。やばい、これは密みつ猟りようされたやつだ。たぶん、ひと馬というのはケンタウロスで、鳥女はハーピ……

　しばらくすると、声が響ひびいた。説明を聞いていたファラータからだ。

「えっ、ケンタウロスやハーピィですって。その皮を剝はいでるの!!」

　相手の男はびっくりしている。

「ちょ、ちょっと、声が高い。えっ、あんた、なんか因いん縁ねんでもつけたいのかい。おれはそんなこと言ってないぜ、ひと馬っていうケンタによく似にた皮が──」

「うそでしょっ、あんた密猟屋ね！」

「よせ、ファラータ、出るんだ」

　リコルは急いで、ファラータの手をつかんで引っ張ぱった。男が奥おくに合図をしたのがわかったからだ。誰だれか出てきそうな音がする。なおも、抵てい抗こうしようとしたファラータだが、エマとリコルが強ごう引いんに両側から抱かかえ出したので、仕方なくそれにしたがった。

　一行は脱だつ兎とのごとく道を走った。

　後には、ちぇっ、客をまちがえたぜ、という顔つきの男と柄がらの悪そうなその取り巻まきが残されていた。




「残念ながら、ご主人は今日の夜、お帰りになります。お伝えしておきますので、明日にでもまた」

　ここは市バザールから、少し離はなれた川向こうの地区だ。にぎやかなバザールも川を越こえたとたん閑かん静せいな屋や敷しきの並ならぶ土地柄になっているので、リコルはちょっと意外だった。どうやら、リュイエンは市を除のぞけば、さして特とく徴ちようのない街なのだろう。砂さ漠ばくの端はしに位置することから、交こう易えきだけは盛さかんだが、特に目立つ産業もないようだ。ちょっと山の方に行くと、温おん泉せんの湧わく保ほ養よう地ちもあると聞いたが、それもたいしたものではないらしい。

　リコルは先ほどから、この屋敷に住まうポッペン伯はくに会わせてもらおうとしていた。ソラステルで将しよう軍ぐんジャルダンから、わかる範はん囲いで母の消息は聞いていた。サザンのマロリング家とここのポッペン家が親しかったことから、母のエリーナは若わかい頃ころ、この伯はく爵しやくの世話になっていたらしいこと。そこの家庭教きよう師しになついていたので、あるいは彼女に会いに行ったかもしれぬ、と教えられたのだ。

　そしてジャルダンに紹しよう介かい状じようを書いてもらい、ここまで来たのだが……。

「そうですか、それは残念です。ところで、家庭教師だったヴェルナさんはまだおられますか？」

　ここが大事なところだ。貴き族ぞくには会えても、使用人となるとどうだろうか。

「ああ、おられますよ。今日はどうだかしらないが」

　よかった……リコルの胸むねに、一つの希望が大きく膨ふくらんだ。いますぐにでも会いたかったが、あまりこだわるのもおかしいだろう。

「明日、できれば伯爵とヴェルナさんにもお会いしたいので、そうお伝え願います。では、よろしく」

　少しほっとした気持ちを胸に、若者は踵きびすを返した。

「なんだ、リコル、会えなかったの」

「うん、まあいいよ、明日会えそうだから」

「ねえねえ、リコル、ポッペン伯爵って言ってたけど」

　エマが問いかけた。

「うん、なんだい」

「今日の夜のパーティに来るよ。いつもわたしたちの芸を楽しんでるんだから」

「なんだって？　どうしてそれを早く言ってくれなかったんだ」

「だって、あんた、そんなこと言わなかったじゃない」

　無む駄だ足あしを踏ふんだか、という思いより、運がめぐってきたんじゃないか──そうした思いでリコルはますます足がはずんだ。

「それにしても、さっきの市の男、ひどい奴やつだわねえ」

「まあ、バザールにはそういうのがつきものだから。それより、ファラータ、あんたの買った腕うで輪わ見せてよ」

「ああ、これ？　いいでしょ、安かったんだあ──」

　女たちは、リコルの気持ちより買い物の方が大切そうだった。




　その夜のニコラス家のパーティで、リコルは猛もう獣じゆう使いというよりも、召しよう喚かん術じゆつ師しとして演えん技ぎした。慣なれてくると〝猛獣使い〟の方が楽だったが、ポッペン伯の手前、ただの芸人と思われると話してもらいにくいかも、と感じたからである。

　ニコラス家はリュイエンでも大きな商取引を行なっており、豪ごう商しようと言えないまでも、街の貴族や有力者と強いつながりがあり、座長リロイのお得意様でもあった。

「へえ、馬子にも衣い裳しようとはこのことか」

　バザールで買ってきた異い国こく風ふうのドレスに着き替がえたファラータに、リコルは目を丸くしていた。さっきまで軽けい快かいに、火の輪と組み合わせて軽かる業わざを見せていた彼女とは、別人のようなしとやかさを漂ただよわせている。

　一いち応おう、この街にあわせて、目のところだけ仮か面めんもつけている。リコルはなんだか仮面舞ぶ踏とう会かいのような気がしたが、いまではそれほど気にならなくなっていた。

「あら、リコルさんもなかなかですわよ」

　自分の仮面に手を当て、口をすぼめて言うファラータ。リコルの方もそれなりに整えているが、従じゆう来らいの魔ま術じゆつ師しめいた服ふく装そうからいうと、取ってつけたような燕えん尾び服ふくスタイルだ。まして、それに仮面となると……つい、顔が赤らむ。

「ほらほらリコルたち、ニコラスさんがお誉ほめだ」

　リロイがいかにもの太った豪商を連れてくる。

「おお、あなたはすばらしい。あの妖よう精せいたちの召喚はどこで覚えなすった──あっ、いやいや、魔術の技をお持ちの方に、そういうことを聞くのは失礼か」

　汗あせをかきかきしゃべる姿すがたは、いかにも交こう易えきでのしあがった風ふ情ぜいがそのままにじみ出ていた。男は続けた。

「いや、リロイの一いち座ざは、この街でも評ひよう判ばんでな。それというのも、毎回おもしろい演だしものがあるからじゃ。今回の主役はあんたらじゃよ。以前の眠ねむりの術もすごかったが……あの、なんとかいう男」

　ぎくっとした表ひよう情じようがリロイに走るが、リコルはあわてて取り繕つくろった。ここには、賛さん辞じばかりを聞きに来たんじゃない。しばらく聞き流してから、若者は告げた。

「あの、さしでがましいかもしれませんが、ポッペン伯はく爵しやくにもお目通りを願えませんか？　有名な方とお聞きしたので」

「おお、伯爵か。わかったわかった」

　リコルはニコラスに手を引かれて、伯爵に引きあわされた。かなり年配の、老ろう齢れいに近い男だ。顔は白い能面のような仮面に隠かくされているが、見事な白しら髪がや肌はだの皺しわから年齢は察せられた。考えてみれば、リコルの母はもう四十前後だろうから、その母の小さい頃ころを知っているというからには七十を超こえているだろう。
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　どうやら彼は執しつ事じから、リコルの訪ほう問もんを聞いていたらしい。リコルがジャルダンの紹介状を見せ、母を探さがしていると聞くと、懐なつかしそうな表情となった。

「そうか、君の母上はエリーナだったか。可愛かわいいおちびちゃんとして、わが屋や敷しきにしばらく滞たい在ざいしておった。それはそれは可愛らしい方じゃったよ」

「やはり母をご存ぞんじだったのですね。どんな感じでしたか」

「まあ、わたしは公こう務むが忙いそがしくあまり相手をしてあげられんかったからな。彼女のことは、このヴェルナがいちばん知ってるじゃろう」

　そのとき、伯爵の陰かげから、一人の女じよ性せいが進み出た。母親の家庭教きよう師しをしていたという女性だ。年の頃は、伯爵にも近いだろう。こちらも白髪の上品な婦人だった。色のついた眼鏡めがねをかけている。

「あなたがヴェルナさんですか。お願いがあります、ぼくは小さい頃別れた自分の母親のことが知りたいんです。教えてください」

　堰せきを切ったように言葉が流れ出す。パーティのマナーとしては、特に貴き族ぞくが面前にいるのに、それを無む視しするかのような態たい度どは、恥はずかしいものだったかもしれない。でも、そんなことはもうリコルの頭になかった。

　ヴェルナはじっと前の若者を見つめていた。そして、口を開いた。

「たしかに、あなたにはエリーナの面おも影かげがあるわ。でも、わたしはあなたのことは何も知らなかった……そう、エリーナはあなたのことを話したくなかったのね……わかったわ、伯爵、申し訳ありませんが、この方と少し席を外させていただきたいのですが」

　ああ、かまわんよ、と鷹おう揚ようにうなずく貴族。ほっとしながらも、リコルは背せ筋すじにぞくぞくしたものを感じていた。ヴェルナが自分を連れて、館のベランダに連れていくのも唐とう突とつだったが、それよりも〝あなたのことを話したくなかった〟というひとりごとめいた言葉を聞いたからだ。


　ということは──ぼくが生まれてからも、母に会ってるんだ！



　外気はひんやりとしていた。灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくを通った後では、肌寒く感じる。いや、砂漠は夜になると、かなり冷え込こむのだ。

「あなたは母に会ったんですね？　いや、つまり、小さい頃だけでなく、ぼくが生まれてからも──」

　相手が何も言わずに、ベランダの椅い子すにかけたまま見つめるので、待ちきれずリコルは声が大きくなった。この人は、そのことで何か告げたいことがあるのだろうか。

「ええ、会いましたよ。あまり、言いたくないことですが……」

「で、母はそれからどうなったのですか？　教えてください!!」

　息せききって聞きだそうとするリコルに、落ち着きを与あたえるように、ヴェルナは小卓こじよくのグラスを取って勧すすめた。

　やっとリコルも気がついた。気がせきすぎている。もう少し落ち着こう。

　飲み物は気分を和やわらげてくれた。

「あなたは何も知らないのね。母様がサザンを出てからは？」

　リコルは自分の知っているだけのことを、ここで話した。母親と別れた父に育てられ、そこから旅立ってきたこと。母が出しゆつ奔ぽんし、どうやらマロリング家にも追われて、自分の弟と思えるガスパーニュを連れ、このリュイエンに来たらしいこと。そこからの足取りはぷっつりと途と絶だえ、ガスパーニュによると西のウォーレスで死んだのではないか、ということ。ただし、ガスパーニュについては、本当に腹はら違ちがいの弟なのか、本当に母親がエリーナなのかはわからない、ことなどを。

　ヴェルナは黙だまって聞いていた。

「ということなのです。ですから、もし母がヴェルナさんに会っていれば、大事なことが確かく認にんできるんです。ぼくにはなぜか、母がまだ生きているような気がして」

「なるほど、わかりました。でも、不思議な気がします。わたしはあの方を小さいときに、ほんとに可愛く思っていろいろ教えました。その後、幸せになったと聞いて安心していたのです。それから、不幸なことも聞き、大だい丈じよう夫ぶかと思っていたら、ある夜……」

「母が来たんですね」

「ええ、やつれていて、最初は別人かとも思いました。わたしは伯爵家にはまだ仕えていましたが、さいわい住じゆう居きよは別でした。それで、伯爵には秘ひ密みつにしました。このことは言っていません。そして、しばらくエリーナの面めん倒どうを見てやりました」

「ガスパーニュは？」

「そう、彼女は小さな子こ供どもを連れていました。その姿すがたが余よ計けいに不ふ憫びんで──」

「名前は？」

「ガスって呼よんでいました。ガスパーニュですね」

　リコルは、瞬しゆん間かんおし黙だまった。

　母のその後も聞きたい気持ちで一いつ杯ぱいだったが、ガスパーニュのことが事実とわかったいま、先を聞くのも怖こわかった。

　そうか、あいつはやっぱりぼくの弟だったんだ。

　彼との出会い、ピラミッドの迷めい宮きゆうでほんの短い間だったけれども、彼とはどこかでつながっているような直感があった。

　腹違いとはいえ、弟はどうしているのだろう。こうなるとサザンでの彼の安あん否ぴがかなり気になりだしたが、どうしようもない。

　直ちよく接せつの母の手がかりを知るヴェルナに、リコルは集中した。

「よほど辛つらい思いをしたんでしょうね、サザンで。エリーナの幸せそうな顔は戻もどりませんでした。それでも、この地でしばらくは暮くらしていたんですが」

「ひょっとして、ウォーレスの方に？」

「ええ、ただ、これはわたしが悪かったのかもしれません。ここでわたしが占せん星せい術じゆつ師しを紹しよう介かいして上げると、妙みように熱中して、ある日わたしに、どうしても会いたい人ができたのでそちらに向かうと言って……行ってしまったのです」

「会いたい人？」

「ええ、何でもその占星術師の先生のような方で、すごい人なので、自分の人生もすべて変わるかもしれないと言い張はって……かなり頑かたくなになっていましたから、わたしには止められませんでした」

　申し訳わけなさそうに、頭を下げる老婦人を見て、若者はあわててとりなした。

　しかし、リコルはここまで聞いて、かなりの衝しよう撃げきを受けていた。

　ガスパーニュはやはり弟だった。

　そして、その弟の言うことが正しければ、母はガスパーニュが小さい頃ころ、ウォーレスで死んでしまったのだ。ここまで必死にか細い糸をたどってきたのに……。

　残された頼たのみの綱つなは、あの気を失ったときの夢ゆめだ。

　母が魔ま物ものに変わり、オティスに変わっていった。あのときの母は、助けを待っていた、どこかに囚とらわれて。

　──でも、そんなものが信じられるのか、夢の出来事なんて。ぼくの心の希望が、そうした幻まぼろしを紡つむぎ上げているだけじゃないのか。

「そのウォーレスの先生のことは何か言ってましたか？」

　ヴェルナの瞳ひとみがあらぬ方を見るように遠くなった。

「十年以上も昔のことですからね。あ、そうそう、たしか〝サンジェリコとかいう人と並ならび称しようされるくらいの〟とか……だめです、思い出せません」

「サンジェリコ師！」

　リコルは愕がく然ぜんとした。サンジェリコには、かつてウォーレスで世話になった。母は最後にウォーレスに住んでいたのだ。きっとサンジェリコ師なら、その占星術の大家くらい、あのときたちどころに教えてくれただろう。

　何ということだ。ぐるっと長い旅をしつつ、無む駄だ足あしを踏ふんでたのか……。

〝そういうもんだよ〟

　フクロウが木の上から、そっと慰なぐさめの気持ちを送ってきてくれた。




「そうなんですか、大変ですね」

　その頃、ファラータはリュイエンの街の名士たちと語らっていた。

「ええ、わたしの知りあいも従じゆう者しやの子供をさらわれたと言ってたわ。ちょっと外で遊ばせてたら、突とつ然ぜん空から舞まい降おりてきて、あっというまだったそうよ」

「それより、ケンタウロスの方がひどいらしいぞ。このところ、商人が遅おくれがちなのは、やつらが襲おそうからだって聞いた」

「いやですわ、〝ひと馬〟とは協定があったんじゃないんですの。どうしてそういうことをするのかしら」

　大おお仰ぎように口に手を当てるご婦人たち。ファラータにしてみると、自分の冒ぼう険けんなど語ったら、この人たちは卒そつ倒とうしてしまうんじゃないかと滑こつ稽けいだったが、街にずっと住んでいると安心感に慣なれてしまうのだろう。

　主な噂うわさは、ケンタウロスやハーピィ、バードマンに関するものだった。東のこの地ち域いきでは、風が強く、森や草原地帯が広がることから、そうした環かん境きように適てき応おうした人型生物が多いのだが、中でも人との混こん血けつに見えるタイプが多い。例えば、オークというのは豚ぶたを連想させたりするけれども、それは雰ふん囲い気きがそうなのであって、実じつ際さいに豚とヒトが混まじった感じはない。ところが、ケンタウロスなどは、まさしくヒトと馬の合体に見えるのだ。

　なぜかというのは昔から謎なぞとされてきたのだが、いずれにせよヒトと〝近くて遠い〟故ゆえに、彼らとは争いになりやすかった。かと言って、知ち能のうも高いので、簡かん単たんに相手を滅ほろぼしてしまうこともできない。

　幾いく度どとなく、双そう方ほうには縄なわ張ばり決めめいた協定が結ばれてきた。

　ところが昨今、その彼らが狂きよう暴ぼう化かしたり、リュイエン近辺で人をさらうという事じ態たいが瀕ひん発ぱつしているようなのだ。

「空からって、天使みたいなものもいるんですか」

「あら、そんなのは聞いてないわ」

　女武ぶ闘とう家かは、ひょっとして〈昏くらき夢ゆめ見みる天使〉でもからんでいるのかと、そちらに話題を振ふったのだが、まったく反はん応のうはなかった。

　もっとも、そのせいで会話はだんだん大げさにもなってきた。ファラータの話を受け、リロイがサービス精せい神しんからか、砂漠での変わった生き物の話をしはじめたからだ。

　トカゲ人間やワニ人間、アリ人間。そのうち──

「そういえば、熊くまのような人間も見たとかいうぞ」

「あら、馬や鳥でなく、熊ですの。どうなっているのかしら」

　熊人間と聞いて、ファラータの頭には、ベナウスの姿すがたが思い浮うかんだ。サザンで別れて以来、闘とう技ぎ場じようでちらっと見かけてから、彼の行方ゆくえは杳ようとして知れない。

　その噂をもっと詳くわしく聞こうとしたとき、大おお柄がらな男が話に割わり込んできた。

「だから諸しよ君くん、リュイエンもおとなしくしているのではなく、やつらを討うたねばならんのだ。馬ごときに何を恐おそれておる」

　騎き士しだというその男は、いかにも無む神しん経けいそうな雰囲気を漂ただよわせていた。好戦的な意見をどこの集まりでも吐はき回って、敬けい遠えんされ気味なのである。ところが、そういう手合いに限かぎって鈍どん感かんで、ますます図に乗り、いろんな会話に割り込んでくる。ファラータも酔よいが回っている相手の臭くさい息には閉へい口こうした。

「あんなやつらと協定などあるものか。みな殺しにしてしまえばいいのだ」

「そうは言っても、リュイエンは文化の中心ですから……そんな酷むごいこと……」

　よせばいいのに、応こたえる者もいる。男は調子に乗った。

「酷い？　馬や鳥を喰くうのが、酷いのかね？」

「いや、そんな。ただ、ごたごたがあるとリュイエンの市民も……まあ、騎士様のような方がいれば大丈夫でしょうが」

「当たり前だ。だいたい、連中のことは、馬や鳥と思えばいいのだ。顔は人間のようでも、それはまやかしで──あんなものは、殺して皮でも剝はいで、首をさらしておけば、恐おそれておとなしくなるわ」

　身振り手振りに必死で、顔まで赤い。

「それはないでしょ！」

　放ほうっておけばいいのに、ファラータは昼間の市を思い出し、つい強い調子で反はん論ろんした。

　これは男のプライドをいたく傷きずつけたらしい。明らかに、獲え物ものを見つけたと思って、喧けん嘩かごしになってくる。

「何を芸人ごときが。われわれがおらねば、貴き様さまらなど存そん在ざいもできんのに」

　さすがに、ファラータは頭にきた。

「芸人って、すごく意味があると思うわ。それより、何よ、あんたこそ、人殺しをなりわいにしている卑いやしい人種じゃないの」

「何だと!!」

　騎士は脅おどすように腕うでを上げる。

「おっと、立回りは止やめてね。これはパーティよ。なんなら、力比くらべでもいいわよ」

　ファラータは腕をまくった。別に力こぶが自じ慢まんなわけではない。すらっとした美しい腕だ。男は必死に自分を抑おさえたものの、このままでは面メン子ツが立たないので勝負を受けることになった。

　おもしろい見世物だと、たちまち周りに人ひと垣がきができはじめる。

　テーブルに腕が載のせられ、合図があった途と端たん──

　勝負はあっけなくついた。

　男が頭から力を入れはじめたのを、女武闘家はうまく手首をねじってしのぐ。と、息をつくのが聞こえた途端、猛もう烈れつな勢いきおいで、ファラータの手首が返された。男はたまらず、ひっくり返る。

　周囲がどっと沸わく。

「貴様、卑ひ怯きような技わざを……」

「まだそんなことを言ってるの、こてんぱんにしてあげましょうか？」

　後ろからぐいと手を引かれた。リコルだった。何よ、これはわたしのことなんだから、放っておいてよ、と言わんばかりに振り返った女武闘家だが、リコルの顔つきを見て急に冷静になった。

　若わか者ものの顔には、これまで見たこともない落らく胆たんが浮うかんでいたからだ。

　ふと、何があったか想そう像ぞうできたファラータは、その場を二人で離はなれた。もっとも、言葉はかけなかったが──慰なぐさめるのは、後の方がいいだろう。

　さすがに、にぎやかだったパーティも終わりに近づいてきたようだ。帰りはじめる客も目につきはじめる。

「そろそろお別れですね。それじゃ」

　リコルとファラータが一いち座ざのメンバーに挨あい拶さつをしていたときだった。

「ねえねえ、この人がお話があるんだって」

　エマが火ひ吹ふき男のケリーと一いつ緒しよに、一人の男を伴ともなってきた。気の弱そうな小男だが、彼も商人だという。

「この人、さっきのリコルの召しよう喚かんの技や、ファラータの腕相撲ずもうを見て、お仕事を依い頼らいしたいらしいの。たいしたことじゃないみたいだから、よかったらどう？」

　エマは男を振ふり返った。男はおどおどしている。

「初めまして。わたしは酒商人のラルフというんですが、ちょっと街外れのケンタウロスのところで酒を売買してるんです。何、たいした距きよ離りじゃないし、これまではケンタウロスはいい奴やつで、問題はありませんでした。ところが、ここで聞くと、最近はなにやら不ふ穏おんな動きがあったりするとか。少し不安になりましてね。で、あなたがたのような方にもし護ご衛えいしていただけるなら、と思いまして。聞けば、ここでリロイさんとは別れるとか」

　ファラータはリコルを見た。彼女としては、特に当てもないので異い存ぞんはない。ただ、リコルが暗い顔つきだったので、どうするのか反はん応のうを待ちたかったのだ。

　リコルはちょっと迷まよった。結局、ウォーレスに行かねばならないとわかったが、これまでの熱に浮かされたような気分は消えていた。ここは気持ちも整理したいので、少しくらいの仕事なら受けてもかまわないだろう。

「そんなに買いかぶってもらっても困こまるんですが、護衛だけということなら……」

「あっ、決まりね。じゃあ、後はわたしたちと騒さわぎましょ。これでお別れなんだから」

　エマとケリーはリコルたちの手を引いて、そそくさと会場から出て行った。




　翌よく日じつ──

　リコルたちは、商人のラルフと一緒に目指す地点のそばまでたどり着いていた。

　たしかに、それほどの距離ではない。

　リュイエンの街を出ると、西はすぐに草原地帯となって、小高い丘や森が点在している。風は強いものの、行こう程ていは普ふ通つうの旅路とあまり変わりなく、ラルフが恐れているような、危き険けんな目にもあわなかった。

　時じ刻こくは昼ひる過すぎである。街かい道どうを外れた小道を行き、森が開けた先の草原地帯。そろそろケンタウロスたちの縄なわ張ばりだ、とラルフが警けい告こくした矢先だった。彼らの姿すがたが見えたのだ。

　ケンタウロスは人と馬とが合体したものと聞いてはいても、いざ目にすると驚おどろきが襲おそってくる。しかも、それが一頭だけでなく、何十頭も群むれをなしている場合にはなおさらだ。

「おお、草駆かける風のごとき者たちよ、お望みのものを持ってきましたぞ」

　ラルフがロバに酒を積んで引きながら森もり陰かげから現あらわれると、彼らは手に手に武ぶ器きを抱かかえて集まりはじめた。

　最初は余よ裕ゆうをもって、それを眺ながめていた酒商人だが、しばらくすると様子が変だと気づいたようだ。ひと馬が武器を下ろさず詰つめ寄よってくるのを見て、一緒にいたリコルとファラータの肩かたをぎゅっとつかむ。

「おかしい、普ふ段だんはこんなにはいないのに。それに険けん悪あくだ。警けい戒かいしてください」

　驚いた後は、じっとケンタウロスを観察していたリコルだが、ラルフの面おも持もちに袖そでの中の召喚札に手を伸のばした。

　先頭の相手が言う。

「二本足の友よ、残念だが、そのそばにいるのは何者か。折りしも、そなたらはわれらに、戦いくさめいた挑ちよう発はつを仕し掛かけていると聞く。その者たちが安全と思えるまで、その場に止とどまれ」

　そう告げると、ひと馬たちはリコルの周りに方ほう陣じんを敷しき、武器で脅おどかしつつ、二人を検分しようとした。

「やめろ、ぼくたちは、危き難なんがあるかもしれないというので、警護に付いてきただけだ。害は与えない」

　召喚術師は無ぶ礼れいな振ふる舞まいに、少し腹はらが立ったので言ってみた。ファラータも憤ふん然ぜんとした顔つきだ。

「リ、リコルさん、いいです、ここは言うことを聞いてください。こんなに相手がいると、抵てい抗こうしても無む駄だだ。どうしたんだろう」

　かなり脅おびえだしたラルフがそう言うので、リコルはちょっと悩なやんだ。しかし、彼らをいちばんよく知っているのは酒商人だ。若わか者ものは不ふ承しよう不ぶ承しよう従したがうことに決めた。召喚札は袖の中だけではなく、これぞと思うものは服の内側に留とめてある。先の流りゆう砂さの件けんもあって、工く夫ふうしたのだ。これならわかるまい。

　ファラータには雌めすのケンタウロスがちらっと触ふれたが、もとより武器は持っていないので、すぐに離はなれた。一方、リコルは杖つえや召喚札など、一見して魔ま法ほうの道具とわかるものをただちに奪うばわれてしまう。

「あっ、それは──」無駄とわかっていても、抗こう議ぎの言葉が出る。

「安心しろ。取り引きが終われば、すぐに返す」

　隊長めいたケンタウロスがぴしゃりと告げた。仕方なく、一行は武ぶ装そう解かい除じよされたまま、ひと馬の一隊に引き連れられていった。

　少し進むと広大な草原が開けている。中央の岩場のように高くなったところに、ひときわ威い厳げんのあるケンタウロスが腰こしを下ろしていた。

「あれが王様？」

「まあ部族の長おさというか、この一群ぐんを仕切っている〝百戦隊長のドレクスラー〟です。いつもはこんなに集まってないし、粗そ野やではあっても、こんなに険悪ではないのですが」

　ラルフがファラータに説明する。

　一行はさして手間どらずに、そのそばに着いた。

「ご苦労だった、騎き兵へい隊たい長ちよう。さて──」

　前に引き出されたラルフたちに、ケンタウロスの長が語りかける。

「二本足のラルフよ、われはおまえを信用していた。昔、たまたまおまえと出会い、その酒が妙たえなる味がするので、おまえとは密ひそかにわれらの品物を取り引きすることを許ゆるしてやった。ただ、そのとき念を押おしたはずだぞ。われらの集つどいは秘ひ密みつにするようにと。なのに、ましてこの時期に、どうして見知らぬ者たちを連れてきた？」

　ケンタウロスの長は立ち上がると、弓を手に傲ごう然ぜんと胸むねを張はった。たくましい胸むな毛げとその筋きん肉にくは、日ひ頃ごろから鍛きたえ上げていることを如によ実じつに示しめしている。顔の周りには髭ひげが生え、髪は後ろに豊ゆたかに流れており、この人馬がいままさに壮そう年ねんであることを示しめしていた。

　一方、ラルフは小こ柄がらな商人であり、こうした場面では冴さえない。いまもどもりながら、弁べん解かいしている。

「おお、偉い大だいなる風の長よ、秘密をさらす考えなどめっそうもございません。この者たちは護ご衛えいにございます。近頃は仰おおせの通り、街かい道どうを出ますと危き険けんがいろいろとございますので。お目にさわるようでございましたら、すぐ荷車のところへ下がらせますので、お許しください」

　平身低頭、御ご機き嫌げんとりに終始する。

「馬ば鹿か者もの、もう遅おそいわ。われらの集まりを目もく撃げきされてしまったからには。これではおまえたちを帰すわけにもいかぬな」

「そ、そんな──なんでもおっしゃることを聞きますので、ここはお見み逃のがしを……」

　リコルたちは、しばらくこのやりとりを見ていたが、あまりにも商人が卑ひ屈くつなので、少し腹立たしくもあった。前夜のパーティで騎士が鼓こ吹すいした人間中心主義も気分はよくないが、ここでのやりとりも聞き苦しい。

　口を切ろうとした矢先──

「ちょっと待ってください。わたしたちは、この人の言うように、ただの護衛です。別に見たことは誰だれにも告げません。なのに、勝手に拘こう束そくされるのはごめんです」

　リコルが何か言う前に啖たん呵かを切ってしまうのは、いつものファラータらしいが、それを聞いて周囲の人馬はいきりたった。

　なにやら訳わけのわからない言葉でざわついている。言葉がわからなくとも、雰ふん囲い気きがよくないのは明らかだ。

　と、中央のケンタウロスの長がいなないた。いや、言葉だったのかもしれないが、それはいななきにしか聞こえなかった。あとから考えると、どうも笑い──それも嘲あざけりに近いもの──にちがいない。

「護衛？　護衛とな。このちっぽけな二本足の女が、護衛というのか？　それなら、われは神のようなものか？」

　一いつ斉せいにいななきが起こる。どうやら、長のジョークに反はん応のうしたらしい。これから見るにケンタウロスたちは、かなり男だん性せい中心主しゆ義ぎで〝力〟に対する崇すう敬けいの念が高いようだ。

「は、はい、護衛です。わたしが頼たのみました。で、つい、こちらまで連れてきて……」ラルフがあわててとりなす。

「おい、護衛というのは、武ぶ術じゆつの腕うでがすぐれているものを言うんだ。なんなら少し見せてやろうか？　どうせ、こうして近々ありそうな戦いくさのために鍛きたえてるんだから」

　先ほど一行を先せん導どうした人馬がラルフに近づいて、襟えり首くびを摑つかみ、自分の目の前に吊つり上げた。商人は首をすくめたまま震ふるえている。

「おお、それは一いつ興きよう。セギオール、おまえの部隊の技わざを見せてやれ。それから、この者たちも〝護衛〟と言うからには、それなりの腕は持っているだろう。それを見せてみろ。もし認みとめられるようなものでないなら、そのときは覚かく悟ごしておくがいいぞ」

　まわりの人馬が一斉にどよめいた。ケンタウロスは、もとより血気盛さかんと聞いている。こうした腕の比くらべあいは、彼らの気き性しようにもぴったりなのだろう。

　ひと馬たちはただちに散開した。先の騎兵隊長はラルフを下ろすと、商人の肩かたを押して、ある方角に彼を導いて行った。リコルたちもそうされかけたが、二人はわずらわしいのでそれを振ふり払はらい、ただひたすらラルフの後を追った。




　草原はなだらかに起き伏ふくしていて、美しい。普ふ通つうなら野外のピクニックにでも来て心安らぐところだが、そこを人馬一体となったものが、何十頭も移い動どうしていくのは、落ち着かない光景だった。

　やがて、一行は巨きよ大だいな石がいくつも間かん隔かくをおいて立っている場所に着いた。リコルはかつてジオテランの森深く、こうした環かん状じよう列石の立ち並ならぶ草原で、賢けん者じやカリスタナスに出会ったのを思い出した。そのときの思い出深いフクロウはどうしてるのかと、まわりを見上げる。と、草原の木立伝いに飛んでいる影かげがあった。クロックはいつもこうしてリコルやファラータを陰かげから助けようとしているのだ。

「ふふふ、まあ、普ふ段だんは見せぬおれたちの手しゆ練れんの技を見せてやろう。驚おどろいて、腰こしを抜ぬかすなよ」

　一方、隊長格かくと思われるセギオールが自じ慢まんげにうそぶくのを見て、ファラータはなんだか相手がガキ大だい将しようみたいでおかしかった。この手の輩やからは小さいときからよく知ってるし、その処しよし方も心得ている。


　昔もよくゴブリンをいじめていた奴やつがいたっけ……。



　しかし、そうした経けい験けんとこの人馬の性せい格かくがまったく一いつ緒しよかどうかはわからない──その辺りは少し不安だった。

　ケンタウロスたちは石の並びを遠とお巻まきにして、大半が眺ながめている。石は三十メートルくらいの間隔を置いて、一ダースほどが緩ゆるやかな円形をなして立っていた。それぞれは人の背せ丈たけくらいで、そう大きいものではない。ストーンサークルのように密集したものではなく、また、中央に祭さい壇だんめいたものがあるのでもなかった。まん中付近には、一本の木が立っていて、それがむしろ象しよう徴ちようなのだろう。

　リコルや長はその中央付近に、そして、他のケンタウロスたちは、その少し後ろの位置に待機している。

　前方の半円の石の並びに、ケンタウロス数頭が順に何個か、ものを置いていった。おそらく、リンゴのような果か実じつだろう。リコルたちの位置から見ると、存そん在ざいはわかるけれども、大きさはけし粒つぶほどにしか見えない。

「第一部隊、出撃！　まず、縦たて長ながの陣じんだ」

　セギオールが叫さけぶと同時に、四頭が待ってましたとばかりに駆かけ出す。一つながりになった彼らは、石の並びと平行に半円を描えがくように走り、つぎつぎと石の上に並ぶ果実に矢を射いかけていった。走る間隔が見事に一いつ致ちしているなら、その射かけるタイミングも流れるようにスムーズだ。一頭が射かけると、すぐ次が、そして、すぐ次がと連射していく。しかも、それらがすべて、石の上の果実に突つき刺ささっていくのを見ると、いかにケンタウロスが弓の名手か肌はだで感じられた。

「第二部隊！　平行の陣！」

　今度は四頭が併走し、それぞれの石の前で一斉射撃をする。これもほとんど外さない。

　石の後ろには、それぞれケンタウロスが隠かくれていて、果実を置き換かえていた。

　一つの石などそうした果実を縦に四個積み上げてある。これに四本の矢が、一本ずつ刺さるのを見たときには、居並ぶケンタウロスの大たい群ぐんからもどよめきが起こった。

　リコルたちは口をあんぐり開けているも同然だった。実にみごとに統とう率そつされ、それでいて、狙ねらいは正せい確かくそのもの。こうした敵てきを相手にしたなら、普通の軍はひどくてこずるだうう。いや、射撃戦になれば、太た刀ち打うちできるものなどいないのではないだろうか。

　圧あつ巻かんは、その次だった。

「第三部隊、方形の陣！」

　なんだろうと見ていると、四頭が方陣を組んで走り出した。そして、石を前にすると、近い側面の二頭が石に射かける。次に群むれは全速で先頭交こう替たいをしつつ、次の石に先ほど射っていない二頭が射かけた。さらに、全速で前進しながら、先頭交替をして……。

　二列で円のようにぐるぐる回りながら、常つねに片側の二頭が射かけ、その間に反対側の二頭が矢をつがえるのだ。その間も群は先頭交替をしつつ全速で進むので、疲ひ労ろうが平均して少なく、移い動どうが速い。もし、この陣で周囲を取り囲まれて攻撃されたとなると、敵はたまったものではないだろう。

　それに何より、見ていて美しいものだった。四頭がぐるぐると一糸乱みだれず、全速で先頭交替していくのは、まるで舞ぶ踏とうを見ているようでもある。その間に、連続して矢をつがえ、正確に射るわけだから、それはまさに集しゆう団だんの見せる芸げい術じゆつでもあった。

　馬の持つ足と、人間の腕の正確さ。これこそすぐれたものが融ゆう合ごうした魅み力りよくだろう。リコルはサザンなど大都市で、馬や車を競きそわせるレースを見たが、操そう縦じゆう者しやと乗り物の理想の形がケンタウロスには可か能のうなように思われた。

「すごいわねえ、あれだけ自信たっぷりだったのも無理ないわ」

　ファラータは素す直なおなもので、後のことはともかく、相手の見せた技わざを賞しよう賛さんしている。

「なかなかのものだな、セギオール。これなら部隊の指し揮きも安あん泰たいだ。それでは──」

「長おさよ、お待ちください。まだまだ、わたしにもお見せしたい技が」

　そう言うと、騎兵隊長は指を上げて合図した。

　たちまち、ラルフのまわりにケンタウロスが二頭集まり、酒商人に有無を言わせず正面の石のところに引き立てて行った。

　一頭が彼の両手を伸のばさせ、その手の上に果実を一つずつ載せる。それから、頭にも一つ載せた。

「動くと悲ひ惨さんなことになるぞ」

　そう言って、セギオールは横手から弧こを描くように走ると、ラルフめがけて、一いつ矢しを放った。

「ひっ！」

　びくっとした酒商人の片かた手ての果実に矢が刺さり、弾はじけとぶ。

　向きを変えたセギオールは、再ふたたび矢を放つ。

　たまらず顔を横に向けたラルフの片手の果実も弾けとんだ。ケンタウロスたちはやんやの喝かつ采さいだ。

「その実を拾え。次は頭だ」

　顔をそむけた拍ひよう子しにリンゴが落ちている。ラルフはもう耐たえられないというように、ずるずると石を背にしてかがみこんでしまった。

「ひどいわ、それでは弱い者いじめでしょう」

　突とつ然ぜん、ファラータがとびだした。一目散にラルフのところに走って行って、その身をかばうようにする。リコルはそんな無む謀ぼうを止めようと、身を乗り出したが駄だ目めだった。

　まずい、弓で射いかけられたら、いくらファラータだって……。

　召しよう喚かん術じゆつ師しは必死に考えた。武ぶ器きは奪うばわれている。もともとリコルはそうしたものをそんなに使いこなせないが、杖つえがないのにはまいった。

　あれがなければ、使える魔法も限かぎられるし、もし使ったとしても体力をかなり消しよう耗もうしてしまうだろう。かといって、召喚札は──袖そでの隠かくしにある二枚まいだけ。これはよほど呼よび出すものを考えないと……。

　そうした思おも惑わくをよそに、セギオールとファラータは睨にらみあっていた。

「どけ、女。そのままだと、おまえが射うたれることになるぞ。女を射たりはしたくない」

「何よ、無む抵てい抗こうの者を離はなれたところから射つなんて、卑ひ怯きようだわ。男だったら、かかってらっしゃいよ」

「言うか！　なら、覚かく悟ごしろ」

　その態たい度どが、セギオールをいたく刺し激げきしたのだろう。ケンタウロスは弓を投げ捨すてると、手に棍こん棒ぼうのようなものを握にぎって、突とつ進しんしていった。

　よし、これなら大だい丈じよう夫ぶ。リコルは少しほっとしながら、まさかのときのために袖を探さぐった。いまだ召喚するものは決めかねていたのだが──

　それでも、まだファラータの方が不利なのはまちがいない。接せつ近きん戦といっても、ケンタウロスは大柄だし、突進の威い力りよくは大きい。小柄なファラータはどう受けるのか？

　人馬が向かってくると見るや、彼女は石の裏うらに回った。逃にげるのか、卑怯な、とセギオールは石をやりすごして反対側から追い詰つめようとする。

　しかし、そうではなかった。ファラータは助走の距きよ離りを取ったのだ。少し離れたところから石に向かって突進し、飛び上がって、それを蹴ける。反動で宙ちゆう転てんし、まさにいま向かってきたセギオールの背にひらりとまたがったではないか。

「あっ、おまえなにを！」

「ほほほ、人馬さん、こうなったら、あなたもかたなしね」

　そのまま首に抱だきついて頰ほおずりする。ええい、やめろとばかりにセギオールは暴あばれるが、背にまで手は回らず、どうしようもない。

「第一部隊！」

　呼よびかけに応おうじて、さきほどの四頭が弓を手に飛び出したが、跳はね回る相手の背を射つのはさすがにむずかしいとさとったか、手に手に棍棒をもって近寄っていった。

　彼らが近寄るのを見て、攻こう撃げきさせるため、セギオールはおとなしく背を向ける。ファラータはこのタイミングを見計らい、こんどは馬上にさっと立つと、その首を蹴けった。

　たまらず、セギオールがどうっと倒たおれると同時に、ファラータは見事に宙空を回転し、一頭の背に降おり立つ。彼女は、そいつの頭も蹴飛ばして、たちまち失神させてしまった。

　大きなどよめきが周りから起きる。それは信じられないほどの軽かる業わざだった。

　一いつ瞬しゆん、地面に降り立った彼女に、他の三頭は顔を見み交かわした。

　ファラータは走って離れようとしている。

　人馬たちは弓を取ろうかとも考えたようだ。

　しかし、石に到とう達たつするまでには追いつけると思ったか、三頭は棍棒を手に突進しようとした。

　まずい、ファラータは限界だ。守らなければ──リコルはもう決心していた。

　そう、こいつでいい。来てくれればだが……。




　命ノ芽タル　偉イ大ダイナル木ノ精セイヨ

　光ニ目メ覚ザメ、ソノ緑ナス心広ゲヨ

　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……




　小さな声で唱える。袖から投じられた札はそばの小さな木に飛んだ。取り立てて言うことのないしなびた木がその札に触ふれるや、たちまち変わりはじめた。

　枝えだが伸のび、緑なす葉が茂しげりはじめ、幹みきも堂々としはじめる。幹の上に顔が浮うかんだ。

「樹じゆ木もくの精、トレントよ、われとあの娘むすめを守りたまえ」

　リコルが木に近づくと、若わか者ものの姿は目に見えて薄うすまりはじめた。

　まるで、木と同化するように隠れていく。

　それに気づいたケンタウロスたちは落ち着かなげに、ざわつきだした。中には、弓を木に向けようとするものたちもいる。しかし、長おさであるドレクスラーは静かにそれを制せいし、注意をファラータたちに向けさせる。

　ファラータは走っていた。石に近寄りさえすれば、また反動で跳とべるだろう。しかし、そうはさせじと、棍棒を持った三頭が突進してくる。間に合わない。

　あわや、というとき──

　彼女の目前に金色の姿すがたが現あらわれた。

「カラドリウスか!!」

　リコルは小さく驚おどろきの声を上げた。彼はまだ、この鳥を召喚できない。眼がん前ぜんの金色の鳥を呼んだのは、樹木の精トレントの力だったのだ。

　鳥は冠かん毛もうを逆さか立だて、優ゆう雅がに翼つばさをうち振ふって、ファラータのすぐそばに来た。

「サンキュー、リコル」

　女武ぶ闘とう家かは何が起こっているかすぐに察して、その鳥に飛び乗った。間一いつ髪ぱつで、先頭のケンタウロスの棍棒が打ち下ろされる。それはむなしく空を切った。

　いったん鳥は空高く舞まい上あがる。これはだめだと悟さとったケンタウロスたちは弓を放ったが、不思議なことに、それはカラドリウスのそばまで接近すると、目に見えない壁かべに阻はばまれるかのように止まってから、落ちた。

「さあ、反撃よ！」

　今度は急きゆう降こう下かだ。そして、またもファラータは跳んだ。一頭の背に飛び乗る。そして、また頭を蹴ったかと思うと、別のに跳び移うつり……。

　瞬またたく間に、四頭とセギオールは地面にのびてしまった。

　周りで見ていた群むれはあっけに取られていたが、そのうち不ふ穏おんなざわつきが起こりはじめた。弓を手にするものたちもいる。

　しかし、長がそれを制した。

「待て、おまえたち。セギオールは油ゆ断だんしたのかもしれんが、この者たちもなかなかの手て練だれだ。こんな腕うで前まえは久ひさしぶりに見せてもらった。女戦士の身のこなし、そして、それを助ける召しよう喚かん術じゆつ師しか。確たしかに、護ご衛えいとしては一流だ。われは賞しよう賛さんするぞ」

　長のこの言葉を聞けば、群たちも仕方ない。それに、ケンタウロスはプライドも高い代わりに、腕前にも敏びん感かんだ。いまの出来事は、まちがいなく賞賛に値あたいする。

「お誉ほめにあずかり恐きよう縮しゆくします」

　ようやく立ち上がったラルフを肩かたで支ささえてきたファラータと、そのそばに来たリコルは頭を下げた。

「ラルフ、おまえもこんなすばらしい護衛を見つけてくるとは、隅すみにおけんな。今回の件けんはなしにして、宴うたげを張はろう。無む論ろん、ここで見たことは誰だれにもしゃべってもらっては困こまるが」

「も、もちろんでございます。それに、今回は、長の大好物の品もいろいろ持ってきております。お楽しみくださいまし」

　かくして、一行はその後飲めや歌えの宴に突入したのだった……。




「う～い、よかったなあ」

「ほ～んと、あのケンちゃんたちったら、びっくりしてたもんねえ」

「乾かん杯ぱい！」

　杯さかずきにまた神酒が気前よく注がれる。

　ここは草原地帯の東。草原といっても、灌かん木ぼくの茂みや林が散っており、また、ずっと平らではなく、丘や窪くぼ地ちもあった。リコルの育ったジオテランほど森深くはないが、それでも小川が流れ、いかにものどかな地だ。

　彼らはここで野や営えいしていた。

　ケンタウロスとの宴を早々に切り上げ、夕ゆう刻こく、戻もどってきたのである。彼らは気分よく歓かん迎げいしてくれたが、なにぶん人間とは風習がちがう。また、もめることがあったら困るので、それなりに楽しんで、手て際ぎわよく引き取らせてもらったのだ。

　ラルフはかなり疲れたようだった。無理をすれば街まで戻れるだろうが、それでも真夜中をすぎる。ということで、今こん晩ばんはここで泊とまることにしたのだ。

「ああ、わたしは疲つかれたので先に休ませてもらう。それにしても、ご苦労さん、思ったとおりのすばらしい腕だったよ。一時はどうなるかと思ったが」

　彼にとっては、命からがらだっただけに無理もない。

「まっかせてください～、ひと馬なんかに負けられませんから」

　若わか者ものは珍めずらしく饒じよう舌ぜつだ。もうかなり酒が入っている。

「ケンちゃんよ、リコル、ケンちゃんに勝っちゃったあ、それにしても、このお酒おいしい」

「あっ、全部吞のんじゃだめだ。ぼくの分も──」

　二人が飲んでいるのは、交こう易えきで手に入れたケンタウロスの神酒だった。

　ラルフは人間のある種しゆの酒が、ケンタウロスたちには妙たえなる味がするのを発見して、それを種たねに商売していたのだが、逆ぎやくに彼らの酒も、それはそれで人間には絶ぜつ品ぴんと思えるものだった。特に今回のように、ケンタウロスの長おさから〝迷めい惑わくをかけた〟と贈おくられた神酒ともなれば、なおさらである。

　ケンタウロスはよほど二人の技わざが気にいったのか、二つの品を贈ってくれた。一つは傷きずがたちどころに治るという軟なん膏こうであり、もう一つが彼らの〝神酒〟だった。

　もっとも酒は主にラルフに交易の品として贈られたもので、二人はそのお裾すそ分わけにあずかっただけなのだが──それにしても、うまかった。

　ひと口飲んだときから、何ともいえない芳ほう醇じゆんな香かおりが口の中いっぱいに広がる。それはアルコールだけではなく、さまざまな香こう料りよう、花、蜜みつなどが巧たくみにブレンドされたもので、それだけでも気持ちのいいものだった。喉のどを通るときは熱いが、それからしばらくすると世界中が自分にとって都合のいいもののような、幸せな気持ちが心いっぱいに広がっていく。

　麻ま薬やくに似にたものが入っているのかもしれない。あるいは、ケンタウロスにとってはさして効きかなくとも、人間にとっては効こう果か絶ぜつ大だいな何かが。

　いずれにしても、二人はこれまでにないハッピーな気持ちになっていた。

「ほらほらリコル、これは何でしょね～」

　ファラータが酒を奪うばって、それをぐいぐいと飲み、小こ馬ば鹿かにしたように手にしたものを振ふった。

「あっ、そいつはぼくの──」

　何と、大事に収おさめていたあの秘ひ儀ぎ書しよではないか。

「返せ～、それはぼくのだ」

「取れるものなら取ってみなさいよ～」

　ファラータは林に向かって駆かけ出した。とはいっても、足元はそんなに確たしかではない。

　必死に追いかけはじめたリコルの足元は、もっとおぼつかない。

　それでも、数分かけて追いついた若者は、ファラータと重なるように倒たおれた。

　必死に奪うばおうとする若者の手を押おさえるようにして、ふとファラータの手がリコルの首もとに巻まきついた。そのまま、自分の口くち許もとに引き寄せる。

「うっ、ファラータ、何を……」

　素面しらふなら、お互たがい酒さけ臭くさくて、顔をそむけていたかもしれない。しかし、そのときのリコルには、ファラータの匂においがとても気持ちよく思われた。

　そして、それよりも外からならわからない、彼女の肉体の柔やわらかさや、その弾だん力りよく。豊ゆたかな胸むな元もとが自分に押しつけられてくるのを感じる。

　二人は唇くちびるを重ねたまま、しばらくじっとしていた。

　外は皓こう々こうと月の照る夜だ。物音もしない。

　やがて、耐たえられないようにリコルはファラータの体に手を伸のばした。

　こんな気持ちのいい夜だもの。ラルフだってお休みだ。だれも気にしちゃいないさ、ファラータ……。

　リコルは相手の体がはっと硬かたくなるのを感じた。

　しかし、熱ねつ情じように燃もえ上がった若者にとっては、もうどうでもよかった。

「待って、リコル、ちょっと待って！」

　召しよう喚かん術じゆつ師しには最初、それがわざとらしい抵てい抗こうのようにも思えた。焦じらす気かい、ファラータ、そんな手にのるもんか……。

　だが、相手の真しん剣けんなまなざしを見ると、はじらいや誘さそいでないことがすぐにわかった。

「ちがうわ、耳をすませて。あの音──」

　何を言ってるのだろうと思ったリコルだが、耳をそばだてると、確かに聞いたこともない曲が聞こえてくる。

　二人がからみあっているのは、小さな木立のそばの草原だったが、音は木立の向こうから聞こえてくるようだ。

「何だろう？」

　それまでの興こう奮ふんからはっと冷さめたように、リコルは小声と目で合図した。ファラータはもう立ち上がって、体についた草を払っている。

「なんだかわからないけど探さぐってみましょ」

　二人の頭には、さきほどの興奮と若じやつ干かんの酔よいの余よ韻いんが残っていたが、それと同時に、いつもの冒ぼう険けん者しやらしい緊きん張ちようも戻もどってきつつあった。




　林はすぐに切れた。開けた場所がある。

　そこに集つどっていたのは、鳥の翼つばさと足を持ちながら、それ以外は若わかい娘むすめの姿すがたをしている──ハーピィたちだ。

　三羽が輪になって舞まっている。そして、舞いながら、彼女たちは歌っていた。その調べはリズミカルで、二人がこっそり葉は陰かげから眺ながめているうちに、舞まいはどんどん激はげしさを増ましてきた。

　リコルは東の地ち域いきでは、こうしたハーピィやバードマンのような翼ある人間風の種族をよく見かけると聞いていた。どちらも独どく自じの文化を持っているが、あまり人間の世界には顔を突つっ込こんでこないとも。

　それゆえ生せい態たいはあまり知られず、ものの本によれば、〝人をつかまえて頭から喰くってしまう〟〝さらった人と交わり、子し孫そんを残すが、彼らは地じ獄ごくに落ちる〟といった曰いわくありげな伝説を語るものも多かった。

　だが、そこにいるハーピィたちは、そんな恐おそろしげな怪かい物ぶつには見えなかった。一見すると、どれも華きや奢しやな若い娘の体つきにしか見えない。もっとも、見事な羽と、鳥を思わせる爪つめのある足先だけは別だが。容よう貌ぼうも離はなれているのではっきりとは確かめられないが、美しいと言ってよいだろう。

　そして、その声──伝説ではギャーギャーと禿はげ鷹たかのように醜みにくい声だとも言われるが、いま響ひびいてくる歌声はじつに魅み惑わくされるものだった。

　思わず魅きこまれていると、さらに驚おどろくべき光景が展てん開かいされた。

　月が皓々と照る夜空から、何か光りきらめくものが舞い降りてきたのである。

「何、あれ？」

「しっ、あれもハーピィだ。噂うわさに聞く〈月の舞い手ムーンダンサー〉じゃないかな」

　思わず声を上げかけたファラータを制せいしたリコルだが、自分もその美しさにはひきこまれそうになった。

　姿も優ゆう美びなら、顔も美しい。異い国こく風の顔だちが、目の端はしに塗ぬる墨すみのような化け粧しようで一いつ層そうきわだっている。

　しかも全身が月光を浴びて、ぼうっと光る霧きりに包まれているみたいだ。あるいは、さえざえとした銀粉を身にまとっていると言うべきか。

　そして、踊っていた。ハーピィたちの声と輪りん舞ぶにあわせて、それも回りながら踊っている。やがて、地上に降り立った〈月の舞い手ムーンダンサー〉は、他のハーピィたちと代わる代わるパートナーとなって、舞い出した。そのたびに相手も銀粉に包まれていく。

　全体が一つにまとまったようなその渦うずに、われ知らず、リコルたちも吸すい寄せられていった。舞の醸かもし出す雰ふん囲い気きか、それとも、まだ酔いの余よ韻いんが引き出している幻げん想そうなのか、いずれにせよ、われを忘れてしまうものにちがいなかった。

〝リコル、気をつけろ！〟

　頭に響く声。リコルははっとした。

　ファラータががばっと立ち上がって、その輪に加わるかのように、歩き出したからである。

　声と踊りが止まる。一いつ瞬しゆん、凍こおりついたような静けさがあった。

「ほう、舞に客人か……」

〈月の舞い手ムーンダンサー〉が腕うでを上げる。

「ファラータ、どくんだ」

　危あぶないと見て、リコルも立ち上がって袖そでを探さぐった。しかし、まだ酔いが残っているのか、手先がおぼつかない。

　二人を見てもハーピィたちはあわてなかった。〈月の舞い手ムーンダンサー〉のそばにいたハーピィの一羽が翼をうち振る。

「魔ま法ほうか！　そ、そんなもの……」

　しかし、リコルの体は言うことを聞かなかった。

　若者はまどろみに落ちていった。かろうじて意い識しきのあるうちに聞いた言葉は思いもかけないものだった。

「おやおや、これから計画を実行しようと〝月下の鼓こ舞ぶ〟を行なったのに、準じゆん備びをするまでもなく網あみにかかってきた者たちがいたとはね……」

　実際に聞いたのかどうかはわからない。

　もはやリコルに意識はなかった。

　ファラータは、催さい眠みん術じゆつにかかったようにそこに立ち尽つくすだけだった。







　第三章　鳥女ハーピイと鳥人バードマン







「さあ、着いたよ。ふんじばっておおき！」

　どさっと固い地面におかれ、それでなくとも朦もう朧ろうとしていた意識を、またなくしそうになる。リコルはなんとか気を失わないようにした。

　二人は空を運ばれてきたのだ。

　前に来たハーピィが一羽、足あし爪づめに縄なわを持ったまま器用に浮かせ、リコルをぐるぐる巻きにして自由を奪うばった。

　ふと横を見ると、ファラータも同じことをされている。抵てい抗こうしないところを見ると、彼女もリコルと同じようにふらふらなのだろう。

　[image: ]……おや、この男、なかなかいける顔してるよ〟

　[image: ]……よしなって、ルルがこっち睨にらんでるから〟

　ハーピィたち三羽は、仕事を済すませるとその場を離れた。向こうで堂々としているのが、ルルと呼ばれる相手だろう。天空から舞まい降おりてきて、鮮あざやかな銀粉に包まれていたハーピィだ。あのときは酒のせいか、はたまた月光の影えい響きようもあってか、神しん秘ぴ的な雰囲気を感じたものだが、いま普ふ通つうにこうして見ても存在感はきわだっている。肌はだに秘ルーン文字のような刺青いれずみをしており、それが美しい皮ひ膚ふの色と対照をなして強い印象を与あたえるのだ。

〝どこへ連れて行きましょう〟

〝そうだな、舞まい姫ひめ様は急いで聞きたいだろうが、とりあえず牢ろうに放り込んでおこう〟

　ふと、どうしてハーピィの言葉がわかるんだろうと思ったリコルだが、ああ、クロックがついてきて、会話を訳やくして頭に伝えてくれてるんだとわかり、ほっとした。ハーピィがしゃべって、ちょっとしてから意味が理り解かいできるからだ。それは、クロックと意い思し疎そ通つうするときによく似にていた。

　辺りを見回すと、岩がん壁ぺきに開いた穴あなから外の空が見え、フクロウはその陰かげに潜ひそんでいるようにも思える。しかし、それ以上内部に侵しん入にゆうするのは、彼には危き険けんかもしれない。

　リコルは急いできいた。

〝クロック、ここはどこだい？〟

　懐なつかしい思考の声が届とどく。

〝街からそう遠くない岩山だ。岩肌にいくつも洞どう窟くつが開いてた。険けわしいから、直ちよく接せつ降りるのは難むずかしいだろうな〟

　フクロウと頭で会話を交かわしていると、そばからたどたどしい人間の言葉で「歩け」と命令された。ハーピィは人間の言葉も話すのだ。

　辺りは岩壁の道で、しばらく行くと牢のようなものがあった。中に押おし込められて錠じようを下ろされる。

　洞窟の一室だったが、そこには敷しき物ものが敷しかれ、住まうのに苦く痛つうというほどではなかった。

「ハーピィって、意外に文化的なのね」

「おやおや、〝人間だけが知ち能のうがあるって威い張ばるんじゃないわよ〟なんて、騎き士しに啖たん呵かを切ってた人のセリフとは思えないな」

　縛しばられている不自由さへの憤いきどおりで、つい辛しん辣らつになるリコルに、ファラータはむきになった。

「つまらないこと言わないで。それより、ここどこなの？」

「クロックによると、どこかの高い岩山の洞窟らしい。そう言えば、ハーピィは人里離れて、そういうところに集しゆう団だんで巣を作るって、聞いた」

「つまり、空でも飛べない限かぎり逃にげられないのね。リコル、あなた召しよう喚かんは──」

「ああ、例によって、袖そでに一枚まい隠かくしてるけどね。だけど、ぼくの魔ま法ほうは、杖つえとかがないからかなり体力を消しよう耗もうするだろうし。キャンプに置いてきたからなあ。必死に空を飛んでも、あいつらにならすぐ追いつかれるだろう」

「じゃあ、しばらくは様子を見てないとだめみたいね。あ～あ、お酒なんか飲むんじゃなかった」

　リコルもラルフはどうしてるんだろうな、と思いながら、後こう悔かいのほぞをかんだ。多くの召喚札も杖も全部荷車の中だ。

　そのとき、牢の扉とびらが音を立てて開いた。

　娘むすめが入ってきた。

　その姿すがたを見たとき、リコルはちょっと違い和わ感を感じた。黒くろ髪かみのおとなしそうな顔をしている。すらりとした姿し態たいで、人間なら美少女といってよいだろう。しかし、人間ではない。ハーピィのように立りつ派ぱな翼つばさを持ち、足は鳥の足だ。

　手に持っているのは盆ぼんだろう。二人分の食事が並ならんでいる。

　ん、手がある？

　ファラータが驚いたように言った。

「この娘、ハーピィじゃない、バードマンだわ！」

　一瞬、とまどったリコルだが、合点がいった。

　なるほどバードマンか。たしかに、ハーピィには腕うでがないが、この娘にはある。しかし、それ以外はハーピィにそっくりだ。

　でも──と若わか者ものは思った。どうして、ハーピィの巣にバードマンが？

　もとよりこの二種族は、翼があるといっても縄なわ張ばりを異ことにする。似たようなものだといえばそれまでだが、行動形態や住んでいるところは明らかにちがうのだ。

「わたしは捕ほ虜りよなのです」

　応こたえると、サラと名乗った娘は盆を置いた。そして、縄をほどいてくれる。リコルたちの武ぶ装そうは解かい除じよしたし、高い岩山なので、面めん倒どうは起こさないとでも思っているのだろうか。

　たしかにそうだろう。ここで娘を人ひと質じちにとっても、ハーピィたちからすれば、そんな者の命はどうだっていいはずだ。

「捕虜って、バードマンとハーピィが戦ったの？」

　ファラータも娘の立場に同情したのかもしれない。親身になって話しかけた。

「ええ、もともとそんなに仲はよくなかったんですが、お互たがい生活様式がちがうので、このところ目立っては争ってなかったんです。ところが最近、バードマンやハーピィが何者かに襲おそわれることがあって、それぞれ相手がやったと言い出して……」

「そう言えば、バードマンは森で、ハーピィは岩山に住むことが多いって聞くからなあ」

　リコルは知ったかぶりをする。
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「ちょっと前に、ハーピィたちが襲ってきて、そのとき、はぐれたわたしは捕つかまったんです。はじめは、おまえたちが襲ってきたんだろうって尋じん問もんされました。そうでないことがわかると、捕虜にされて、こうした役目をやらされています」

　娘は目を伏ふせた。

「でも、わたしたちならともかく、あなた、飛べるんでしょ？　逃にげられないの」

　ファラータの疑ぎ問もんに、娘は悲しそうな顔をした。

「捕虜は逃げないように、翼の腱けんを切られるんです。飛べないように。ああ、わたしはもうバードマンに戻もどれない」

　その顔はとても悲ひ痛つうだった。白い細ほそ面おもてに眉まゆ根ねが寄せられる様は、見ていて哀あわれを誘さそう。翼が微び妙みように震ふるえているのは、悲しみをこらえているのだろう。

「ひどいわ、そんなことするなんて──どこなの？　見せてくれる」

　ファラータの同情はもっともだが、はじめて会った、それも種族のちがう娘に、体を見せろというのはどんなものだろうと、リコルは思った。しかし、かつて戦火に傷きずついた街の人たちを必死で治ち療りようしていたのは彼女ではなかったか？　生まれつき同情心が強いのか、あるいは、体験によるものか──傷ついた者をいたわり、その世話をせずにおれないのは、彼女の長所であり、けっして短所ではなかった。

　サラも、さすがに最初は困こまったような顔をしていたが、ファラータが熱心にせかすので、衣服を脱ぬいで上半身を露あらわにした。

　人間と異なるとはいえ、若い女じよ性せいの裸ら身しんが目に入り、リコルはあわてて食事に注意を集中しようとした。それでも、ちらっと見たサラの肌はだはつやつやとしていて、その果実のような張りを持つ、形のいい胸むねに動どう悸きが速まる。だが、熱心に見続けることはできなかった。一いち瞥べつしただけで、胸から腋わきにかけての大きな傷きず跡あとがいやでも目に飛び込こんできたからである。あんな綺き麗れいな体に、ひどい傷を！　それで、思わず目をそむけてしまった。

　会話が続くので、耳だけそばだてておく。

「もう傷は治りかけているのね」

「ええ、でも、二度と飛ぶことができないんじゃないかと思います。なんだか、翼に力が入れにくくて」

「でも、翼は動くじゃない。切れたところが、またくっついてるのよ。時間をかけたら大だい丈じよう夫ぶかもしれない。あっ、そうだ、リコル！」

　こうしたとき、ファラータの言いたいことは決まってる。ぼくに手て間ま暇ひまかけろということだ、と若者は先を読んだ。

「なんだい」

「あなた、クロックが近くにいると言ったじゃない。うまくいくと、彼にあの軟なん膏こうを取ってきてもらえるかもしれない。ケンちゃんたちがくれた、傷を完全に治すというあれよ。ついでにあなたのお札も何枚か……」

「そんなにフクロウが咥くわえられるもんか。それに、ここまで入ってこれるかどうか──ああ、サラに入り口で渡わたせばいいって？──はいはい、わかりました。クロックには伝えるよ。あれからそんなに時間も経たってないから、ラルフはまだ旅の途と中ちゆうかもしれないし」

「あの……そこまでしてもらうなんて。皆みなさんは、どちらの……」

「わたしはファラータ。そして、こちらは──偉い大だいな召しよう喚かん術じゆつ師しのリコル・エイキンさんよ」

〝偉大な〟は言い過すぎじゃないかと照れたリコルだが、娘むすめは感動したように若者を見つめた。そんな風に大きな瞳ひとみで見つめられるとどぎまぎしてしまうが、ここは〝偉大な召喚術師〟を印象づけなければ。

「ああ、そのとおり。わたしの傷薬があれば、君の不幸などたちどころに治してあげよう」

「本当ですか?!」

　やれやれ、効きいてくれるといいがと思っていると、頭に声が響ひびく。

〝おいおい、ラルフがどこにいるか探さがさないといけないんだぜ。おいらの身にもなってくれよな〟

〝あっ、クロック、悪いけど、ついでに召喚札も二、三枚──〟

〝無理だよ、無理。薬くすり瓶びん咥えてくるだけでも恩おんにきてくれよな〟

　つれないフクロウだった。

　同時に、別のところからも声が聞こえた。

「おい、何をしている。来い、舞まい姫ひめ様がお呼よびだ」

　ハーピィの衛えい兵へいが二人を呼び出しにきたのだ。




　ハーピィの王宮は──王宮と呼ぶのかどうかわからないが──一風変わっていた。岩山の中の鍾しよう乳にゆう洞どうといった感じだろうか。

　大きな空洞に、地面から突き出た岩がところどころに立っている。ひときわ大きな岩が玉座のようにうがたれていて、そこに〝舞姫〟と呼ばれる女王がすわっていた。

　リコルとファラータは、この女王の前に引き立てられた。また縛しばられるのかと思ったが、そうしたこともなく、紹しよう介かいと丁てい寧ねいな挨あい拶さつをされたのは意外だった。

　さすがにハーピィの一族を束ねるだけあって、堂々とした態度だ。姿すがたは人間と異ことなるものの、人間なら気品があって魅み惑わく的てきと言うべきだろう。言葉は軽やかで、楽がくの音ねのように心に響いてくる。

　リコルはハーピィを扱あつかった物語を昔読んだことがあり、そこではハーピィの女王が主人公に助けを請こう筋すじ書がきになっていた。この女王にそうした意図があるようには見えないが、他者をそれなりに尊そん重ちようして遇ぐうする術すべは心得ているようだ。

　上方に突つき出た岩のいくつかに、ハーピィが数羽止まっている。召喚術師は、そのうちの一羽が自分たちを連れてきたルルという名のハーピィだと気づいた。どうやら地位の高いものたちが、そうした場所にいるらしい。彼女らは少し荒あら々あらしく見え、女王ほどの気品はないものの、異質な美しさを持つことには変わりなかった。

　ケンタウロスにしてもそうだが、ハーピィやバードマンを悪あしざまに言うのは、人間の驕おごりというより嫉しつ妬とじゃないか、若わか者ものにはそんな気もしてきた。

「その方ほうたちは、リュイエンに住んでいるのですか？」

　名を告げると、舞姫が尋たずねてきた。

　どう答えようかという迷まよいが、一いつ瞬しゆん胸をよぎる。だが、ここは正直がいちばんだろう。

「いえ、わたしたちは旅人です。リュイエンに戻もどる途と中ちゆうでした。こんなことをされるとはどういうことですか？」

「そうです、早く帰してください。そりゃ、あなたがたの〝舞まい〟は覗のぞき見しましたけれど、何か不都合でもあったのですか」

「いや、そういうわけではありません。なるほど、旅人ね。なら、いまのリュイエンの状じよう況きようを聞かせてくれませんか。どうも、あの街の者たちが、近ちか頃ごろわれわれに対して敵てき対たいするような行こう為いに走っているようなので」

「敵対する？」

「そのとおり、貴き様さまら人間が、われらハーピィを野や蛮ばんにも狩かりまくっておるではないか！」

　岩上の一羽が激はげしい口調で告げた。ルルだ。やっぱり気き性しようが荒いらしい。

　ファラータの顔にちらっと、ああ、やっぱり、という表ひよう情じようが走ったのをリコルはかいま見た。彼女にしゃべらせるとまずいと思った若者は、急いで言葉を返した。

「われわれは着いて日が浅いので、詳くわしくは存ぞんじません。ただ、一部に人間中心の考え方をする者たちは見かけますが、これは人間の街では当たり前かと思いますが。どういうことがあったのか教えていただければ、もっと思い当たることがあるかもしれません」

　こうした答えを聞いて、リコルが脅おびえてもおらず、教養があると見てとったのだろう。舞姫は説明をしてくれた。

　それによると、ここ半年ばかり、襲おそわれでもしたのか急にハーピィが失しつ踪そうする事じ件けんが続出したらしい。最初は森で起こり、そこはバードマンの縄なわ張ばりだったので、てっきり彼らが過か去この遺い恨こんを持ち出してきたものと思われた。そこで、バードマンと小こ競ぜり合いになり──その過か程ていでサラのような捕ほ虜りよも生まれたのだが──結けつ論ろんとして、彼らの行こう為いではない、ということになった。

　なら、誰だれだ？　人間の密みつ猟りよう者しやか？　密猟は過去から存そん在ざいし、それはハーピィの頭ず痛つうのタネだった。ただ、ハーピィたちにも人間の存在は必要であり（ここで一部のハーピィたちが、気まずそうな表ひよう情じようをするのにリコルは気づいたが、理由はわからなかった）、両種族の間では、縄張りの取り決めめいた協定もできていたのである。縄張りを侵おかせば、それぞれが襲われても抗こう議ぎはできない。一部にこれを悪用して、何も知らないハーピィの子こ供どもを罠わなで誘おびき出す性た質ちの悪い人間もいたようだが、そういう者たちは本来、リュイエンの当局が取り締しまるべきだった。

　協定が緩ゆるんでいるのか？

　そこで、そうした状じよう況きようをハーピィの側から調べて、リュイエン当局にまず証しよう拠こを提てい出しゆつしようというのが、舞姫の考えだった。ただ、ハーピィはリュイエンの街に入ると、やはり奇き異いな目で見られる──どころか、攻こう撃げきを受けるかもしれない。そこで、ルルを始めとする偵てい察さつ部隊が、状況を知っていそうな人間を〝招まねいて〟こようとしていた矢先、たまたまそこに居い合あわせたのがリコルたちだったのである。

「ですから、少々手荒だったかもしれませんが、そなたたちは〝客人〟なのです。少しばかりこちらの言うことを聞いてもらわないといけない〝客人〟ですが」

　そうか、襲われて手荒なことをされるわけではなかったのだ。

　これを聞いて納なつ得とくできたので、リコルはファラータにうながした。過か激げきな意見を述のべるのではないかと危き惧ぐしたものの、彼女は冷れい静せいだった。

「たしかに、市バザールではそうした密猟品が商あきなわれていたかもしれません」

　どよめきが走る。なかにはいきりたって、翼をばたつかせるものもいる。

「でも、わたしの乏とぼしい知識ですが、女王様が言われるような大規き模ぼなものがあったようには思えません。もちろん、人間が最高だとうぬぼれている嫌いやな輩やからは多いようですが、わたしの聞いた限かぎりでは、人間も同様に襲われています。それを彼らはハーピィやケンタウロスの仕し業わざと考えて、いきりたっているようです」

　なんと！──という、意外そうな反はん応のうが返ってくる。リコルは、ファラータ、よく言ったと、称しよう賛さんしていた。それこそ彼も言いたかったことなのだ。

「ハーピィはそんな手荒なことはしません。その……協力してもらう場合は別ですが」

　今度はくすくす笑いが聞こえる。なんのことだろう、と再ふたたびリコルは首をかしげた。きいてみたい気もするが、なんだか気まずそうな気配もある。

「なるほど、人間も襲われている、と。では、相手は何者でしょうね。みなも心当たりはありますか？」

　舞姫は辺りを見回した。

　ざわめくが、はっきりしたことはわからないようだ。

　と、ルルが口を切った。

「人間も襲われたと言うが、それで人間がこの事件を起こしていない理由にはならないと思う。だいたい、同族で殺しあうのは人間くらいだもの。少なくとも、あたしはもうちょっと調べたいね」

　嫌味な奴やつだ、とリコルは思ったが、その意見が当たっている面もあったので、悔くやしいが反論は押おし止とどめた。

「わかりました。では、ルルの部隊に、調ちよう査さの継けい続ぞくを命じます」

　どうやら引見は終わったようだが、済すんでいないこともある。

「あの……ぼくたちは、帰してもらえるんですよね」

　ついつい卑ひ屈くつな言い方になってしまう。

「ええ、でも、もう少し、そうですね、ルルが調査を終えるまでくらいですから、一週間ほどはここに滞たい在ざいしていてください。まあ、帰ると言われても、ここから降おりるのは大変でしょうけど。ルルが戻ってきたときには、まちがいなくお詫わびの品とともに街にお届けしましょう」

「そんな、あなたたちだけの都合は困こまります」

　ファラータがきっぱりと言う。これを聞いて、周囲の反応はがらっと変わった。これまでのこちらを尊そん重ちようした雰ふん囲い気きが、威い圧あつするものになっている。

「いまの立場をわきまえていただければ、そんなことは言えないはず。何も、恐おそれることはありません。特にあなたは」

　舞姫はファラータに言ってから、じろっとリコルを見た。

「ただ、この殿との方がたには、わたしたちのことをもっと知っていただいて、〝協力〟していただけたらと思っていますが」

　人間たちなら、ヒューヒューというような声がハーピィの間で起こる。まさしく、それは野や卑ひな掛かけ声のようなものだった。リコルは馬ば鹿かにされているように感じた。

「どういうことです、〝協力〟って。隠かくすようなことはやめてください」

「そのうちおわかりになります。この場はお下がりください」

　抵てい抗こうしようにも、それができる立場にはなかった。リコルとファラータは軟なん禁きんされている部屋へと引き立てられていったのである。




　一晩ばんたっても、リコルは納なつ得とくできなかった。

「どういうことだ、協力って。用がなくなったら、とっとと帰してくれたっていいだろう。それとも……」

「ひょっとしたら協力って、ばりばりと頭からとって喰くわれることかもね」

　あっさりと女戦士は答える。

　同じ考えがリコルの心にも浮うかんでいたので、若わか者ものは嫌な気分になった。たしかに、ハーピィの伝説には、山姥やまんばにも似にた人喰いの言い伝えがある。もっともそれは、昨日見た舞姫の優ゆう雅がさから容よう易いに想そう像ぞうできるものではなかった。

「とりあえず、一週間くらいと聞いたから、様子でも見ておくか。急ぐ用はないわけだから」

　気を落ち着かせようとしていると、前回のようにサラが食事を運んできた。ちょっと落ち着きがない。

「今、これをフクロウさんが咥くわえてきました。あれって、使い魔まというんですか、わたし初めて見ました。賢かしこそうな鳥さんだし。すごいんですね、偉い大だいな召喚術師って」

　そう言って、小さな薬くすり瓶びんを手て渡わたす。その目には、純じゆん粋すいな憧あこがれめいた表情が浮かんでいた。と同時に、これで自分の怪け我がが治るかもしれない、再ふたたび本物のバードマンになって、翼つばさを打ち振れるかもしれない、という期待もうかがえる。そうした期待と憧れが、若者の心をうった。

「じゃあ、上着を脱ぬぎなさい。治してあげよう」

　今度は照れや下心のようなものはなかった。サラは恥はじることなく、上衣チユニツクを取った。乙おと女めの艶つややかな肌はだが、胸むねまで露あらわにさらされる。いくら人間ではないといっても、つんととんがり、誘さそうように豊ゆたかな乳ち房ぶさから若者が目をそらすことは難むずかしい。だが、その下から片かた腕うでをあげた腋わきへの傷きず跡あとは、魅み力りよくを損そこなって余あまりある醜みにくさだった。

　そうした想おもいがあるのか、サラは顔を赤らめた。リコルは無む頓とん着ちやくに、薬瓶から軟なん膏こうを指ですくいとり、傷にしっかりと塗ぬっていった。丹念に、余すことなく。

　ファラータは、サラが嫌がることを考えてか、目を逸そらしている。

　一いつ瞬しゆん、ほんとに効きくのかな、という想いが頭をよぎる。馬ケンタウロスの薬だから、鳥バードマンには効かないことだってあるだろう。そうなったら、ぼくの〝偉大〟な権けん威いもがた落ちだな。いや、マイナス思考はよくない。昔もファラータの傷が治ったのを見たじゃないか。あのときは必死だった。だから、念を込こめるんだ。今回も、治る……治るはずだ。

　必死になったせいか、目をつぶってしまったのかもしれない。なにか視し界かいが暗くなり、めまいがしたが、大きな声が聞こえたので、リコルはまぶたを開けた。

「治ってるわ！」

　思わず、サラに抱だきつかれて、今度はリコルが顔を赤らめた。言葉どおり、翼が大きく打ち振られている。そればかりか、傷跡まできれいさっぱり消えているのだ。ケンタウロスたちが神薬だと言ったのも、うなずけるような効き目の速さだ。

「でも、奇き跡せきみたいだわ。わたしの経けい験けんだと、いくら優すぐれた薬でも、もう少し時間はかかるのにね」

　ファラータはどことなく怪け訝げんな表情をしている。

「いえ、この方の魔法なんです。すごい力をお持ちなんですね！」

　もはやそのうるんだ目は、憧れどころか、崇すう拝はいの念に凝こり固まっていた。体を寄よせ、腕を差し伸のべ、身も心も捧ささげんばかりだ。リコルにしても、バードマンとはいえ、若い娘むすめ相手に悪い気はしない。

「うん、魔法は偉大だ」

　そう言いつつ、リコルにも信じられなかった。ただ、ファラータの言葉にある冷静さが、なんとなく嫉しつ妬とめいて聞こえたのは気のせいだろうか。

「ところで、サラ、ほんとによかったけど、一つ教えてほしいの。リコルの言われた協力って、何のことか知ってる？」

　感かん激げきしていたバードマンの娘の表情が、少し曇くもった。

「たぶん、あれのことでしょうけど……」

　言葉尻じりが濁にごる。

「なんだい、そんな風に言葉を濁されると、すごく嫌いやなんだけどなあ」

　冗じよう談だんめかしたリコルだが、不安なのに変わりはない。

「何を協力するんだい？」

「つがいだと思います」

「はあ？　つがい?!」

　とまどった表情を浮かべたリコルとは逆ぎやくに、一いつ瞬しゆん間まをおいてから、ファラータは吹ふき出した。

「やっぱりそうだ。そんな気がしてたんだ。それって、おっかしい～」

「何だよ、いったい……ええっ？」

　サラにそっと耳打ちされたリコルは、仰ぎよう天てんした。

「い、嫌だぞ、そんな、ハーピィと子こ供どもを作る？　つまり、その、あれを……」

「ええ、ハーピィたちにはそうした風習があるんです。雌めすばかりなもので」

「そんな、雄おすならなにも人間を選ばなくてもいいだろう。それこそバードマンだって」

「それが駄だ目めみたいなんです。それに、人間と交わってたまに生まれる雄がバードマンだとも言われています。もちろん、バードマン同士ではちゃんと子供はできますが、なぜかハーピィだけは人間相手でないと妊にん娠しんできないみたいなんです」

　サラはそう言って、ハーピィと人間、バードマンの関係を詳くわしく説明しはじめた。

　それによると、もともとバードマンという種族はいなかったらしい。ハーピィにはいろんな種類がいて、中には〝西風〟や〝北風〟〝南風〟と呼よばれる種族が存そん在ざいする。だが、この地ではもともと東風が強いので、〝東風のハーピィ〟は存在していなかった。

　彼女らは、それまでも人間と交わって種族を保たもってきたのだが、あるとき、人間のなかに、空を飛ぶのに憧れて手作りの翼で東風に乗り、飛行のまね事をした者がいた。それを見たハーピィが、その男と交わると、何と子供に手足のある鳥人が生まれた──これがバードマンの起き源げんだというのだ。だから、〝東風のハーピィ〟とはバードマンのことだという伝説もあるらしい。

　ここまで聞いても、リコルには疑ぎ問もんがあった。

「だけど、そんなにいつも人間が関かかわっていたのなら、そうした噂うわさが広まっているはずだぞ」

「いえ、事実なんですけれど、関わった人たちはやはり恥はずかしいのか、そのことを口外しないのです。リコルさんも〝おれはハーピィの子供を何人も作ったぞ〟って、街で言えますか？」

「あ、いや、その……どっちにしても、ぼくは嫌だ、そ、そんな──」

「いいじゃない、リコル、ハレムよ、ハレム、別べつ嬪ぴんさんのハーピィを手当たり次し第だい──男の夢ゆめ、ロマンじゃないの？」

　ファラータはまだおかしいのか、目が笑っている。

「そんな何匹びきも生まれるのかい？」

「卵たまごですから、一度に何十羽もです。ですから、そんなに何度も必要ないです」

「そんなにしたくはないわい!!」

　さすがに若わか者ものはぶちきれた。

「あ、いや、何を言ってるんだ。それに、ぼくは嫌だぞ。こちらが嫌がる限り、難むずかしいはずだ」

「でも、たいていの男の人はそうじゃないみたいです。嫌と言ってても、できるみたいです」

「君は何ということを──それとこれとは」

　ファラータは腹はらを抱かかえている。

「い、いえ、そういう意味じゃありません。ハーピィは、目でそうした気分にさせてしまうらしいです。つがう時期になると、視し線せんで誘ゆう惑わくしてしまうとか。ですから、相手を見つめないようにすれば、なんとかなるかもしれません」

「わかった、努力しよう。それより、ファラータ、こんなところでぐずぐずしていられないぞ。この娘も飛べるようになったことだし、隙すきがあればグリフォンでも呼んで、早く脱だつ出しゆつしようぜ」

「あ～ら、そんなに急がないと言っていたのは誰だれかしら。わたしは、もう少しハーピィの生活を見るのも意味があるんじゃないかと思うわ」

　他ひ人とのことだと思ってと、口をへの字にしたリコルだが、いつでも逃にげ出せる準じゆん備びが整った以上、もう少し様子を見てみようかという気になったのもたしかだった。




　リコルたちは軟なん禁きん状じよう態たいと言ってよかった。ハーピィたちは、捕ほ虜りよがこの岩山からは脱出できないだろうし、暴あばれても多勢に無ぶ勢ぜいだろうとたかをくくっていたせいか、それなりの自由を与あたえてくれた。

　依い然ぜん、夜の間は牢ろうに閉とじ込められるし、窮きゆう屈くつな生活だったが、昼間は案内役とあたりをうろつくことは許ゆるされた。

　案内役は二人で、王宮で見た高い地位のものたちらしい。ルルと同じように、顔に化け粧しようをして、指し導どう者しや然とした態たい度どを身につけている。

「客人には、われらの社会を見学していただこうという舞まい姫ひめ様のお達しだ」

　より軍人っぽい方が告げた。

「あら、ハーピィの社会を見せてもらえるのね。おもしろそう」

　ファラータは吞のん気きなものだ。リコルはもう一羽のハーピィを見た。こちらは小こ柄がらで、もう少しとっつきやすそうだ。いや、いけない、気を許して目を覗のぞき込んだりしたら、まずいことになってしまう。思わず、あらぬ方を見つめながらの随ずい行こうになってしまった。

　ハーピィの洞どう窟くつは、けっこう奥おく行ゆきがあって広いものだった。

　それぞれが大家族単位で生活しているらしく、網あみの目のように走る通路のところどころに大きな洞どう穴けつがあり、何十羽もがひしめきあっていた。

　やはり、高い地位の層そうは上に住んでいるらしい。

　それと、それぞれの役目ごとに、群むれをなして住んでいるという特とく徴ちようもある。役目といっても、餌えさを取ってくるものとか、攻こう撃げきのための軍事的なものとか、かなり単たん純じゆんな集しゆう団だん構こう成せいと言ってよいだろう。

　軍人風のハーピィはやはりそうした役目らしく、とある外に向かって開いた岩がん壁ぺきまで来ると、自じ慢まんげに外を指し示しめした。

「人間たちはハーピィの力が取るにたらぬものと思っているようだが、そうではない。これを見ればわかる」

　彼女は眼がん下かの森を指し示す。

　岩山の下には空き地があり、すぐそばまで樹じゆ海かいが迫せまっている。リコルはリュイエンの近くにこんな大きな森があることに気づかなかった。それとも、ここはリュイエンを遠く離はなれているのだろうか？　いや、そんなことはあるまい。クロックはすぐに戻もどってきたし、そもそもフクロウはリュイエンの近くだと言っていた。おそらく街の北側なのだろう。

　二人が見ていると、森の上空にハーピィの編へん隊たいが現あらわれた。四羽一組になって、森を低空飛行する。と、一羽が何かを見つけたのか、森の中に入っていく。残りの二羽はそれを見るや、空き地を目指した。そして、残った一羽が上から、何か光るものを放った。

「あっ、雷らい撃げきだ！」

　魔ま法ほうがわかっているリコルは、すぐにその正体を悟さとった。

「そう、あれは天空雷撃隊の一羽です。あなたは魔法に詳くわしいんですね」

　リコルのそばにいたハーピィがきく。

　若者がそれには答えず見つめるうちに、雷撃を放ったハーピィも降こう下かした。と、しばらくすると、森の中から大きな獣けものが一体飛び出してきた。熊くま──グリズリー──だ。

　そいつは四つ足で必死に駆かけ、森の後方をうかがった。そこに、待ち構かまえていた二羽が不意を衝ついて降下した。天空からの奇き襲しゆう。後頭部の急所を攻撃され、熊はもんどりうって倒たおれる。そこにもう一羽が、なにか武ぶ器きを握にぎって襲おそいかかった。

　あっけなく勝負がついた。もうその頃ころには、森の中で追い出しを図った二羽もそばまで来ていた。

「見たか、あのコンビネーション。巡じゆん回かい隊、雷撃隊、降下隊、奇襲隊が一体となれば、どんな強きよう敵てきでも一撃だ。他にも、復ふく讐しゆう隊、狙そ撃げき隊、双そう撃げき隊などもいる。そして、なによりもわれらを守る舞姫様や、リーダームーンダンサーがいればな。われらをうち負かすのは簡かん単たんではないぞ」

「すごいわね、あの熊さんを倒した攻撃。いつもああして四羽一組なの？」

「そういうわけではない。あれは訓練だ。戦うときには、それぞれが部隊を組んだりする」

「ふーん、ハーピィがこんなに組そ織しきだってるなんて思ってもいなかった」

　軍人風のハーピィは、自分の興きよう味みある話題に触ふれられたのが嬉うれしいのか、ファラータと熱心に話し込こみはじめた。リコルはさして興味がなかった──というより、さっきのハーピィの使った魔法にむしろ魅ひかれた。

　もう一羽のハーピィにそのことを尋たずねると、研究室を見せようという。大いに興味をひかれたリコルはそちらに向かった。ファラータたちは付いてくるものとばかり思ったが、どうやら熱心に話し込んでいて、後から来るようだ。

「ハーピィの魔法について知りたいのでしょう？」

　部屋に入ると、相手がきいてきた。

「うん、魔法についてはなんでも知っておきたい。特に、人間以外の種族の使う魔法についてはあまり知られていないから」

「ああ、人間〝以外〟ね。どうして、人間はそうも自分たちと〝それ以外〟を区別したがるんでしょうね」

　このハーピィは案内役のもう一羽とはちがって、かなり理知的だったのでリコルはほっとした。荒あらっぽい鳥はごめんだ。

「わたしたちの魔法は自然が恵めぐんでくれたものです。ハーピィたちの中には、生まれついてそうした技わざに長たけたものがいます。主に風を中心にした自然現げん象しようを操あやつるのですが。これは神が授さずけてくれるものと考えられています」

　ふん、どうせ相手の人間が魔ま術じゆつ師しかそんな類たぐいだったんだろうな、とリコルは説明を聞き流した。幼よう稚ちな解かい釈しやくだ。これじゃとても、魔法が〝魔〟の法だとかいった、高等な知ち識しきは得られそうもない。

「たぶん、あなたはこうした考え方を幼稚だと思ったでしょうね」

　考えをずばっと読まれたようで、はっとする。

「い、いや、そんなことは──」

「いいですよ。以前に客人となった魔術師は、そうした気持ちを隠かくそうとはしませんでしたから。たしかに、そうした魔法の素養のある血ち筋すじからハーピィの魔法使いも生まれてきます。でも、ハーピィの世界にはそれだけではない魔法の源みなもともあるのです。いや、ハーピィだけではなく、この東の地ち域いき特有の生き物だちに共通する特とく徴ちようが」

「お、教えてくれ──いや、教えてほしいな。それはどんな魔法なんだ？」

　リコルはかなり興味をかきたてられていた。

「それは〝自然の恵み〟、別名を〝変化の風〟と言います。あなたは旅人なのでわからないかもしれないけれど、なぜ、この東にハーピィやケンタウロス、それにバードマンといった人型の生き物が多いと思いますか？　それも、みんな人と他の生き物が混まじりあったような」

「いま言った〝変化の風〟かい？」

「そうです。この東は、風の強い地域が多い。ただ、それは自然現象というより、風自体に魔法めいた要素があって、片かた時ときも安定した形を止とどめておかない流れがあるのです。伝説によると、この地の生き物は太古には、形の不安定なものが多く、ハーピィもそうですが、他にもいまは知られていない種族がいっぱいいたとか。人はその中で、変化できなかったただの不器用な種族にすぎないのです」

「どうして、そんなことを知ってるんだ？　ただのハーピィの言い伝えじゃないのか？」

「ハーピィは古くから存そん在ざいします。なら、一つ例を上げましょうか。リュイエンの人たちは仮か面めんを着けてますね。あの意味がわかりますか」

「何か儀ぎ式しきの名な残ごりだろうとは思うけど──」

「そう、儀式です。あれは遥はるかな過か去こ、この地の生き物のようにさまざまな形を取ることを嫌いやがった人間たちが、それを固定しようという意い志しのもとに着けたのです。決してただの流行ではありません。と同時に、そんな昔から続いているのです。人間は、いろんな形を取れる融ゆう通ずう性せいをなくしただけの者なのです」

　そんなことは考えもしなかった。しかし、人間であるリコルにとっては、そうした考えはやはりハーピィに都合のよいものと思えてならなかった。もっとも、ハーピィの考え方にも、一部魅ひかれるものがあるのは事実だったが……

　いや、ひょっとしたら、当たっているのかもしれないぞ。もともと〝変化の風〟でさまざまな形を取れるのが生き物の原型で、そこから、いろんな形に固定していったのなら──鳥でも人間でもあるハーピィなどはまだ二つの特徴が残っているが、人間はただ一つしか残っていない。後になって固まったのは進化とも言えるが、より高い能のう力りよくを失ったと考えたら、退たい化かや老化でもあるんじゃないか？　そして、それを怖こわがって、仮面を着け、変化を拒きよ絶ぜつしてきた……。

　そうした考えを読みとったのか、ハーピィはにっこりと微ほほ笑えんだ。その顔はいままで以上に魅み力りよくに富とんでいた。姿すがた形かたちは人間の女と比くらべても魅力がある。それに翼つばさは、まるで天使のように……天使……堕だ天てん使し！

　はっとしたリコルは、夢ゆめから醒さめたように頭を振ふった。目の前に大きくかぶさってくるハーピィの顔があった。それはうるんだ瞳ひとみをしていて、口は半ば開けられ、いかにも恋こい人びとがしなだれかかってくるような姿し態たいを見せている。

　思わず、はっと相手を突つき飛ばす。まずい、これか！

　だが、それは束つかの間の誘ゆう惑わくだった。

　扉とびらが音高く叩たたかれたからである。

　ちっという顔つきでハーピィは応こたえた。

「ミア、ここへは来ないで、と言ったでしょう？」

「ちがいます。サラです。いま知らせが入ったそうです。ルル様が危き難なんに陥おちいっている。リゼ様にも救助におもむくようにとのことです！」

「何？　どこだ」

　ハーピィはいままでの雰ふん囲い気きもどこへやら、あわてて部屋を飛び出して行った。

　後には、馬ば鹿かにされたような思いで部屋にリコルが取り残されていた。




「ファラータ、急いで。ここを出るぞ」

　一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとしていたリコルだが、その後の反はん応のうは速かった。サラに状じよう況きようを聞き、部屋に戻もどると、ファラータと脱だつ出しゆつの準じゆん備びをする。

　さいわい軟なん禁きん状態だったうえ、部屋の鍵かぎはサラが持っていたので、すぐに岩がん壁ぺきに開いた穴あなには向かえた。

〝クロック、外はどうだい？〟

〝ああ、急いでハーピィの群むれが十羽ほど向かおうとしてるな。おいらは？〟

〝追つい跡せきして先せん導どうしてくれ。ぼくらも向かう〟

〝了りよう解かい、了解〟

　クロックはずっと近くで偵てい察さつしていたらしい。リコルはいつものことながら、のんびりしたセリフにもかかわらず、このフクロウの抜ぬけ目ない機き敏びんさには舌したを巻まいていた。

「猛たけき空の王者よ、われを迎むかえに現あらわれいでよ……」

　リコルが袖そでから取り出し、空中に投げた札が門となり、たちまちそれが扉に変わって、なじみのある姿すがたが現われた。

　グリフォンだ。

「ああ、グリちゃんだ。こんにちは」

　親しげなファラータはさておき、目を丸くしているサラに向いて若わか者ものは告げた。

「ここでお別れだ。バードマンの娘むすめさん。あなたもいまは飛べるようになったのだから、このどさくさに故郷ふるさとに帰ったらいい」

　リコルとしては普ふ通つうのことを言ったつもりなのに、ふと見たサラの目には悲しみ、いや、決然とした色が浮うかんでいた。

「あの──わたしも連れて行ってください」

「えっ、あなた、帰れるのよ。これから行くところでは、どんな騒さわぎになるかもしれない」

　ファラータも驚おどろいたようだ。

「いいえ、わたしには帰るところがないんです。バードマンの社会でも、生まれもはっきりしないので、いい環かん境きようだったとは思えませんし。それにハーピィに襲しゆう撃げきをされたので、いまはどうなっているか──」

　目には哀あい願がんの色が強くにじみ出ていた。何かそこに、訴うつたえかけたい気持ちが浮かんでいる。そりゃ、怪け我がを治したし、ぼくたちがまっとうな者だとはわかってもらえただろう。だが、それだけではないような……

　ぐずぐずしてはいられない。リコルは決けつ断だんした。

「わかった、付いてきてもいいけれど、責せき任にんはとれないよ。それじゃ、急ごう」

　グリフォンは、おとなしく若者と女武ぶ闘とう家かを背せに乗せた。サラは自分ではばたく。自由に空をかけめぐることができるのは、こんなにも爽そう快かいなのかと全身が示しめしていた。

　一行は、クロックの指し示じに従したがって、ハーピィの一群を追った。




　時間はさしてかからなかった。

　東の山脈沿ぞいにハーピィたちは南へ飛んでいく。リコルはその後をつけたが、鳥たちは急いでいるせいか、気づきはしなかった。

　山あいの切れ目、峡きよう谷こくのところで、東に折れた一群は低空飛行に移うつる。目的地が近いらしい。山すそは森に抱いだかれていたが、グリフォンが急きゆう降こう下かすると、その一角に開けた地があった。そこに何かが蠢うごめいている。

　と、見る間にハーピィの一群が、それらに襲おそいかかった。

　リコルたちも続いて、少し離はなれたところから、どうなっているのかを観察しようとした。

　ハーピィたちは先ほどの獣けものの狩かりを見ても、優ゆう秀しゆうな戦せん術じゆつ家かである。ここも、相手が数や力で圧あつ倒とう的てきに上回りでもしない限かぎり、たやすく有利な戦況に持ち込むだろうと、リコルはたかをくくっていた。

　ところが──

　様子がおかしい。突つっ込んでいった戦せん闘とう部隊も、あるいは、それを上空から援えん護ごするはずの魔ま法ほう部隊にしても、何かためらいが見てとれる。

　それでも魔法を使うハーピィは、時間をおかずに低空から得意の雷らい撃げきを放った。

　青い稲いな妻ずまが大地を切り裂さく。そこに蠢いていたものは倒たおされた──はずだった。

　と、つぎの瞬間、驚くべきことが起こった。

　敵てきは激はげしい光にも動じる様子はなく、逆ぎやくに地上から何か触しよく手しゆのようなものが伸のびて、魔法を放ったハーピィをからめとったではないか。

　悲鳴を上げて、ハーピィが墜つい落らくする。何かの腕うで？　それとも、網あみのようなものが飛んだのか？

　リコルは後ろのサラに警けい戒かいするよう身振りをすると、必死にグリフォンを回り込ませ、森の木こ陰かげに隠かくれるようにした。

　そこからなら、もっとよく観察できるだろう。空にいても、目につくと危あぶない。

「何だ、こいつらは！」「何なの、これ!!」

　空き地を覗のぞいた二人は、異い口く同音に叫さけんだ。

　ハーピィと戦っていたのは、異い形ぎようの怪かい物ぶつたちだ。ぶくぶくと膨ふくれ上がった体から、何本もの手足が伸びている。はっきりした目鼻だちがない顔。いや、それは顔と呼よぶにはあまりにも奇怪で、不可思議だった。それぞれが、生物なら当然と思える四し肢しの形をなしていない。目や口など普ふ通つうなら頭にあるものが、腹はらにあったり、頭から何本もの触手が生えていたりする。

　あるものなど、腹にいくつも顔を持ち、それらが戦いの中で、吠ほえたけり、わめき散らしながら、唾つばのような汚きたならしい粘ねん液えきをとばしている。

　一方で、何本もある手にそれぞれ武ぶ器きを持ち、それを振りかざす化け物もいた。

　しかも、こいつらは空中へ向かっての攻こう撃げきが可か能のうだった。長い触手で。あるいは、汚らしい息ブレスや唾だ液えきで。さらには、見たこともない飛び道具で。

　これではハーピィもたまらない。

　ある者は、突っ込んでいって急所を狙ねらうのだが、どこが急所なのかわからないまま反撃にあって、踏ふみにじられていた。

　また、ある者は魔法や飛び道具で空中から攻撃を仕し掛かけようとしたが、それも長い触手にからめとられたり、口から放たれる汚お物ぶつに攻撃され、落ちていった。そもそも魔法すら、この化け物にはあまり効きいていない。

　あたりはおぞましい虐ぎやく殺さつの場と化していた。

　最初に驚いた後、なんとか助けに加わろうと考えたリコルたちだが、とてもかないそうもない群むれを相手に、木陰からただ息を潜ひそめて見つめるばかりだった。

〝クロック、こいつらを知ってるか？〟

〝おいらにもわからない。こんな化け物は見たこともない。悪魔や堕だ天てん使しみたいな魔界のやつともちょっとちがうな。こんなのが、六門の世界にいるなんて、おいらもびっくりだよ。カリスタナス師しくらいしかわからないんじゃないか〟

　普ふ段だんは冷静で、はぐらかすかのような受け答えをする賢けん者じやのフクロウからも、真しん剣けんな信じられないという想おもいが伝わってくる。

　傍かたわらでは、サラがぶるぶるとおびえていた。

「こわいのかい、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　なだめようとしても、リコルすら背せ筋すじがぞくぞくしてくる始末だった。サラにしてみれば、いくら捕ほ虜りよとはいっても、これまで暮くらしてきたハーピィたちが無残な姿すがたに変わっていくのは見るに堪たえないのだろう。

「こ……混こん沌とんの……化け物だわ。こ、こんなものが、この世に……」

　サラの口から何かが聞こえた。それは聞いたこともない言葉だった。

「えっ、何て言った、サラ。君はこいつらのことを知ってるのか？」

「リコル、あれは？」

　そのとき、ファラータから声がかかった。彼女は、ただひたすら空き地を見つめていたのだ。

　いまや、修しゆ羅ら場ばは沈ちん黙もくしていた。そこに向かったハーピィたちはもう一羽として生きていなかった。数十羽が地面に残ざん骸がいをさらしている。

　そこに、一人の男がいた。長いローブを着て、片かた手てに黒い革かわ表びよう紙しの書物、そして、もう一方の手には何かを抱かかえている。

「あいつは？」

「わからない、でも、一人じゃなさそうよ。あっ！」

　リコルも男の後ろに少人数の集しゆう団だんが控ひかえているのに気づいた。その前には、何か不気味な穴あなが開いており、その周辺に不気味な怪物十数体ほどが蠢うごめいている。

「あれ、ベナウスじゃない。熊くまみたいな恰かつ好こうしているけど、絶ぜつ対たいにそうよ。どうなってるの、一体？」

　リコルは必死に目をこらした。遠目はファラータの方が利きく。最近、リコルはどうも遠くのものが見えにくく感じていたのだが、いまはそうも言っておれない。

　目を狭せばめると、たしかにそれらしい姿が見えた。半はん獣じゆう半人の熊のような姿。たしかにワーベアのようにも見える。

「だけど、ワーベアがすべてベナウスとは限かぎらないぜ。それに、ここはあいつが最後にいたサザンと随ずい分ぶん離はなれている」

「わたしたちだって、随分離れてるわ」

　それもそうだと思えた。ひょっとして……だがやはりそれよりも、指し導どう者しや然としたローブの男が問題だ。

　注目するうちに、男は何か唱えはじめた。

　脇わきに抱えていたものをかぶる。それは冠かんむりだった。見覚えのある冠──そして、男は片手の黒い革表紙の本を開いてから、それを読み、目を閉とじた。

　蠢いていた化け物の動きがこれまでと異ことなった。何かおびえるように、男から遠ざかりつつある。

　と、穴の周囲に立っている六つの石が震ふるえはじめた。石が赤く光り、それが熱を増ます。

　そして、爆ばく発はつが起こった。地中から強い力の噴ふん出しゆつがあったかのように、衝しよう撃げきの柱が高々と舞まい上がる。赤熱していた六つの石も吹ふっ飛んだ。

　激はげしい勢いきおいに、男を中心にその場の全員が目をかばう。

　いまでは、以前より大きな穴が開いていた。まるですりばちのような──すべてを飲み込むかのような虚きよ無むの穴が。

　そして、後ずさりしていた奇き怪かいな化け物だちは、あっというまにその穴へとつぎつぎ吸すい込まれていくではないか。

　爆風によろめいた男は、まるでそれを止めようとするかのように、片手をあげたが何の益えきにもならなかった。

　穴はしばらく開いていたが、化け物の最後の一匹ぴきを飲み込むと、何事もなかったかのように閉じた。

　後には静せい寂じやくと、ハーピィたちの死骸が残されているだけ。

「くそっ、ここではないな。時いまだ至いたらずか、退ひくぞ！」

　男はひと声叫さけんで、たちまち一団と撤てつ退たいした。

「あっ、逃にげるわ」

　追おうとするファラータをリコルは引き止めた。

「いや、追うのはクロックに向いている。それより気がついたかい？」

「そう、あれはベナウスにちがいないわ、絶対」

「いや、それじゃない。あの冠だ」

「ええ、奪うばわれたやつよね。ということは……」

「そう、あのローブ男は堕天使のジュノーが変身しているにちがいない。声もアルハジに似にていた。やつが今度の事じ件けんを操あやつっているんだ、まちがいない」

「もう一つあるわ」

「何だい」

「ベナウス以外の連中だけど、みんな変だったのよ。どれも人と獣けものがまじってるような」

「そういえば……ワークリーチャーか」

　ワークリーチャーとは、別名、ライカンスロープ──獣に変身する人間のことである。満月になるとその力が増ぞう大だいするとか、銀やある種の金きん属ぞくを嫌いやがるといった言い伝えがあるが、はっきりとしたことは知られていない。ベナウスのように獣特有の超ちよう人じん的てきな能のう力りよくを持つが、一種の病気に感かん染せんするからではないか、とも恐おそれられていた。

「でも、そんなにいろいろ獣人ワークリーチヤーが集まるなんて聞いたことがないぞ」

「それに、あんな化け物も見たことないわ」

　リコルは事ここに至って、それまでの出来事が大きなうねりを見せはじめたのを感じ、武む者しやぶるいしていた。




　追つい跡せきはフクロウにまかせ、現げん場ばを確たしかめにいったリコルだが、そこには目をそむけたくなる光景が広がっていた。

　ハーピィたちの骸むくろが痛いた々いたしい。

　サラはある死体にすがって泣いていた。見ると、どうやらルルらしい。たとえ少し高こう慢まんではあっても、その美しい顔だちや体がこんな様になってしまうとは、リコルも悲しかった。それにしても、自分が捕ほ虜りよになっていた種族の死を悼いたむ姿には、哀あい切せつと同時に、気高さも感じられ、若者はこの鳥人の娘むすめにより魅ひかれるものを感じた。

「サラ、これも仕方ない。あんな恐ろしい化け物がいるなんて……」

「もう、おしまいです──わたしは帰らなくては」

「そうだわ、あなたも故郷ふるさとの人たちのところに戻もどらないと。わたしたちもリュイエンに帰って、このことを知らせるわ」

　ファラータは慰なぐさめるように、サラの肩かたを抱だいた。

「いえ、バードマンのところには戻りません。それと、あなたがたにも来ていただきたいところがあります」

　涙なみだを振ふり払はらって二人に向き直った鳥人の娘の表ひよう情じようには、決然としたものがあった。

　リコルは驚おどろいて、ファラータを横目で見た。

「来てほしいって？　バードマンのところじゃないの」

「ちがいます。こうなった以上──あんな恐ろしいものが現あらわれた以上──わたしは急いで報ほう告こくしないといけない。それに、あなたがたにも、ぜひ協力してほしいことができました」

「サラ、君はさっき、なにかの化け物だと言ってたが、あいつらのことを知ってるのか？」

「いまは言えません。でも、とても重要なことなので、ぜひわたしに付いてきてください」

　リコルはまだ腑ふに落ちなかった。この鳥人の娘は何かを知っている。リコルに付いてきたのは、感かん謝しやや崇すう拝はいからだと思っていた。だが、それだけではないらしい。

　簡かん単たんに信用してもいいのだろうか。ファラータを振り返ると、彼女も同感のようだったが、もともと前向きな女戦士は思い切って言った。

「いいんじゃないの。わたしたちには、いま特に命じられた仕事はないもの。リュイエンには知らせないといけないでしょうけど、あの街の人たちが本気にするとも思えないし」

　たしかに街での出来事を考えると、難むずかしそうだった。流れ者が急に来て、見たこともない化け物が現われたから街を警けい戒かいしろ、と言っても、何をねぼけている、と答えられるのがオチだろう。もっと、調べなければ──それには、サラに付いていくのがいいように思える。

「クロック、やつらはどこに？」

　リコルは思わず声に出していた。サラがなんのことかといぶかしむが、ファラータがほら、魔ま法ほう使つかいのあれよ、といった身振りをしたので納なつ得とくしたようだ。

〝ああ、近くの洞ほら穴あなの奥おくに消えちゃったよ。奥まで追つい跡せきするのはごめんだね。複ふく雑ざつに分ぶん岐きしてるし、どんな罠わながあるかわからない〟

〝わかった、ごくろうさん、戻ってきてくれ〟

　フクロウが戻ってきたのでその説明を聞き、サラにもきいてみたが、敵の根ね城じろの特定は難しそうだった。この辺りは洞どう窟くつが発達していて、いろんなところにつながっているらしい。

「それじゃ、飛び立ちます。いいですか？」

「ちょっと待って。行き先くらいは知っておきたいわ。バードマンでないなら、誰だれのところ？」

「風エルフの長老〝白き風〟のルクエリ様の許もとです」

「風エルフ……」

　リコルは誰にともなくつぶやいていた。

　若わか者ものはリュイエンの街に着いて以来、さまざまなことが起こるので、すべてが何を意味しているのか、知りたくもあり恐ろしくもあった。

　いま、母の面おも影かげはウォーレスの方角に消えてしまった。代わりに知ったのは、この東でのケンタウロスやハーピィなど、人とちがう者たち。

　さらには、異い形ぎようの化け物。

　そして、思いもかけなかったジュノーと思われる人物と、さらにはベナウスの影、獣人の集しゆう団だん。

　これからどうなるのかは、すべて謎なぞめいた鳥人の娘サラの行き先にかかっているような気がした。




　一行はサラの先せん導どうに従したがって、北西を目指した。しばらく草原地帯を越えていった先に、また別の森があった。

　森は小高い丘きゆう陵りようを取り囲んでいた。中央はなだらかに窪くぼんでいる。だが、そこは鬱うつ蒼そうとした森ではなく、いくつかの木立、灌かん木ぼくや茂しげみからなる草原に近い場所だった。遠く地面から眺ながめると、丘陵の森の奥にこうした開けた場所があるとは誰も思わないだろう。

　サラはその端はしに降おり立つと、妙みような鳴き声を発した。かん高いその声は林の間を抜ぬけていき……やがて、どこからともなく、似たような響ひびきが聞こえてきた。

「風エルフたちの許きよ可かの合図です」

　小走りにバードマンは駆かけていく。グリフォンの背せから降りたリコルたちもその後を追った。

　やがて、木立はまばらになり、丈たけの高い草が一面に生えた草原地帯になった。盆ぼんのようになだらかに傾けい斜しやしていく。これこそまさに盆地と呼ぶにふさわしい。草原のただなかには木もまばらに生えていた。

「あら、リコル、見て。木の上に家があるわ！」

　ファラータの言うとおりだった。風に晒さらされたような白い木き肌はだの、それなりの高さの木がそびえている。樹木はそれぞれが大きく、見たこともない形をしていた。下方の幹みきには何もないが、上に向かうに従したがい立りつ派ぱな枝えだぶりとなり、こんもりとした葉むらがまるく茂っている。それはまるでいくつもの帽ぼう子しのようにも見えた。

　そして、立派な枝の間に、小さな鳥の巣箱のような家がかかっているのだ。よく見ると、その家から人のような姿が顔を出し、こちらを警戒するかのように見つめている。

「風エルフです。彼らはよそ者に敏びん感かんですから、許可はしても警戒しているのです」

「風エルフって、普通のエルフとどうちがうんだい」

　リコルはかつてタシエルの街でエルフと親しく話したこともあった。彼らはまさに森の民たみと呼ぶにふさわしく、長身で細身、自然と調和して暮くらしている種族だった。遠くからでよくわからないが、ここの連中もあまり変わりがないように思える。

「彼らは古い民です。他のエルフがどうか知りませんが、この東に昔から住み着いています。でも、人目につくのを嫌きらって住む場所をよく変えるので、あまり知られていません」

「知られてないって、それをどうして君が知ってるんだ、サラ？」

「それはもうすぐわかります」

　リコルの疑ぎ問もんは、すぐには応こたえてもらえなかった。そのとき、一行は盆地の中央にある小丘にたどり着いたからである。

　低い丘で、上には不思議な建物があった。建物というより、高台というべきか。そこには妙な装そう置ちが見え、そして、一人のエルフがいた。

　一行が丘を登り、高台への梯はし子ごの下まで来ると、エルフはそこからゆっくりと降おりてきた。

「戻もどってきたのか、サラよ」

　老女だ。リコルやファラータにとって、エルフの年ねん齢れいは見た目にはわからないのだが、その老女には歳さい月げつの重みがまとわりついているように感じられた。体たい格かくはエルフにしてはがっしりしている。白いローブに全身を包み、頭にはヘアバンドのようなものを巻まいている。その表ひよう情じようや仕草に、何十年どころか、何百年という時間の〝匂におい〟が感じとれた。

　われ知らず、二人は恭きよう順じゆんのお辞じ儀ぎをしていた。

「お変わりはございませんか、〝白き風〟のルクエリ様」

　サラが口を切る。

「変わり？　この世は常つねに変わっておる──特に、この東の地ではな。わが〝風かぜ詠よみ〟や〝星詠み〟を通して見ると、万古不変のものはありえぬ。にしても、このところ、東の地に不気味な胎たい動どうがあると、さまざまなしるしに読みとれるのでな。気になってはおったところじゃが。ところで、このお客さん方は？」

　リコルとファラータはそれぞれ自じ己こ紹しよう介かいをした。フクロウまでが、ここぞとばかりに舞まい降りてきて自己宣せん伝でんするので、リコルは仕方なく、彼についても説明した。

「おお、このフクロウさんが使い魔まなどでないのはわかっておるよ。カリスタナス師しのことはわたしも聞いておる。森を愛する者としては同どう胞ほうじゃな」

　フクロウは、ほらほらと胸むねを誇ほこらしげに膨ふくらませた。〝カリスタナス師のことで、おまえさんじゃないんだけどな〟とリコルは笑いをかみ殺しながら、口を開いた。

「ルクエリ師、われわれはこの東の地で、見たこともないおぞましいものと出会いました。あれはいったい何なのです。そして、目的は？　サラとはたまたま知りあったのですが、彼女はあなたに報ほう告こくしに帰る、われわれにも付いてきてほしい、それからでないと答えられない、というのです──」

　堰せきを切ったように語り出す若わか者もの、じっと見つめる女戦士に、ルクエリはおだやかに片手を上げた。

「お二方の疑問ももっともじゃ。その見たこともない存そん在ざいというのを説明してくれんかな。それから、わたしやサラのことを答えよう」

　ルクエリの言葉に、サラがびくっと体を震ふるわせるのをリコルは感じた。あの虐ぎやく殺さつを思い出しているのか？　いや、そうではなさそうだ。風エルフの言葉の最後に反応したということは、彼女自身に関してだろう。

　リコルはこれまでのあらましを語った。ハーピィにとらわれたこと──サラとの出会い──あの見るも不気味な怪かい物ぶつたち。堕だ天てん使しと思われる存そん在ざいのことは、簡かん単たんに告げた。

　ルクエリはしばらく考え込こんでいた。

「そうか、ついにあれが解とき放たれたのか、混こん沌とんの怪物どもが……」

　そう言って、なおも考えにふける。リコルは我が慢まんできずにきいた。

「混沌？　何ですか、サラも言ってましたけど」

「……これは急を要するな。わたしはこうしたこともあろうかと、警けい告こくを放っていたのだが、リュイエンの人間どもは頭が硬かたくてなかなかわかってくれん。サラに……」

　ルクエリは思いにふけったままなのか、直ちよく接せつ答えてはいなかった。しかし、重大な事じ態たいであるのは、顔つきを見ても明らかだ。

　リコルは別の角度からきいてみた。ジュノーと思える存在について触ふれたのだ。

「でも、現あらわれた化け物は、まだ完全ではなかったみたいです。操あやつっていた男は、召しよう喚かんが失敗したかのように毒づいていましたから」

「しかし、時間の問題じゃろう。いったん、現われたのだから。その男の所在は突つき止めたのかな」

「いえ、無理でした。それより、聞かせてください。ぼくだって、あんなものがこの世界に現われはじめたら、大変なことになるのはわかります。なんとかするのを手伝えれば、と思っています。ですから、その〝混沌〟が何なのか、説明してください」

「そうです、お願いします」

〝白き風〟は、じっと二人を見つめた。そして、サラを振り返る。

　何か言いたいことがあるのは明らかだった。

「そうか、リコルさんとやら。わたしが躊ちゆう躇ちよしておったのは、これを語るとサラについても触れねばならんからじゃ。だが、この子もおまえさんたちを信用しとるようだから、お教えしよう」

　サラはこくりとうなずいた。

「まず、混沌じゃが、あれは魔に近きもの──」

　リコルはごくりと唾つばを飲み込んだ。確たしかにそう思える。あんな奇き怪かいなものたちが、聖せいであったり、自然の業わざであるはずがない。でも──

「そう、あんたは魔法を操る者のようだから、わかるかもしれぬ。魔に近い、が、魔界そのものにおるのではない」

　ルクエリは、それから、この東の地ち域いきの特とく徴ちようについて語りはじめた。それはリコルがちょっと前、あのリゼという魔法使いのハーピィに聞いた説とも似にていた。もっとも、その〝変化の風〟が〝混沌の怪物〟を生み出した、ということまでは知らなかったが。

　こうした混沌の怪物は、もともとの六門の生き物ではない。いや、そもそも〝変化の風〟自体が六門に固有のものかどうかもわからない。いい意味にとれば、そうした〝風〟は生き物に変化、進化をうながし、新たに環かん境きように適てき応おうして、よりすばらしき生き物を造つくり出す力となるのかもしれない。だが、逆ぎやくに考えれば、それはゆっくりと正しく進むべき道から無む闇やみに逸いつ脱だつし、奇怪な変化を生み出す邪じや悪あくなものとも見なされるのだ。

　ルクエリは（あるいは、風エルフの賢けん者じやはすべて、と言うべきか）、エルフの長ちよう寿じゆを利して、こうした〝風〟の研究にいそしんできた。

　その結果、〝風〟はさまざまな世界のほころびに吹ふき、六門ではこの東の地域が特に強いのではないか、と思い当たった。そして、こうした〝風〟に激はげしく影響された異界があれば、そこでリコルの見た〝混沌の化け物〟のような存在が生み出されているのではないか、と推すい測そくしたのだ。

　風は、この六門ではケンタウロスやハーピィを生み出す。だが、それ以上に奇怪で不自然なものたちは、別の世界で生み出されたと考えるべきだろう。

「つまり、変わることはあっても、そちらにどんどん向かって行くのが本ほん筋すじというのではないのですね」

「そうじゃ。古老いわく〝変化は長き年月にて清められたるもの。ゆめ性せい急きゆうに追い求めるべからず〟じゃろう」

「なら、やはりあのハーピィの語ったのは極きよく論ろんで、昔のリュイエンの人たちが仮か面めんに託たくしたような考え方──変わらない、基き本ほんの形を残したい──が正しかったんだ」

　つぶやいた若者には、どこかほっとした気持ちがあった。ただなんとなく、反はん論ろんされそうな気配もあるが──果せるかな、ルクエリはそれを聞きとって、首を横に振る。

「いや、リュイエンの者たちの気持ちもわからんではないが、それはそれで変化を嫌きらう極論じゃよ。見み慣なれないものはなんでも拒きよ絶ぜつしてしまいたいという。われら、人よりもずっと長寿で保ほ守しゆ的なエルフすら、変化の必要性、こうした東の特徴はやむを得ぬもの、いや、むしろ独どく特とくの特徴として歓かん迎げいすべきものと思っとるのにな。彼らは頑かたくなで、閉とじこもっておる。それもこれも、昔から〝世界の中心〟と勝手にうぬぼれておる人間たちの悪あく弊へいじゃ。オークほど性急で暴ぼう力りよく的でないだけで、根は同じじゃろう」

　きっぱり言い切られてしまったので、リコルはばつが悪かった。ルクエリは続けた。

「問題は、こうした異界の化け物を呼び出して利用しようとする輩やからがいることじゃ。特に魔ま界かいに近いものに、そうした傾けい向こうがある」

　リコルが何か言いかけたのを、ルクエリは押おし止とどめた。

「そなたの告げた存在──おそらく、それが魔と通じる者じゃろう。彼らには、この世でない力を用いて、混沌の化け物の世界と通じることが可か能のうかもしれぬ。わたしは〝風かぜ詠よみ〟や〝星詠み〟を通して、妙みような動きがあるのを感じておったからこそ、それを探さぐり、警告しようとした」

「サラさんのことですね」

　察しのいいファラータが言い当てた。〝白き風〟はうなずく。

「この子には、だから、人間以外の種族、バードマンやハーピィたちへの使いのような役やく割わりを担になわせようとしていたのだが、そこにそなたたちがかかわって、いや、救ってくれたと言うべきか、とにもかくにも、状じよう況きようはつかめたわけじゃ」

「じゃあ、サラさんは他のバードマンともそんなに親しくはなかったと──」

　リコルの言葉に、サラはうつむくだけだった。

「いや、それだけではない──サラ、この人たちにおまえのことを話さねばならないようじゃな」

「わたしは……わたしは……いえ、ルクエリ様、やはりわたしには……」

「いや、おまえのことを告げぬと、この人たちに協力は──」

「大だい丈じよう夫ぶよ、サラさん、わたしたちは驚おどろかないわ」

　サラには人に告げられない秘ひ密みつがあるとすぐに悟さとったファラータは、なんとか気を楽にさせようと励はげます。

　バードマンの娘むすめはじっと考え込んでいた。目に涙なみだがにじんでいる。やがて、決心がついたように彼女はうつむいた。

「わかりました」

　何のことだろうと思っていたリコルは、次にルクエリの唱えた言葉に驚いた。

　変身が始まっていた。

　それは驚くべき光景だった。バードマンだったサラの姿すがたがきらきらと光ひかり輝かがやいたかと思うと、そこには不定形の見慣れぬ生き物の姿があった。人のような形をしているが、目も口も鼻もない。

　たしかにそれだけ見れば不気味だろう。

　だがそこには、あの〝混沌の怪物〟とはちがって、不ふ快かい感や嫌けん悪お感を催もよおさせるものはなく、ただ辛つらい悲しみだけがリコルたちに伝わってきた。

「こ、これは──」

〝シェイプチェンジャーだ。伝説には聞いていたが、おいらも初めて目にしたよ〟

　サラ、いや、いままでサラだった存在は、また形を変えた。まだ人のような形をとっていた姿が、丸い球に収しゆう縮しゆくする。

「わたしたちは、人に姿を見せてはいけないのです。みんなにおかしがられたり、嫌いやがられたりするから」

　その姿が泣いていた。いや、涙も見えず、悲しげな表情もないのだが、リコルにはそれが悲ひ痛つうな感情を見せているのが、心の中で嫌というほどわかった。

「大丈夫よ、サラ……いや、いままでサラだったあなた。形がすべてじゃないわ」

　ファラータは動じていない。リコルは、何も言えなかった。

　でもそれなら、あの肩かたの傷きずなんて噓うそだったんじゃないか。

　若わか者ものは少しばかり、気持ちが傷ついていた。

　そうした表情に気づいたのだろう。サラは告げた。

「でも、あの傷は本当だったんです。本当です──わたしはあのままでは飛べませんでしたし、変身もできなかったんです。あなたに治してもらったときには、本当に嬉うれしくて──わたしは、わたしには友達がいないから──」

　それ以上、告げられない。

「わかってるわ。そんなことはリコルも考えてないし」
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　ファラータの慰なぐさめに、ようやくシェイプチェンジャーは落ち着きを取り戻もどしたようだった。リコルもそれを見て、自分のつまらない感情を恥はじていた。

「この子は、この六門の世界での、そうした〝変化の風〟の申し子なのじゃ。この子を知ることで、わたしも混こん沌とんの怪物を逆ぎやくに推すい測そくすることができたのだから」

　サラは決まり悪げだった。確たしかにあの化け物と対置されたなら、誰だれでも嫌だろう。

　それに気づいたルクエリは、呪じゆ文もんを唱えて、彼女を元のバードマンの姿に戻した。

　リコルも本ほん音ねをいえば、ちょっとほっとした。人間はやはり不定形というものに、本能的に落ち着かないのだ。

「さて、それではその黒くろ幕まくについて、もう少し詳くわしく教えてもらえまいか。どんな者か少しでもわかれば、対たい処しよできるかもしれない」

〝白き長おさ〟の言葉に、リコルは砂さ漠ばくの出来事を中心にあらましを語った。黒幕の正体が堕だ天てん使しではないか、という見方に、ルクエリはかすかに身を震ふるわせた。

「堕天使なら納なつ得とくはできる。魔ま界かいの大物というのではなく、六門と魔界の間にあって、陰いん謀ぼうを画かく策さくできる立場──なるほどな」

「まだぼくには、魔界や六門と混沌の怪物の関係がよくわからないのですが」

「魔界、天界は、この六門の世界と密みつ接せつに結びついておる。いや、言い換かえれば、六門の六つの属ぞく性せいの一つであると言ってもよい。もっとも、ああした〈知ち識しきの冠かんむり〉によって扉とびらを開かれた世界には、われらとまったく異い質しつの世界もあるということじゃ。よくわからぬ者はみなまとめて〝魔界〟〝異界〟と呼よびたがるがの。この六門で陰謀をめぐらす者や、魔界でも波は乱らんを引き起こそうという者にとっては、そうした世界とつながるのは魅み力りよくあることじゃろう」

　リコルはそれを聞いて、オティスの呼びかけを思い出した。あの魔神もこれに関係しているのだろうか。オティスは六門の魔界に、確かつ固ことした地位を占しめているように思っていたのだが……。

「いずれにしても、こうなったからには、わたしは〝星の道〟を使って探さぐろうと思う。事は急を要する。で、お願いだが、これはそなたにも手伝ってもらわねばならんのだが──」

　風エルフの長は、そう言ってリコルを見た。

　サラも懇こん願がんするように見つめている。

　予よ測そくはついていた。自分があの堕天使とかかわっている以上、そこから手がかりが得られるのだろう。だが、〝星の道〟とは？　いったい何をされるのか？

　少々不安になったリコルだが、ファラータを振り返ると、彼女は元気づけるようにうなずくだけだった。仕方ない、こうなっては、引き受けねばならないだろう。

「わかりました」

　それを聞いたルクエリは静かにうなずいて、高台への梯はし子ごを登りはじめた。リコルはわからないまま、それに従したがう。ファラータとサラも付いてきた。




　夜になっていた。

　空には満天の星が輝き、月も昇のぼっている。

　リコルはかつてカリスタナスに自らの将しよう来らいを占ってもらったときのことを思い出した。あのときは、クロックとも出会ったばかりだった。確か、木の葉みたいなもので蜂はち蜜みつを体に塗ぬり付けられ、そして暝めい想そうさせられた。

　今度もそんなことになるのだろうか。

　そういえば、あのときカリスタナスは〝白きもの〟に自分は救われると言った。ひょっとしたら、このルクエリが……？

　しかし、登って行った高台に木の葉や蜂蜜はなかった。

　そこにはいろいろなものがあった。まず、妙な装そう置ちが据すえ付けてあった。ルクエリによると、それは〈星見の遠とお眼め鏡がね〉というものらしい。何か筒つつみたいなものが、星空に向けられている。これで〈星詠み〉をするのだろう。

　それから、日時計があった。普ふ通つうの日時計は時を告げるだけのものだが、それには球のような枠わくが付いていて、方位が詳くわしく刻きざんであった。リコルはふと、これなら、自分たちがここに飛んできた方角がわかるなと、思ったりした。これは〈風詠み〉に使うのかもしれない。

　そして三番目に、大きな水すい盆ぼんが置いてあり、そこに透とう明めいな液えき体たいが満たしてあった。

　さすがにリコルにも、これはちんぷんかんぷんだった。

「これはな、〝星の道〟に使うのじゃ。これを覗のぞくことで、自分の望む場所に行くことができる。もちろん、肉体まで運ばれることはない。五感だけが、自分にかかわる望みの場所に飛ぶのじゃよ。だから、あんたにその黒くろ幕まくの陰謀を見てきてほしいのじゃ。何をしようとしているのかをな。この前にすわってほしい」

　そう言って、風の賢けん者じやはリコルを水盆の前に座らせ、それに注目させた。

　そして、自らは詠えい唱しように集中しはじめた。




　風よ、空よ、星よ、すべての自然の理ことわりよ、

　ここに集つどいて、空の空なる道を形づくれ

　してこの者の五感を、遥はるかなる地に渡わたらしめよ……




　リコルは妙な気持ちだった。盆には透明な液体が入っているので、覗きこむと星空が見えた。空を見上げているのと同じ気持ちになる。やがて、そこに波は紋もんが立ったのか、星が揺らぎはじめる。風でも吹ふきはじめたのだろうか。体にそうしたものは感じないのだが……。思わず、空を見上げようとしたとき、強い声が聞こえた。

「盆に集中するのじゃ。おまえはこれから〝星の道〟を歩もうとしておる！」

　盆の中の液体に集中する。星の揺らぎはますます大きくなり、そこに糸を引くように明るい線が走った。

　流れ星だ！

　思わず見とれた若わか者ものの心は、その盆の中に吸すい込こまれそうになった。

　いや、それは盆の中というよりも、天空に昇っていくような感じだった。遠くで、ルクエリの声がかすかに響ひびいている。

「そう、おまえはそうして〝星の道〟を歩む。おまえが思う、好きなところへと天が導みちびいてくれるじゃろう。思い描えがけ、おまえが出会った男の姿すがたを──そうすれば、そこに導かれることができよう……」

　声は消えていった。

　リコルはかろうじて残っていた思念を集中しようとした。黒ローブの男──あのハーピィたちの虐ぎやく殺さつの現げん場ばに立っていた男──はジュノーだ、だが、何をしようとしているのか──いま、どこにいるのか？──

　まわりは星の渦うずだった。天空に星々の密みつ集しゆうした流れがあり、そこに向かって、リコルは真まっ逆さか様さまに墜おちていった。そう、それは昇るというよりも、墜ちていく感覚に近い。やがて、宙ちゆう空くうを疾しつ駆くする動きが逆ぎやつ行こうするように思えた。ある地点まで墜ちていき、それが止まり、今度は舞まい上がる。星々の空がやはりかすめ去り、やがて、自分の発たった六門の世界の地表が見えてきた。

　きっと外から見ていると、墜つい落らくしているようなんだろうな。でも、ぼくには舞い上がっているとしか思えない……

　そして、リコルは山やま肌はだが目前に迫せまるのを感じた。元の出発した森ではない、だが、その近くの山脈の岩肌に向けて──ぶつかる！

　その瞬しゆん間かん、景色は消えた。

　めまい……心が吸すい出されるような気持ち……やがて目の前は真っ暗になり、そして、あたりに蠢く姿が見えはじめた。

　妙な感じだ。自分が自分でありながら、何か別のものになっているような気がする。魂たましいが体から抜け出し、どこかを彷徨さまよっているようにも思える。

　ぼくは死んでしまったのだろうか？

　いや、そうじゃないだろう。死ぬのはもっと苦しいはずだ。

　これは魔ま法ほうの本でも読んだことがある。そう、吸きゆう魂こんの術じゆつとかなんとか、難むずかしい技わざに似にたものじゃないか。まだまだ、自分には習得できなかったが、ちょうどこんな感じだとも述のべてあった。

　つまり、自分はいま魂──言い換かえるなら五感だけの存そん在ざいとなって、どこかを彷徨っているのだ。

　周囲の薄うす闇やみが、いまでははっきりと見えるまでになっている。

　どこかの洞どう窟くつだろう。普ふ通つうの部屋に見えるけれども、リコルにはそこが砦とりでや城じよう塞さいの中ではないと確かく信しんがもてた。

〝星の道〟をたどった最後に、山肌に向かっていった意い識しきがある。それに、どこかその環かん境きようには、空気の籠こもったような、密みつ閉ぺいされた雰ふん囲い気きが漂ただよっていたからでもあった。




「閣かつ下か、手はずは整いました」

　黒いローブをまとった男は、相手の言葉に重々しくうなずいた。そして、手を後ろに組んだまま部屋を歩く。

　語りかけた背せのまがった小男は、どこかネズミを思わせた。ちょこまかと、そばを付いて回る。部屋には、あと二、三名の手下がいた。

「うむ、だが、この手て勢ぜいでリュイエンが落ちるかは、まだ確信が持てんな」

「大だい丈じよう夫ぶでございますよ。〝混こん沌とん〟のものたちがどれほど現あらわれるかはわかりませんが、徐じよ々じよに増ふえておりましょう。それを指し揮きされる準じゆん備びは万全です」

「まあ、あの安心しきっておるリュイエンの馬ば鹿かどもには、かなりの恐きよう怖ふ心を植えつけられような。だが、〝扉とびら〟を真に開いたままにするには、場所を特定できねば。〈磁じ石しやく〉が必要だ。そちらの目め途どはたったのか」

「それは……もうしばらくおまちください」

「ちっ、それが難しいのだ。おまえたちの中にはおらぬしな」

　黒ローブはそう言って、周囲を睨にらみつけた。意識がしっかりしてくると、リコルには周囲の連中もはっきりとわかった。獣じゆう人じんたちだ。

　姿は人間めいたものもいれば、ほとんど獣けものに近いものもいる。狼おおかみ、熊くま、虎とら、明らかに野や生せいの獣を思わせるものたちだ。

　熊──を子細に見ると、ファラータの言う通り、それがベナウスであるのはまちがいなかった。ただ、かつて見た彼の精せい悍かんな野性味は感じられない。どこか、遠くを見つめるような視し線せんをしている。そのふぬけた様子に、リコルもすぐにそれとは気づけなかったのだろう。

〈催さい眠みん〉か！　若者は気づいた。堕だ天てん使しジュノーの能力は、アルハジを騙かたっていたときから、相当のものだった。おそらくここにいるものたちは、ジュノーの思うがままに操あやつられているのだ。

　ベナウスのそばに行って、気づかせてやりたかったが、いまのリコルの状じよう態たいでは無理なのがわかっていた。リコルはいま、いわば〈目〉だけの存在なのだ。

「とにかく、〈磁石〉を探さがしておけ。それが手に入ったときこそ、われらの計画は達せられる。いまはまず、準備の最終段だん階かいだ。よし、わかった、とにかくはじめるぞ」

　操られているものたちにも、指し導どう者しやの高こう揚よう感は伝わるのか、その目が生き生きとしはじめた。興こう奮ふんして変身しはじめるものもいる。

　男はそうした不気味なものたちを残し、ネズミ男と二人、別室へと向かった。

　リコルは付いていく。

　部屋に入ると、男は机つくえの上に載のった黒い表紙の本を手にした。大切そうにそれをなでる。

「閣下、一つうかがいたいのですが……」

　見ていたネズミ男が、改まった口調できいた。顔には強い決心も見える。男は無言だ。ネズミ男は言葉を続けた。

「わたしだけが、閣下がこの世の方でないことを知らされています。閣下のように力ある天使であった方が、なぜ──」

「堕天使になったのか、だろう？　そうした理由を聞いて、二度とこの世に存在できなくなった者もおるのだぞ」

　ネズミ男の顔に緊きん張ちようが走ったが、それもあえて承しよう知ちと言いたげなのは、引き締しまった唇くちびるからもうかがえた。

「かまいません、この期ごに及およんでは。もはや、わたしは引き返せません。わたしがつまらないネズミに嚙かまれ、この苦しみを味わうようになったとき、助けていただいたのは閣下です。街などにおらず、東へ行こうと。そして、われわれワークリーチャーの理想の地を創つくろうと。わたしや仲間はそれを信じてきました。もちろん、閣下の、人を支し配はいしてしまえるお力のことは存ぞんじております。しかし、仲間の多くはそれだけではなく、苦しみをなめていたからこそ、付いてきたのでしょう。閣下はそうした生き物ではないのに──」

「余よのなめた理り不ふ尽じんは、おまえたちと同じようなものだ。翼つばさを汚けがされた天使など、人におとしめられるためだけにいるようなものよ」

　ジュノーは回想するかのように口を切った。

「では、明そう。もうわれらの力を世に知らしめるときだものな。余は天使でありながら、もともとおまえたちのような〝変身〟というものに興きよう味みを抱いだいておった。そして、そうした研究からやがてこの〈混沌の書〉を入手するにいたった」

　黒い革かわ表びよう紙しの本を掲かかげる。

「しかし、聖せいとは頑かたくななものよ。たかがそうした研究だけで告発され、聖なる地位を剝はく奪だつされようとはな。弾だん劾がいした者は、聖は魔まに興味を抱いてはならぬ、と告げた。それは〈昏くらき夢ゆめ〉であり、やがては魔に転じると。興味を持つこと自体が魔への第一歩であり、まして、こんな書を隠かくして所有するのは、そのこと自体が重じゆう罪ざいらしい」

　男は笑った。

「知ることと、信ずることはちがう。しかし、どうやら硬こう直ちよくした組そ織しきには、区別がつかぬらしい。余はばかばかしいので、嘲ちよう笑しようしてやった。なら、余を堕天使と呼べ、〈昏き夢見る天使〉と。そして、書を保ほ持じしたまま逃とう走そうしてやった。しかし──」

「どうなったのです？」ネズミ男は、話がとぎれたことに心配げだ。

「魔に墜おちて初めて、聖の輩やからへの信しん仰こうを中心とするこの世の仕組みの理不尽さも知った。とにかく、われらは悪らしい、なにもしておらなくともな。やつらはレッテルを貼はり、そこから来る圧あつ迫ぱくは、おまえたちもよく知っておろう」

「嫌いやというほど」嫌けん悪おの表情が走る。

「なら、硬直したそうした輩どもには、やつらのおそれる魔の力を見せつけてやらねばな。ただ、魔の世界にもいろんな考え方の者がおる。いや、魔はたしかに力を有してはいるが、唯ゆい一いつの欠点は、各自がばらばらなことだ。なかには余と手を結びたがる者もおるし、一方で足を引っ張ろうとする者もおる。余はそれが面めん倒どうになった。だから、おまえたちのような者を見つけて組そ織しきし、うって出ることにしたのだ。この冠かんむりを戴いただき、〈混こん沌とんの書〉が理り解かいできたいまはな」

「そうでしたか。お話しいただいてありがとうございます。わたしも胸のつかえがおりました」

　ネズミ男は納なつ得とくして安心したようだ。その後は、これからの簡かん単たんな指し示じが続いた。

　リコルは複ふく雑ざつな思いだった。ジュノーの思想に同調したわけではない。それは、少しばかり、いや、かなり短たん絡らくし、偏へん見けんが入っているように見える。そうではなく、もともとの研究へのうちこみかたが、自分にも通じるような気がしたからだ。自分も、下手をしたらああなるのか……?!

　と、相手が部屋を出ていきかけたので、召しよう喚かん術じゆつ師しはつまらない思考を振ふりきり、あわてて二人の後に付いていった。

　一行がしばらく複雑な道を進むと入り口があり、表に出た。そこには、かつて見たのと同じような儀ぎ式しきの準じゆん備びがしつらえてある。

　草を刈かった跡あとが見える空き地だが、かなり広い。以前、ハーピィたちの戦った場所の十倍近い広さがあるだろうか。

　その周囲を取り囲むように、六つの場所に明らかに目につく石の柱が建ててあった。六つの等間かん隔かくに並ならぶ石柱──何を意味するのかは、リコルにはいやというほどわかった。六門の世界では、魔術を表わす六つの頂ちよう点てんを結ぶ星型。それは、大がかりな儀式魔法の際さいには必要だ。石柱の間を結ぶ目に見える線のようなものはないが、リコルにはそこに働く不気味な力をすでに感じていた。

　黒衣の男は、いったん行動に移うつると躊ちゆう躇ちよはしなかった。

　以前見たときのように、冠を頭に載のせると、片かた手てを書物に置き、その場全体を見み渡わたしてから何かをつぶやきはじめる。

　やがて、周囲の石がそれぞれ赤く輝かがやきはじめた。まるで、炉ろで熱せられた炭すみが燃もえるかのように、それぞれがぎらついていく。

　男の詠えい唱しようの声が大きくなった。

　と同時に、赤く輝いた石から光の渦うずが立ち昇のぼり、それはどんどん速く回転しはじめた。まるで光が鋭するどい鎌かまと化し、空気を切り裂さくように見える。

　そして、六つの渦は合体すると、その刃は先さきを地面に向けた。

　爆ばく発はつするような震しん動どうが轟とどろくと、大地が裂けた。

　それはまさに裂けるというにふさわしい。

　土つち煙けむりがもうもうと上がるなか、裂け目からおぞましいものが湧わき上がってくる。

　リコルは目だけの存そん在ざいとなっていたにもかかわらず、背せ筋すじを寒いものが駆かけ上ってくるのを抑おさえることができなかった。

　ジュノーは相変わらず詠唱を続けている。

　その前に、次から次へと、おぞましい自然ならざる形をした怪かい物ぶつたちが勢せいぞろいしつつあった。

　しかも、今回は数が多い。以前、ハーピィを襲しゆう撃げきしていたときには十数体の群むれだった。それがいまは、うじゃうじゃと百を超こえようかという有様だ。

　そいつらがいま揃そろいきったのか、裂け目から上ってきたところで、歓かん声せいじみた声を上げている。ジュノーもようやく気づいたようだ。目をつぶっての詠唱から醒さめ、不ふ浄じようの集しゆう団だんをきっと睨にらんだ。

「充じゆう分ぶんでございましょう、閣かつ下か」

　あのネズミ風の小男が囁ささやきかける。

「いや、これではまだ数が不足しておる。扉とびらを完全には開けきっていないからだ。まあいい。これだけでも、リュイエンの者たちは腰こしを抜ぬかすだろう。何よりも、まず不意をついて相手をおびえさせること、それが重要だ」

　そして、彼は冠の位置をただし、怪物の群に指し示じした。

「混沌のものどもよ。貴き様さまらの目的地はただ一つ。ここをまっすぐに突つっきって、リュイエンの街を攻せめろ。邪じや魔まするものはすべて倒たおせ！　貴様らの力を見せつけてやれ!!」

　何やら雄叫おたけびめいた声が上がった。ただ、それは辺りの空気をつんざく耳ざわりな雑ざつ音おんとしかとれなかった。

　リュイエンを攻める？　なぜ？

　しかも、いままさにこの群は出発しようとしている。大変だ──

「では、閣かつ下か、こちらへ。彼らの指し揮きをお願い致いたします。わたしは──」

「ああ、早く、〈磁じ石しやく〉を見つけ出すのだ。それがすべてだ。こちらは、リュイエンに向かうぞ」

　黒衣の堕だ天てん使しはうなずくと、近くの馬に向かっていった。

　リコルは後を追いたくもあったが、これだけ見たなら充分だった。とにかく早く戻もどって知らせなければ

　その意い識しきとともに、自分の五感がすっと天空に向かうのがわかった。




「それって大変じゃない！　すぐ街に戻って知らせないと」

　意識が覚かく醒せいして、状じよう況きようをあわてて語ったリコルに対し、ファラータは勇いさみたった。

「うん、こんなに差し迫せまっているとは知らなかった」

「リコルさん、その洞どう窟くつの場所はわかるんですか？」

　サラも熱心にきいてくる。

「いや、はっきりとはわからなかった。あの東の山脈のどこか、リュイエンにそう遠くないところだとは思うけど、ぼくは〝視みていた〟だけだから」

「そうじゃ、〝星の道〟を使うのは、実体ではない。いきなり思ったところに現あらわれるから、地下だったらわからないじゃろう」

「でも、外に出て見たんでしょう？　土地勘かんならわたしの方があるから、ルクエリ様、わたしには無理でしょうか？」

　サラが申し出る。

「すぐにはむずかしい。これには星の配置も関係しておる。みだりに用いれば、失敗の代だい償しようは消しよう滅めつじゃ。危き険けんな技わざなんじゃよ」

　ファラータはいてもたってもいられない様子だった。

「街まで飛んで戻って大だい丈じよう夫ぶかしら」

「いや、それはぼくも考えたんだが、それからの説得も大変だろう。間に合うとはとても思えない。ぼくらを信じてもらえればいいんだが」

「リュイエンの者たちは尊そん大だいじゃからのう──」

「あっ、あれがある！」

　一いつ瞬しゆん悩なやんでいたファラータは、たちまち思いついた。

「リコル、ケンちゃんたちよ、信じてくれてるのは、むしろあの人たちじゃないかしら」

「おいおい、そんな、急に言っても」

「いいえ、あのケンタウロスたちならわかってくれるわ。それに、いつでも臨りん戦せん態たい勢せいにあったじゃない。彼らに協力してもらえれば──」

　リコルにはそれが可か能のうかどうかまだ判はん断だんできなかったが、他にとれる手しゆ段だんと言えばそれくらいしか思いつけなかった。

「間に合わないかもしれない。でも、やってみないとわからないな」

　サラには別の案があるようだった。考えてから彼女は口を切った。

「わたしは、ハーピィたちに知らせに行きます。場所のことなら彼女たちの方が詳くわしいかもしれない。わたしなら、女王の信頼を得られるかも」

「そんな、また捕ほ虜りよに──」

　言いかけたファラータだが、サラの目には決意の色があった。

「これは危き機きです。わたしたちが力をあわせないと、とんでもないことになってしまう。いまこそ、各種族の協力が必要だということをわかってもらうチャンスなのです」

「でも、誰かがリュイエンに知らせないと」

　リコルはそう言いながらも心では決めていた。ぼくがリュイエンに、ファラータがケンタウロスに、サラがハーピィに知らせるのだ。三派ぱにわかれるのは危き険けんかもしれないが、ここはそれがいちばん効こう率りつがいい。

〝そして、おいらは連れん絡らく役だな。なんだかやる気が湧わいてきたぞ、ホーホー〟

　相変わらず、クロックの声は余よ裕ゆうを含ふくんだものだった。しかし、そこに若じやつ干かんの緊きん張ちようが感じられるのも事実だった。







　第四章　混こん沌とんと魔ま界かい







　夜明け前。ぼんやりと東の空が赤らむ。これまでは暗くてよく見えなかった景色も、遠目が利きくようになってきた。

　衛えい兵へいのロバートは眠ねむ気けを払はらいながら、交こう替たいでリュイエンの防ぼう壁へき任にん務むに就ついた。長い間、この地で荒あら事ごとは起こっていない。過か去こに遡さかのぼると、六王国とまではいかないが、かつて砂さ漠ばくから遊ゆう牧ぼく民みんの群むれが押おし寄せたことがあるくらい。しかし、それも大事にはいたらなかった。

　それからは主にケンタウロスと、縄なわ張ばり争いめいた揉もめごとがあったくらいで、歩ほ哨しよう勤きん務むといっても形式的なものだった。

　とはいえ、近ちか頃ごろはハーピィやバードマンが人をさらうとか、ケンタウロスが不ふ穏おんな動きをしているとか、なにかと穏おだやかでない話題が人々の口にのぼっている。彼ら衛兵が久ひさしく要よう請せいされているようで、ロバートもこれまでよりは勤務に熱が入っていた。

　だけどなあ、朝早いのは苦手なんだよなあ、とぼやきつつ、石いし壁かべを西から東へと北回りに徐じよ々じよに登りながら歩いていく。東のいちばん高いところで、周りを見み渡わたしてから、今度は南回りに降おりる──この繰くり返しだ。

　なんでも夜中過すぎに人の乗ったグリフォンが市し庁ちよう舎しやに降り立ち、それから、めったにないことだが、夜中の市庁舎に明りがともった──緊きん急きゆう事じ態たいということだ。連絡役としてのグリフォンなら珍めずらしくもないが、お偉えら方がたがそんな時間に仕事をするとは、これは珍しい。

　まして、緊急事態？　何が緊急なのだ？　ケンタウロスでも襲おそってくるのか──こんな立派な壁があるじゃないか。まあ、たいしたことはあるまいと、ねぼけ頭でぼんやり考えながら、ロバートは東の高所からぐるっとあたりを見渡した。

　東に山脈、そして、北にはずっと森が続いている。西は草原だ。

　見み慣なれた光景だと思いながら、ふと北東の下方近くに目をやった衛兵は、不思議なものを見つけた。

　何か、黒いものが見える。それはまるで絨じゆう毯たんのように、森の一角に見えては、また隠れる。しかし、それらが徐々にこちらに近づいてくるのは確たしかだった。

　いったい、何だ？

　ロバートは遠えん視しに近い視力で、正体を見定めようとした。

　途と端たん──

〝何なんだ、あれは！〟

　悲鳴とも叫さけびともつかない声が、衛兵の喉のどからもれた。これまで想そう像ぞうしたこともないような、不気味な化け物だち。その大たい群ぐんが、リュイエンの街めがけて、黙もく々もくと進軍してくるのだ。

　まるですべてを吞のみつくす蟻ありの絨毯みたいだった。しかも、これは貪どん欲よくで攻こう撃げき的なおそるべき蟻の群だ。こんなやつらが這はい上ってきたらリュイエンはひとたまりもあるまい。ぞっとする想おもいがかけめぐる。

　踵きびすを返すと、彼は脱だつ兎とのごとく詰つめ所しよに走った。




「大変です！　わけのわからない怪かい物ぶつが迫せまってきます」

　市庁舎の一室でまどろんでいたリコルの耳に、息せききった使者の声が届とどいた。

　リコルはここで待たされていた。話を信じてもらえずに──

　無む論ろん、彼はあれからすぐにファラータを乗せて、ケンタウロスの群に向かった。

　幸い、位置はすぐにわかったし、交情を深めた後のことでもあった。それに、ケンタウロス自身が、最近の不ふ穏おんな状じよう況きようを肌はだで感じていて、臨りん戦せん態勢にあったことも味方した。リコルらの報ほう告こくは不ふ審しんを感じさせることもなく、すぐに信じてもらえた。

　ただ──それが、人間の街リュイエンを救うのに、彼らケンタウロスが協力しないといけない、となると話は別だ。

　どうして、いままで無視してきた輩やから、いや、あえて言うなら敵てき対たいするような立場をとっている連中を助けなきゃならないんだ、話によると、相手はおそるべき化け物らしいじゃないか、命がけの戦いになるに決まってる──気位の高いケンタウロスはさすがに自分たちが不利とまでは考えなかったものの、わだかまりがあるのは嫌でも感じられた。

　リコルやファラータの説得は時間がかかりそうだった。しかし、いつまでもぐずぐずしてはいられない。リコルは説得をファラータにまかせた。男社会であるケンタウロスたちを説得するのにファラータで大だい丈じよう夫ぶかとも思えたが、同時に、彼らは腕うで前まえを認みとめる実力社会でもある。ファラータはすでにそれを存ぞん分ぶんに発はつ揮きしていた。むしろ魔法を使うリコルよりも、戦士であるファラータに望みを託たくした方がいい。

　そして、彼は急いでリュイエンに戻ったのである。

　予想していたものの、こちらはこちらで大変だった。夜中に市庁舎につき、市長を急いで起こしてもらったものの、根こん拠きよとなるのはリコルの言葉だけだ。しかもそれは、どこかから見たこともない怪物が襲おそってくる、というおとぎ話みたいなものである。

　はっきり言って、取りあってもらえそうにない。

　幸い、リロイの一いち座ざが残っていて、そのつてからニコラス家をはじめ有力者を介かいして、市長にとにもかくにも緊きん急きゆう体たい制せいをとってもらうよう手配できた。

　しかし、永ながい平和に浸ひたっていた彼らは半信半はん疑ぎだ。緊急体制とはいっても、衛えい兵へいたちにいつでも防衛できるよう待機させる、といった形の上だけのもので、隣となり街まちクシュナへ援えん軍ぐん要請の使者も送られていない。市長は一いち応おう、執しつ務む室に残っていたが、眠ねむりを妨さまたげられたいらだちに、もし何も起こらなければあの若わか僧ぞう、どう始末してくれようか、と案を練っていたくらいだ。

　そこに、見張り壁から使者が来たのである。

「どちらですか?!」

　泡あわをくった表情の市長のそばに行って尋たずねる。市長はそれどころではないらしい。無理もない。こんな戦いが起こるのは、もう百年以上絶たえて久ひさしかったはずだ。市の上じよう層そう部ぶや貴き族ぞく、そして、クシュナから形の上だけ駐ちゆう留りゆうしている騎き士したちに、急いで連れん絡らくを取ろうとしている。

　この人たちと話していたら、あっというまに攻せめ滅ほろぼされる──そう判はん断だんしたリコルは、使者に現げん場ばへ案内してくれと告げた。もちろん、自分はリュイエンのために戦うので、邪じや魔まはしないでくれ、と告げて。

　どうやら市長は、リコルの話が本当だったので、それだけは確かく約やくしてくれた。渋しぶ々しぶうなずきかえす。

　リコルは足早に、使者と東の壁にある詰所に向かった。

　ファラータはどうしてるんだろう？　クロックが連絡に来てくれてもよさそうなのだが、全然そんな兆ちよう候こうはなかった。鳥がケンタウロスのところに向かっていたとしても、距きよ離りが遠すぎて心では会話できない。

　壁の下を見て、召しよう喚かん術じゆつ師しは状況が差し迫せまっていることを知った。数時間前、〝星の道〟をたどって覗のぞき見た黒い軍ぐん団だんが、かなり迫って来ている。あと半時間もあれば、この壁に到とう着ちやくするだろう。衛兵といえば、急きゆう遽きよ駆かり出された者が壁の上で右う往おう左往するだけだ。もちろん、彼らも弓を手に、狙ねらいを定めようとしているが、如何いかんせん、普ふ段だんからこうした戦いには慣なれていない。一いつ斉せい射しや撃げきなどできるのだろうか──そして、敵がひるんだところに、街からうって出る騎士団は？

　やがて、どうやら衛兵隊長のような者が現われ、一いち応おう、指し揮きをとりはじめた。

「貴様は？」

「わたしは召喚術師のリコルといいます。この街を守るために市長に許きよ可かをいただきました。ここへ彼らが達すると厄やつ介かいです。わたしはそれまでに食い止めて、時間をかせぐつもりです」

「ふん、貴様などに指図は受けんわ。あんなもの、こちらから弓を射いかければいちころだ。まあ、手伝うのならよいが、くれぐれも邪魔はするなよ」

　リコルは呆あきれて反論する気にもなれなかった。戦い慣れたハーピィの一群すら、あっというまに屠ほふってきた相手、それも、そのときより数が多い軍ぐん勢ぜいを、これだけの衛兵の弓で追い返せるつもりなのか。

「とても弓だけでは──」

「なら、どうせよというのだ。あわてるな、敵がひるめば、ロンウェル卿きようを中心とする騎士の方々がうって出て、追い散らしてくれるわ」

　リコルは知っていた。騎士といっても、あの人間中心主義のおいぼれの一団、たかが十数騎しかいないはず。とてもかなう相手ではない。敵は百を上回る数が迫ってきているのだ。

「駄だ目めです。それだけでは、この上から、もっと敵に被ひ害がいを与あたえる方法をとっておかないと──」

「ええい、うるさい。控ひかえろ」

　そのとき、リコルは衛兵以外の姿すがたを目に留とめて、驚おどろいた。

　あれは──

「おお、誰かと思ったらリコルじゃないか。おまえも戦うのか？」

「ファラータはいないの？」

　ケリーとエマだった。さっき座ざ長ちように会って、相談したのを聞きつけ、応おう援えんに駆かけつけたのだろう。しかし、彼らは芸達者だが、こうした戦せん闘とうには向いていないんじゃ……。

　怪け訝げんな顔をするリコルに、わかってるよと言わんばかりにケリーがウィンクした。

「おれたちには武ぶ芸げいの嗜たしなみがないと思ってんだろ。甘あまいな、猛もう獣じゆう使つかいさん、おれたちだって、あれだけ危き険けんな技わざを扱あつかってんだ。少々、武器の手習いくらいはしてるんだぜ。火矢ってのは聞いたことあるだろう？」

　そう言って弓をかまえ、矢に火を吹ふくまねをする。

「そうよ、わたしは──さあ、沸わかした油を早く壁かべに並ならべるのよ」

　エマの大声に、女たちが大きな釜かまに煮に立たった油を入れて運び上げてきた。そう、これこそリコルが望んでいたものだ。リュイエンの街の壁は高い──なら、その武器をもっとも活用すべきなのだ。高い位置から、敵が壁を乗り越こえないようにありとあらゆる手を尽くす。幸い、敵には空を飛びそうなものはいなかった。地面を歩くものなら、壁を上ってこざるを得ない。それなら、高い位置からの物体はもっとも強力な武器に変身するのだ。

　しかしリコルには、この援軍に感かん激げきしている暇ひまはあまりなかった。

　敵はもう間近にまで迫っている。

　そう、この敵を先に食い止めて、時間をできるだけ稼かせぐことが大切なんだ。きっと、ファラータは来てくれる。そのうちきっと──

　だが、その決心も、森の切れ目から続々迫ってくるおぞましい大群を目にすると、ともすれば萎なえかけた。〝混こん沌とん〟の不気味さは、人がそうあってはならないと思えるような、まさにそうした形をしているが故ゆえなのだ。あってはならない手、あってはならない足、あってはならない顔、目、口、鼻……

　それらがてんでんばらばらに叫さけび、わめき、泣き、進んでくる様は、まさしくこの世の終わりを思わせた。

　ああ、ぼくに大規き模ぼな儀ぎ式しき魔ま法ほうを使う力があったなら──こうした場所からなら、きっと最大の効こう果かを生んだことだろう。だが、そんな能のう力りよくも、そんな時間もなかった。ここでただ一人、力の許ゆるす限かぎり召しよう喚かん術じゆつを使わねばならない。

　果して、もつだろうか？

　いけない、集中するんだ。リコルは頭の中に、前夜から必死で覚え込こんだ名を思い浮うかべた。もともとは土や風にちなんだ、おとなしくて小さなものたちを召喚するのが得意である。だが、この場合は小さなものたちでは駄だ目めだろう。かといって、無理にこの場にあわないものを召喚することもできない。失敗は致ち命めい的てきだ。

　リコルは自分の能力を精せい一いつ杯ぱいに解とき放った。緑の札ふだが宙ちゆうに舞まう。




　盟メイ約ヤクニヨリテ、ワレ召喚ス

　緑ナス木々ニ寄リシ、大イナル人ヨ
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　それに続いて、もう一枚まいの召喚札を飛ばす。

　しばらくは、何も起こらなかった。

　とそのとき、進軍してくる混沌の化け物の横手から、森を縫ぬって、巨きよ大だいな姿が現われた。

　身の丈たけは人間の五倍はあろうか。全身、植物や蔦つたで覆おおわれ、正体が何かは定かでない。ただ、人のように頭、手足と五体らしき形は特定できた。

　植物の巨人プラントジヤイアント?!

　まさしくその形けい容ようは適てき格かくだった。

　そして、そのそばには、これも巨大な甲かぶと虫むしのような昆こん虫ちゆうが付き従したがっている。リコルがこれまでにも召喚したことのある斑甲虫マーブルビートルだった。もちろん、普ふ通つうの甲虫ではなく、馬ば鹿かでかい。

　ふう、なんとか呼び出せたぞ。

　一いつ般ぱんに召喚術ならいつでも呼び出せると考えている者もいるが、当然、その環かん境きよう、地形に近い方が呼びやすい。近くにいないとなると、呼び出すにはかなりの労力がいるし、失敗することも多々ある。

　リコルは森が近いということもあって、古代から棲せい息そくするという植物巨人プラントジヤイアントを選んだのだった。

　進軍してきた混沌の群むれは、さすがにそちらに注目した。

　何体かが脅きよう威いと見なして、その巨体めがけて突進する。こぶの塊かたまりのような頭を体にいくつもつけた姿すがたや、腹はらに巨大な顔をもち、手足が四方八方に伸のびているもの──というより、体自体が巨大な頭とう骨こつを表わしていて、その下から手足が伸びている、まるで人間蛸たこ──が、まず襲おそいかかろうとした。

　蛸の手足や、こぶ怪かい物ぶつの振り回す鎖くさりが、激はげしく巨人を打つ。甲虫がそれをかばうように前に出た。攻こう撃げきはがしっと受け止められる。

　通じないとみるや、こぶ怪物のいくつもの頭が膨ふくれ上がった。それぞれが膨れたため、全体が二倍になったかと錯さつ覚かくする。人間蛸の方は手足が急に伸びた。

　再ふたたび、激しい打撃。たまらず甲虫が吹き飛ぶ。植物巨人にもその打撃は効果が大きかったようだ。植物のからまるその姿が緑の輝かがやきを発した。

　魔法だ、防御エンデユアランスを上げている──リコルにはわかった。

　なんとか持ちこたえたようだ。それから巨人は、蔦のからまる腕を自らの体の奥おくに差し入れた。なんだろうといぶかるリコルの目に、その手に握にぎられた塊が見えた。

　ぶどうの粒つぶのようなものが房ふさとなっている。巨人はそれを空中に投げた。

「ぐわっ!!」

　怪物たちがのけぞる。それは空中で、小さな丸い塊に分ぶん解かいすると、それぞれが怪物の群に散り、当たると激しい音を立てて弾はじけた。もうもうたる煙けむりが上がる。

「燃もえ弾ける胞ほう子しの球か」思わず、リコルは唸うなった。

　混こん沌とんの怪物たちもこれにはかなりの数がのたうちまわり、倒たおれたものもかなりいた。

　しかし、彼らは数で圧あつ倒とうしている。巨人の前には、新たな敵てきが突進し、今度は触しよく手しゆから何かの液えきを放った。もう一匹ぴきが何か唱えている。液はどす黒く、まるで混沌そのものを表わすかのような武ぶ器きだった。当たった箇か所しよは、じゅうじゅうと音を立て、見る間に焼け焦こげの傷きずが広がっていく。こうした混沌の武器は触れると致ち命めい傷しようになるのだろう。

　巨人は今度も緑の輝きを放って、その攻こう撃げきを防ふせごうとした。傷の上に砂すなを撒まいたようなかさぶたができる。〝鉄壁の砂サンドカーテン〟の魔法にちがいない。

　ところが、そのそばにいた一匹はこれを予想していたかのように、手に持つ何かをうち振った。それは見る間に〝鉄壁の砂サンドカーテン〟を色あせさせ、と同時に、砂を激しく燃え上がらせたではないか。

　植物巨人が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる。さしもの、森そのものを表わすかのような巨人も、これにはなすすべがなかった。巨木の倒れるような音とともに、地面に崩くずれ落ちる。

　一瞬ひるんだ混こん沌とん軍も、これに力を得たのだろう。勢いきおいづき、壁の攻こう略りやくに向けて突進してくる。

　リコルはいつ魔法を打とうかと構かまえた。できるだけ引きつけた方がいい。遠距きよ離りなら弓の方が効果的だ。

　しかし、足あし下もとに迫せまった混沌軍は、雨あられと弓を射いかけられるにもかかわらず、さしたる損そん害がいを受けているようには見えない。もちろん、戦い慣なれしていない衛えい兵へいの矢など、たいした効果がないと言ってしまえばそれまでだが、それにしても厚あつい皮ひ膚ふや装そう甲こう、あるいはなんらかの防ぼう護ご策さくを講こうじているのは明らかだ。

　そして、彼らは壁への対たい処しよも考えていた。見るもおぞましい怪物の中に、手が何本もあるやつがいる。そいつらが器用に手を組み合わせて何体も重なりあい、あっというまに梯はし子ご状じようになったではないか。その背せを駆け上がってくる化け物ども。

「うわっ、来る～」

　弓が効きかず、壁かべもいままた破やぶられようとしていると知って、恐きよう慌こうに陥おちいった衛兵の一部が武器を捨すて、背を向けようとした。

「何、びびってんのよ！　いまがチャンスじゃない!!」

　エマの声が響ひびいた。彼女の指し揮きで、用意した釜から煮にえたぎる油がばら撒まかれる。それは這はい上がってこようとする一列の混沌どもに見事に命中した。たまらず、そいつらはばらばらに崩れさった。そこにケリーの火矢が命中する。たちまち上がる炎──他でも、こうした油ばら撒き作戦は功を奏そうしていた。

　しかし、あくまで彼らはひるまず上ってくる。

　ついにそのうちの一匹が、壁を越えた。頭が二つあり、手は四本、足も四本で、それを利用して弾はずむように外壁に降おり立つ。弓兵たちはその姿にあわてて散ったが、ケリーは沈ちん着ちやく冷静に弓を剣けんに持ち替かえると、そいつにひと太た刀ち浴びせた。とても生き物の血とは思えないような、どす黒い体たい液えきが飛び散る。

　しかし、その剣けん技ぎに見み惚とれている暇ひまはなかった。一匹目に続いて、二匹、三匹と黒い化け物だちが乗り越えてきたからだ。幸い、ケリーのすばやい身のこなしに、衛兵たちもわれにかえり、今度は乱らん戦せんで迎むかえ討うつ気配が見えはじめた。

　敵はエマが指揮する油釜を障しよう害がいと見て、そちらに向かうやつもいた。エマはそれに向かって、飛び蹴げりを加える。その見事な足さばきに、リコルはファラータを思い出した。

　それでも、女たちは無む防ぼう備びだ。これではいけないと、リコルは主にそちらの援えん護ごに向かった。近ちか寄よって行こうとする混沌の輩やからに、激はげしい青い稲いな妻ずまが飛ぶ。何匹かはかんだかい叫さけびを残し、壁から墜おちていった。

「うわっ！」

　後ろで、ケリーの悲鳴が上がる。

　振ふり返った召しよう喚かん術じゆつ師しの目に、火吹き男がひときわ大きな混沌に抱かかえ上げられ、壁から投げられようとしている姿すがたが映うつった。

　リコルが魔法を相手に向ける暇もなく、ケリーは宙ちゆうに舞まった。

　墜ちる。

〝大地の力よ、そのものに軽き羽根の舞を与あたえよ〟

　リコルは必死に〈浮ふ遊ゆう〉の魔法をかけようとした。以前も使ったが、これはかなり体力を必要とする。いまいくつか魔法を使って体力が消しよう耗もうしているのに、効くかどうかわからない。しかし、見守るうちにケリーの落下速度が徐じよ々じよに落ちていくのがわかった。これなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

　安心したのがまずかった。見下ろすリコルの背をどんと突ついたやつがいる。ケリーに集中していたので、背はい後ごを取られたのだ。

　人を助けようとして、自分が同じ目に遭あうなんて、何てお人好しなんだろう──つかのま、そんな思いがかけめぐる。

　必死に最さい後ごの呪じゆ文もんをかけようとするが、とても〈浮遊〉はかけられない。そうなると、あれしか……

〝緑なす大地よ、われの下に咲さき誇ほこるべし──〟

　唱え終わるか終わらないうちに、地面にぶつかる激しい衝しよう撃げきがあった。

　だが、それは硬かたい地面ではなかった。それまでむきだしの土だったところに、緑なす灌かん木ぼくの茂しげみがたちどころに現あらわれ、リコルの体をやさしく包み込んでくれたのである。

「おい、大丈夫か」

　目をぱちくりさせながら、ケリーが駆かけ寄ってくる。

「大丈夫……じゃないみたいだ」

　墜つい落らくから助かることには助かった。

　でも、もう駄だ目めだろう。リコルやケリーたちが張はった必死の防ぼう衛えい線せんも、喰くい破やぶられつつある。いったん、防ぼう壁へきを乗り越えて彼らが中に入れば、街は大混こん乱らんになる。そうこうしているうちに、街の門が打ち破られれば、もはや敵てきの侵しん攻こうを食い止めるものはない。確たしかに、敵は大軍ぐん団だんというほどではないので、完全に支し配はいされることはないかもしれないが、その被ひ害がいははかりしれないものになるはず。

　だが、そんなことよりも──

　目前に生命の危き機きが迫せまっていた。

　混こん沌とん軍は、梯子状の仲間を伝って壁を越えようとしていたが、それでも、壁から落ちたリコルたちに気づくものもいた。そいつらが何体かにじりよってくる。その行動には、後はとどめをさすだけと言わんばかりの余よ裕ゆうがあった。

　悔くやしいが何もできない。体力は使いきってしまった。とても召喚できないし、魔法もかけられない。ケリーに戦える力はあるだろうが、それだけだとたかがしれている。

　リコルは覚かく悟ごを決めた。

　頭の中に、これまでの思いが駆かけめぐる──ファラータやクロックの姿すがたが。

　そのとき、遠くでラッパの音がした。いや、それは角つの笛ぶえだったのかもしれない。

　と同時に、前衛以外に離れて待機していた混沌軍から、気味の悪い声が上がりだした。

　リコルたちも、眼がん前ぜんの敵も、あわててそちらを見る。

　残っていた混沌軍の主力は、いままさに混乱に陥おちいっていた。

　彼らのただ中へ、強力な矢が雨あられと浴びせかけられたからである。

　それはまさに集中砲ほう火かと呼よぶにふさわしい迫はく力りよくだった。

「第一、二、三部隊、縦たて長ながの陣じん、右う翼よくへ。残る部隊は方形の陣を取りつつ、中央に攻撃を集中せよ！」

　懐なつかしい声が響ひびきわたる。

　セギオールだ。ケンタウロスの軍団がついに駆けつけてくれた。

「やっほー、リコル、元気～！」

　遠くで、ケンタウロスの背せに乗って、手を振っているのはファラータだろう。

　たぶん、ぼくが壁の上に立って、奮ふん戦せんしてると思ってるんだろうな。もうちょっと早く来てくれれば、それなりの活かつ躍やくを見せられたのに──

　召喚術師はなんとなくバツの悪い思いだった。それでも、これで命を取り留とめただけでなく、形けい勢せいも一挙に逆転してしまうだろうと、ほっとしていた。

　確かにケンタウロスの攻撃はすばらしかった。

　残っていた混沌軍は急いで散開しようとするものの、ケンタウロス得意の四馬一体となった陣形で取り囲み、あっというまに矢の餌え食じきにしてしまう。その矢も、通つう常じようの威い力りよく以外に、どうやら何か塗ぬってあるらしく、屈くつ強きような化け物たちがいとも簡かん単たんに倒たおされていくのだ。

「なにか毒物でも──いや、こいつらに毒は効かないだろうから、威力を増ます燐りん粉ぷんみたいなものが塗ってあるんだろうな」

　リコルは独りごちた。

〝われら風の民ケンタウロス、ウィンフィーナ女王の結びし、いにしえの人間との盟めい約やくにより参上した。われ百戦隊長ドレクスラー、地じ獄ごくのものどもよ、疾とく去るべし〟

　長おさが雄叫おたけびを上げる。それに応こたえるケンタウロスたちの叫さけび。

　やがて、混沌軍は退ひきはじめた。ジュノーの姿はわからなかったが、明らかに戦せん況きようの不利を見てとったのだろう。

　彼らが去っていくさまは、まるで黒い潮しおが引いていくかのようだった。追っていかねばと思いつつも、リコルにとてもその余力が残されてないのは明らかだった。




「えっ、どうして追いかけなかったんですか！　ケンタウロスに言ってくれればよかったのに。いますぐなら、まだ跡あとをつけられると思うけど」

「いや、もう無理だろう。それに、街も心配はない。現に、今回もたいした被害もなくリュイエンは守られた。まあ、すぐには襲おそっても来ないだろうが、警けい備びを怠おこたらないようにしておけば」

　市長に反省の色はないようだった。

　ここは、今後の体たい制せいをどうするかが議ぎ論ろんされている市し庁ちよう舎しやの一室だ。リコルとファラータも、街の防衛には功あったとして呼ばれていたのだが、それにしても、永なが年ねんの平和に浸ひたってきたリュイエン上じよう層そう部ぶの頑がん固こさには、二人ともほとほと呆あきれていた。

「まあ、それに今回は不意を衝つかれたこともあったが、これでわが騎き士し団だんが警備することになると、まずまちがいはないですしな」

　以前、パーティの席であったあの騎士が髭ひげをなでつける。

「おお、ロンウェル卿きよう、それでクシュナの騎士団とはお話がついたのでしょうか」

「まあ、一いち応おう報ほう告こくは送ってある。あちらにもこうした事じ件けんが起こらぬとも限かぎらない、と書いたので、気にはしてくれるじゃろう」

「では、この件は落着ですな」

「わたしは反対します。先ほどからも言ってるように、あの軍団とそれを指し揮きしている者を突つき止め、根こん絶ぜつしておかないと、また繰くり返されると思います」

　憤ふん然ぜんと述のべるファラータに、市長は渋しぶい顔をした。衛えい兵へい隊も今回の件には驚き、一部にファラータと同じく追つい跡せきしなくてはと考える者がいるのも、彼の気に障さわっている。ただ、その衛兵隊にしても、これまで平和に慣なれきってきたため、そうした部隊にどうえりすぐりを集めていいかわからないようだった。

「ケンタウロスたちだって、このままでは落ち着かないと思いますし」

　ケンタウロスと聞いて、騎士と市長は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。これまで疑うたがってきた当の相手に救ってもらった以上、恥はじは当然だが、素す直なおに感かん謝しやするよりもできれば忘わすれてしまいたいらしい。

「そんなに彼らと親しいのなら、向こうと捜そう索さく部隊を組そ織しきされたらいかがかな、馬使いのお嬢じようさん」

　髭騎士が言い放つ。そこに込こめられた嫌いや味みに、ファラータはいきりたった。

「わかりました。わたしが自分でやればいいのですね」

「まあまあ、今回の件でケンタウロスとは誤ご解かいがとけたのだから、これからはもっと関係がよくなるはずですから」

　たまりかねて市長が間に入る。

　リコルはやれやれという様子で聞いていた。いつまでこんなやりとりを繰り返すのだろう。官かん僚りようというのは、ほんとに保ほ身しん中心で手て際ぎわが悪い。

　そのとき、部屋の窓まどの隙すき間まから黒い影かげが飛び込んできた。

〝リコル、大変だ。サラが……〟

「クロック、どうしてたんだ」

　若わか者ものはもちろん、ファラータにクロックの行方ゆくえは尋たずねていた。

　フクロウはサラが心配だったので、最初からそばに付いて行き、折あらば戻もどってリコルとファラータの連れん絡らく係がかりをすることになっていたのだ。だが、クロックはまったく帰き還かんせず、サラが戻ったハーピィの巣で問題を起こしたのではないか、と二人は気を揉もんでいた矢先である。

「ハーピィとトラブってたのかい？」真っ先に懸け念ねんをただす。

〝ちがう、そっちはうまくいきかけてたんだ。ハーピィはハーピィで、あの怪あやしい連中の巣そう窟くつを見つけかけたので、サラはその捜索隊に加わることになった。だけど、襲われてあの娘むすめはさらわれたんだ〟

　リコルは急いでファラータに事情を説明した。

「どこなの、それ？　助けに行かないと」

　周囲のメンバーには、人間に説明しているように見えるクロックの存そん在ざいに奇き異いな顔をする者もいたが、おおかた魔ま術じゆつ師しの使い魔だろうと納なつ得とくはされているようだ。

〝どこへ連れて行かれたかはよくわからない。何か薬のようなものを撒まかれて、全員が気き絶ぜつしたんだ。気絶する前に見てると、サラが連れて行かれようとしていた。面めん目もくないよ、ホーホー〟

　まあ、フクロウにとどめをさそうなんて物好きはいないからな、でも、生きててくれてよかった、と思いつつ、リコルはどうすべきか悩なやんでいた。

　ファラータはその点、即そく断だん即決だ。

「市長、わたしはさっき自分で調べたら、と言われました。自分の友人の安あん否ぴも気がかりですので、自分で捜索を行ないたいと思います。ただ、街の長であるあなたが、何もされないというのも──」

「わ、わかった、そんなことは言っとらん。こちらも衛兵隊を送り込もうとはしていたのだ」

　市長は汗あせをぬぐいながら言った。どこまでも煮にえきらない男である。

「まあ、あなたがたは敵についてよく知っているようだから、それに加わってもらってもよいが──」

　相変わらず、その傲ごう慢まんな態たい度どにむっとしかけたリコルとファラータだが、とにかくサラが心配なので、その場は抑おさえた。

　会議はようやくお開きとなり、直ただちに捜索が開始されることになった。




「ファラータ、ちょっと考えがあるんだ」

　リコルは会議室を出るなり、準じゆん備びに向かおうとする女戦士に告げた。

「君はクロックと捜索に向かってくれ。ぼくは……」

「えっ、どうするの。サラがどうなっているか……一いつ刻こくも早く助けたいでしょ」

「で、その問題だけど、場所がわかるのかい？」

「それは──行ってみれば、クロックだって捜さがせるでしょうし」

　クロックはちょっと首を傾かしげた。どうも、彼からの手がかりではむずかしいらしい。リコルは言葉を強めた。

「いや、簡かん単たんに見つかるとは思えない。それで悩んでたんだ。だから、決めた──ぼくはもう一度ルクエリ師しのところに戻る。あの〝星の道〟が使えたら、今度こそ彼らの根こん拠きよ地ちがわかるはずだ。それにルクエリ師なら、サラがどこに連れて行かれたか把は握あくしてるかもしれない」

「あなたがそう言うのなら、いいけど。急がないと」

「もちろんだ。わかったら、グリフォンを飛ばしてすぐに追いつくよ、空からだし。じゃあ、クロック、ファラータを頼たのんだぞ」

　フクロウはわかったというように、今度はうなずいた。




　風エルフの森を探し出すのは、少々やっかいだった。直前に行ったところであり、地面からならともかく空からだとたやすいだろうと考えたのだが、そうではなかった。

　サラと向かったときの道みち筋すじを思い出しながら選ぶ。方向といい、距きよ離りといい、周囲の環かん境きようといい、それらしく思えても、なかなかあの森に囲まれ、中央が盆ぼん地ちになっている小山は見つからない。

　かつて、エルフが楽園を守るためにかけていた防ぼう護ごの魔法を知るリコルにとっては気が気ではなかった。

　だが、数時間が経たち、諦あきらめかけた頃ころ──夕陽ゆう　ひが沈しずみかけ、黄昏たそがれが迫せまる頃──召しよう喚かん術じゆつ師しははたと思いついた。あそこには日時計があった。そこに記されていた時間と方位を思い出したのである。これを見れば、そのときの時刻と、自分たちの進んできた方位がわかるなあと、なにげなく思い、留意していたのだ。

　必死に陽と方向を思い浮うかべたリコルは、グリフィンにそのコースをとらせた。すると──

　見えたのだ。森が丘の上で切れて、なだらかに盆地として傾けい斜しやしていく。その中央にはまた小高い丘が──その上に高台がある。ルクエリ師はそこにいるだろう。

　リコルはグリフォンを着陸させ、高台に急いだ。

　予想したとおり、ルクエリが現われた。

「サラの身に何かあったのだな」

　老女はすでに予よ兆ちようを読みとっていたのだろう。若わか者ものは状じよう況きようを手短に説明し、最後にきいた。サラの居い場ば所しよはつかめないかと。

「無理じゃ。さすがにわたしとて、シェイプチェンジャーのことを何でも知っておるわけではない。彼女は使い魔ではない。れっきとした古くからの種族なのじゃ」

　ルクエリによれば、シェイプチェンジャーはもはや六門世界にもほとんど残っていないらしい。何者にでも姿すがたを変えることができる、というのは、逆にいえば、よほど強きよう靭じんな精せい神しんをもたなければ、自じ我がが保たもてないのだ。自分が何者でもないという裏うら返がえしの恐きよう怖ふに捕とらわれ、何かの種族のまま生しよう涯がいを終えてしまうものも多く、それが子孫の減げん少しようにつながったようだ。

「おまけに本来はあの姿じゃろう。醜みにくければまだ慣なれもできる。だが、彼らはあまりにも〝異質〟なのじゃ。人には耐たえられぬ。そして、それゆえ、人間が多い地ち域いきでは何かの姿をまとわねばならぬ。それはそれは苦労が多い種族よ。彼らが子をなかなかなせないのも、わかるのじゃ」

　その言葉には、親代わりとなり、サラを育ててきたこの賢けん者じやの苦く悩のうがしのばれた。

「わかりました。それなら、もう一度〝星の道〟を使わせてください。あれで、なんとかやつらの根拠地の目星をつけたいのです。急がないと──それにしても、サラさんを誘ゆう拐かいしたとは、やつらに何か目的でもあるのでしょうか。まさかリュイエン攻こう撃げきでの、ぼくらの戦いのせいとも思えないし」

　リコルの心の中で、突とつ然ぜん、嫌いやな疑ぎ念ねんが渦うず巻まきはじめた。〝星の道〟を使ったときに、あの堕だ天てん使しの言っていた言葉にひっかかったのだ。やつは〝磁じ石しやく〟とか言っていた。まさか、サラが何か知っているのか？　リコルは、その思いつきを老女にぶつけた。

「わからぬ。確かに、シェイプチェンジャーは古い種族じゃ。だが、そいつらの考えていることまでは──無む論ろん、そなたら魔術を使うものは、強大な魔法を成じよう就じゆさせるため、価か値ちあるものを代だい償しようとして捧ささげることがあるのは、心得ておるじゃろうが」

　ある言葉が、頭に浮かんだ。生贄いけにえ──

　それこそ、若者が恐おそれていたことだった。顔が青ざめる。老女は言葉を続けた。

「だが、それは当事者にとってしかわからぬ。ところで、そなた〝星の道〟と簡単に言うが、これは天地の条じよう件けんが満ちなければなかなかむずかしいのでな」

「そこをなんとかしたいのです。いまのあなたの言葉にあるように、これにはサラやリュイエンの多くの人たちの命運もかかわっているにちがいありません」

　ルクエリは考え込んだ。

「わからぬが、やってみよう。もっとも、その結果、そなたが取り返しのつかぬことになる恐れもあるが……手て後おくれになっては困こまるからな」

　老女は気が気ではない若者に、その場でもうしばらく待つようにと言い残し、準じゆん備びを始めたのだった。




「クロック、どこなの？　もう近いんでしょう」

　フクロウはうんうんとうなずくように首を縦たてに振ふった。

　サラとハーピィの一群ぐんが襲おそわれたという地点に着くには、半日ばかりがかかった。

　ファラータは最初、混こん沌とん軍ぐんの去った跡あとを追つい跡せきしようかと思ったが、リコルにわかりにくい地形だし、いったん洞どう窟くつを見つけても、そこからがまた複ふく雑ざつだと聞いていたので、そちらに向かうのは得とく策さくではないと判はん断だんしたのだ。

　しかし、サラの方の捜そう索さくも大変だった。

　いまようやく、クロックがその場所を見つけたようだ。

　行ってみた現げん場ばは酸さん鼻びを極きわめていた。ハーピィたちがむごたらしく殺されている。こうした現場を見るのは二度目だが、ただ以前と様子がちがうのにも彼女は気がついた。

　どうやら相手は混沌の怪かい物ぶつではなかったらしい。

　どちらかと言うと、鋭えい利りな刃は物もので襲われたり、一撃で始末されている。かつて見た混沌の化け物だちは、この世のものとは思えない奇き怪かいな攻撃をしていた。こちらは牙きばで嚙かまれたりしているのだ。

　ひょっとして、こちらの敵てきはリコルの言っていた獣人ワークリーチヤーたちだったのかしら？

「引きずっていった跡があります！」

　衛兵の一部が伝えた。

　捜索隊は十名ほど。これでは危き険けんな追跡はできないが、跡があるとなると追わねばならないだろう。

　一行はしばらく追跡した。

　そして、森が切れ、崖がけに出たとき、そこに洞窟がぽっかりと開いているのを見つけたのである。どう見ても、ここに敵は入って行ったにちがいない。

　これだけ知れば、今回は充じゆう分ぶんだろう。とてもこれだけの人数では敵を一いち網もう打だ尽じんにすることはできない。

　早さつ急きゆうに戻ってもっと大部隊を調ととのえ、いぶりだすなり、あるいはリコルが襲しゆう撃げき地点に戻ってくるのを待って、対策を練るかだ。

　リコル、だからわたしは見つかると思ったから、こちらに来てほしかったのに──ファラータはそう思いながらも、夜が明ける頃には合流できるだろうと踏ふんでいた。サラの身は案じられるが、仕方ないだろう。今夜は警けい戒かいしつつ野や営えいして、それからね。

　ファラータは敵の根こん拠きよ地ちを見つけたと思ったので、少しほっとしていた。

　後はリコルのみ。

　だが、その彼らを見み張はる目が何十もあるのに、彼女は気がついていなかった。

　夜と、この近くの森そのものが、獣人たちのまさしく根拠地だったのだ。




　夜は更ふけていった。幸いなことに、この日も一いち応おうの星空は見える。ひょっとしたら、風エルフの魔法によって、いつも星天が見えるようにしてあるのかと、リコルはきいてみた。

　準備に余よ念ねんのないルクエリだったが、それは否ひ定ていした。

「たしかに風エルフの中には、少しくらいなら天てん候こうを左右できるものもおる。また、重要な日には、大規き模ぼな儀ぎ式しき魔ま法ほうをかけて空を晴らす場合もある。じゃが、事はそう簡かん単たんではない。今日も、晴れておらねば〝星の道〟はつらいと思っとったのじゃが、運の強いお方のようじゃな」

　やがて真夜中となり、用意は整った。

　ルクエリは念を押おした。

「これは緊きん急きゆうに用いる〝星の道〟ゆえ、あるいは難なん儀ぎに遭あうかもしれぬ。そのときには無理をしなさるな。引き返せると思った時点で帰ってきなさい。行き過すぎると、元に戻もどれなくなる。その点だけは気をつけてな。なにしろ、星の配置が思いどおりではないから」

　これから必死に探たん索さくしようというのに、気の重くなることを言う婆ばあさんだな、と思いつつも、心配してくれているのだろうと、リコルは気を落ち着かせた。

　以前と同じく高台に設せつ置ちされた水すい盆ぼんを覗のぞき込こむ。

　たちまち若わか者ものは引き込まれていった。

　さざ波が広がるような感覚。リコルはそこに潜もぐり、暗い水底みなそこに向かって突つき進む。前は、その道を街灯のように照らす星々が光っていた。

　そして、渦うずのように見える星団や、河かわのように流れる星々の帯も……。

　だが、今回はちがった。

　最初は、そうした星の導みちびきが見えていたのに、何か黒い穴あなのようなものに突っ込んだかと思うと、まったく何も見えなくなったのだ。

　星は？　あの明りにも似にた星空は？

　どうなったのかと周囲を見み渡わたすが、何も見えない。

　まったくの闇やみだ。

　もし、若者がそばで見つめるルクエリのつぶやきを聞いたなら、何が起こったかすぐにわかったことだろう。

「いかん、暗あん黒こく孔こうに向かっておる。危き険けんじゃ！」

　老婆は目を覆おおうような素そ振ぶりをしていたのだが、もはや〝星の道〟に飛び込んだリコルにとってなすすべはなかった。

　暗黒孔──それは星々の隙すき間まに穿うがたれた孔あなのようなもの。〝星の道〟が明るく照らされた街かい道どうとするなら、それは闇の道だ。どこへ通じているのか、そして、どう作用するのかはまったくわからない。ルクエリの心には、正しい星の配置を見定めなければ、どこにこの闇の道が待ち構かまえているかわからないという予よ兆ちようがあった。そして、リコルはまさしくそれに踏み込んでしまったのである。

〝ここはどこだ、どうなっているんだ?!〟

　若者は闇の中で必死に答えを探った。答えるものはない。確たしかに、事を焦あせったのかもしれない。しかし、どうしようもなかった。待っていては、サラの、ひいてはリュイエンの人々が危あぶない。そう思ったからこそ、無理を承しよう知ちでこの方法をとったのだ。

　だが、こんな──

　まったくの無。それが、こんなにもこたえるものだとは、夢ゆめにも思っていなかった。

　ファラータはもちろん、クロックもいない。これまでは、そうした仲間たちが常つねに一いつ緒しよだった。別々に行動することもあったが、それでも彼らとは常に心のどこかで結びついている安心感があった。

　だが、ここでは……まったくのひとりぼっちだ。

　なんとか抜ぬけ出したい。必死になって、手あたり次し第だい探ってみる。だが、リコルはいま、実体を備そなえていない。体は別の場所、ルクエリとともにあるのだ。最後の手しゆ段だんに魔法を使いたくても、行動する体がなければどうしようもない。それは、まるで、夢の中で必死にもがいているようなものだった。

　そう、悪あく夢むの中のような……

　やがて、時間にして、もう半日ほども経たったような気がしてきた。リコルは疲つかれきっていた。逃のがれるすべがない。

　金切り声で叫び出したくなる。実じつ際さいに、ルクエリやカリスタナス、サンジェリコらに、心の中で助けを求めたこともあった。だが、彼らは応こたえてくれなかった。

　気が狂くるいそうになる自分を抑おさえて、リコルはなんとか理り性せい的に観察し、考えようとした。

　自分がいるのはどこなのか？　本来なら〝星の道〟というからには、通路だろう。もちろん、その道も実体を備えたものではない。なら、どういう経けい路ろで通れるのか？　ルクエリに聞いたところで、正せい確かくには教えてもらえなかっただろうが、それが一種の〝魔ま法ほう移い動どう〟のようなものであることは推すい測そくできた。ちょうどリコルが召喚術で、生き物を即そく時じに呼よび出すのと似ているのではないか？

　なら、この闇の道は？　おそらく〝闇の道〟と考えるならば、同じようなものだが、正せい規きのものではない。六門世界の中を通つう過かするのではなくて、どこか異い界かいへと通じているもの……

　異界？　魔界！

　よもや、オティスの領りよう分ぶんか!!

　その名が心に浮かんだとき、リコルは迷まよった。

　オティスとはかつて〈死人の王〉の船で出会い、自分の謎なぞについて一部答えてもらった。そして、かの魔神とのつながりとして、秘ひ儀ぎ書しよを指定された覚えがある。

　しかし以後、若者はその書を何度かひもといていたが、まだまだそれを完全に理解したとは言えなかった。

　それはオティスとの接せつ触しよくに、どこかためらわれるものがあったからだ。

　謎めいた応答という理由もあるが、より深く魔界に踏み込むことによって、自分が自分でなくなるような危機感を抱いだいていたのだ。

　だから、暇ひまさえあれば、クロックの目を盗ぬすんで秘儀書を読んではいたものの、それはただ盗ぬすみ見程てい度どに留とどめていた。できれば、オティスの影えい響きようを受けず、しかし、その力を一部だけでも知ることができれば──そんな甘あまい思いがあったのは否ひ定ていできない。

　もちろん、クロックや何よりもファラータが嫌いやがったという理由もある。

　そうこうするうちに、今回の事件に巻まき込まれ、秘儀書どころではなくなっていた。

　だが、もはやすがるものは何も残っていない。リコルは観念した。

　そして、その名に必死にしがみついた。

　できるだけ秘儀書に載っていた呼び出し方を思い出し、それを正確に頭の中で唱えようとする。

　期待そのものと、失望への期待が微び妙みように交こう錯さくする──そんな気持ちの中、やがて、応えてくるものがあった。

　おお、リコルよ、わが名を呼んだか……

　はじめそれは小さな響ひびきにしか過すぎなかったが、召喚術師が繰くり返し頭の中で名を唱えるうちに、どんどん大きくなっていった。

　そして、眼がん前ぜんの虚こ空くうに、巨きよ大だいな顔が出しゆつ現げんしたのである。

　以前と同じく巨大な顔だった。長い顎あご髭ひげ、二本の角、そして、顔も巨大だが、同じく巨大な乱らん杭ぐい歯ば。その首から上だけが宙ちゆうに浮うかんで、召しよう喚かん術じゆつ師しと対たい峙じしている。

　表情は口調と同じく、謎めいて、そして、皮肉っぽかった。

「オ、オティス、ぼ、ぼくに何の用だ──」

　圧あつ倒とう的な存そん在ざい感を目にすると、どうしても言葉が震ふるえてしまう。

「余よを迎むかえる言葉としては、失礼なものだな。おまえが呼んだので応えてやったまで」

　唇くちびるの端はしが吊つり上がる。

「とはいえ、こうなるかもしれぬと、戯たわむれに余を召喚できる秘儀書を見せてやったのは事実だ。だからこそ、おまえはここに余をかろうじて呼び出せたのだろうが。まだまだ力が足りぬな」

　そうだろう、だから、クロック、あれはしっかり読んでおかないといけなかったんだぞ。盗み見しておいてよかった。

「ということは、ここは魔界なのか？」

　恐きよう怖ふは徐じよ々じよにおさまっていった。相変わらず、存在に気け圧おされるものの、こんな状じよう態たいなら、もうどうなってもいいという開き直りの気持ちもある。

「ある意味ではつながっている。だからこそ余も現われることができた」

「オティス、ここからある場所に行きたい。その方法を教えてもらえれば」

「余の助力を請こうのか。代だい償しようを覚かく悟ごしてのことだな」

　その言葉には、改めてどきっとしたが、もう覚悟は決まっていた。ここを出られるなら。それに、何よりもサラが気になる。

「いいとも、ぼくの魂たましいなりなんなりがほしいのなら、そんなものくれてやる」

　魔ま神じんの哄こう笑しようが響きわたった。あまり気分のいいものではない。

「それほど自分が高く売れると思っているとは滑こつ稽けいなやつだな。その気になれば、おまえなどごみくずのように扱あつかえるのだぞ。まあ、いい。代償──それは〝時〟がやがて与あたえてくれる。余は見えすいた代償を要求するような野や蛮ばんな魔神ではない。それこそ、やつらにふさわしい──」

　そのひとりごとに、若わか者ものは直感めいたものを感じた。こいつはぼくに何かしてほしいはずだ。それがある限かぎりは、この魔神から協力を引き出せる。それが何かはわからないが──

「そのとおりだ。その察しがいいところを、余は気にいっているのだが。とりあえず、おまえは自分のことにかまけた方がよいだろう。素す直なおに〝星の道〟を歩んだよりも、結果として、ここで余に会えたことが重要になるやもしれぬ。とにかく、望みの場所を示しめしてやろう。それと、おまえが余の見込んだとおりの者であれば、余からの贈おくり物により、望みも一つかなうだろう。おまえがそれをかなえられればの話だが。それが何かは、やがてわかろう」

　魔神が何を言っているのかわからなかった。だが、〝望み〟とは大切なことであろうというのはわかり、リコルはそれがひどく気になった。

「何ができるのだ？」

「教えられぬ、やがてわかる。余に尋たずねることにより、おまえはますます魔に引き込まれていく。それでもよいのか？」

　相変わらずの謎なぞめいた言い方に、若者は少し腹はら立だたしくなった。

「ぼくを操あやつっているような気分でいるのなら──」

「ちがう」

　オティスは言下に否ひ定ていした。

「それでは、何もおもしろくない。余は蓋がい然ぜん性せいの多た岐きにわたる選せん択たくに興きよう味みがあるし、それが予よ測そくに近く織おりなされていくのを知ることにこそ興味がある。おまえの行動はまだ余の興味を引いておる──それだけだ。操るなどして、結果がどうなるかまでわかるのはつまらぬ。楽しませてくれればそれでよい。では、そろそろ去るぞ」

　その言葉とともに、巨大な顔は薄うすれていった。まるで、幻まぼろしであるかのように。

「待て……ここからどう出るのかを」

「己おのれの感覚に聞け」

　最後の言葉はそれだけだった。

　リコルは一いつ瞬しゆん焦あせったが、仕方なく、オティスの消えた闇やみの先を透すかし見ようとした。




　視みえた。

　それは外から見るなら、蛾がが光に引きつけられるような動きだったにちがいない。リコルは音でも、光でも、匂においでも、味でも、手て触ざわりでもなく、別の感覚によって導みちびかれていった。

　しばらく進むと、急に辺りの光景が一変した。

　ぼんやりとした明りが見える。だが、それは〝星の道〟に戻ったのではなかった。匂いや音が感じられ、明らかにそこは地上のどこかだと思われた。

　どこかの通路だ。

　あの闇から出られれば、元の〝星の道〟だろうと考えていたリコルは、ちょっと意外な気がした。それでも、無としか思えない〝闇の道〟から脱だつ出しゆつできたのにはほっとした。

　しばらく進むと扉とびらがある。

　実体のない姿すがたというのは、便利だ。そちらに行こうと思えば、すりぬけられるからだ。

　中の部屋には人の姿があった。

　あの小男だ。

　ネズミのような顔でジュノーに付き従したがっていた男。その容よう貌ぼうから見て、獣人ワークリーチヤーにちがいない。彼は明りのともる部屋で、机つくえを前に座すわっていた。誰だれかを待っている様子だ。

　どうやらリコルは、まっしぐらに敵てきの根こん拠きよ地ちにやってきたようだった。

　これには正直言って、ちょっと困こまった。リコルの考えでは、〝星の道〟をたどって来ることで、途と中ちゆうの眺ながめから場所の目星がつき、リュイエンで部隊を調ととのえてそちらに向かおうと思っていたからだ。

　しかし、敵の根拠地にいるわけだから、そこから出てしばらくうろつけば、場所の見当はつくにちがいない。

　それとも、せっかくそんな場所に、それも知られずにいるわけだから、少し偵てい察さつしておくべきだろうか？

　迷まよっていると、別の男が入ってきた。

「儀ぎ式しきはすぐにでも行ないたいと言っておられます、閣かつ下かは」

　リコルは相手の顔を見て驚おどろいた。あのベナウスと思われる熊男だ。思わず「ベナウス」と呼びかけようとしたが、いまのリコルに言葉がしゃべれるはずはない。

　しかし、その言動を見ていると、かつてはベナウスだったが、現げん在ざいはまったくちがう人物と言ってよい雰ふん囲い気きだった。この組そ織しきに見事なまでになじんでいる。おそらくはジュノーの〈催さい眠みん〉によって、完全に支し配はい下かに置かれているのだろう。

　リコルはその挙動に驚いていたが、同時に伝えられた内ない容ようにも驚いた。

「そうか、なら、準じゆん備びを急がねばならんな。ところで、あの捕とらえたリュイエンの連中はどうした」

「あらかた倒たおしましたが、あの女戦士以下、数名は牢ろうに放ほうり込こんだままです」

「リュイエンの情じよう勢せいについて、詳くわしく聞き出せたのか？」

「あまりしゃべりたがりませんでしたが、どちらにせよ、たいしたことはないでしょう。彼らを偵察に出したくらいで、さして重要視はしていないと思われます」

「相変わらず愚おろかな街だ。まあ、その命運もすぐ尽つきるのだがな。しかし、本当にそうか？　隠かくし立てされているのではなかろうな。今回も、まさかケンタウロスどもが協力しようとは思ってもなかったしな」

「どうやらリュイエンでの意見は分かれているみたいです。ケンタウロスについては、彼ら独どく自じの動きで偶ぐう然ぜんだったみたいですが。いずれにせよ、これ以上さして知っているとは思えません」

「なら、そいつらもあの〝磁じ石しやく〟と一いつ緒しよに、儀式に捧ささげてしまおう。生賛いけにえは多い方がいいだろうしな」

　リコルは付いてもいない耳をそばだてて、懸けん命めいに聞いていた。

　ファラータはつかまったのか！　でも、よかった。まだ、生きているらしい。それなら、クロックも大だい丈じよう夫ぶだろう。

「まあ、その辺りは閣下にきいてみよう。とにかく、おれは準備しなければ」

　リコルはここでどうしようかと、真しん剣けんに悩なやみはじめた。

　というより、これは間に合わない、という恐おそれがつのりだしたというべきか。

　まず、この根拠地がどこか、正確な位置を知らねばならない。その上で、ルクエリのところからリュイエンに戻り、そして、部隊を集め──いや、とてもそんな時間はない。

　風エルフのところから、単身ここに飛来するだけでも間に合うかどうか。しかも、それから、この堕だ天てん使しと獣じゆう人じんの軍ぐん団だんに向かっていっても……万に一つの勝ち目もないはずだ。

　どうすればいいんだ？

　こんなチャンス──いまここで実体化して不意を討うてたなら──を目まの当たりにしながら、実じつ際さいには何もできないなんて。

　どうすべきか。

　若い召しよう喚かん術じゆつ師しは内心の焦あせり、もどかしさを必死に抑おさえつつ、こうなった以上、もう少し情じよう報ほうを探さぐるしかないと判はん断だんし、ネズミ男の後を追った。




　ここは広大な洞どう窟くつを利用した要よう塞さいめいた造つくりになっていた。以前、リコルがかいま見た場所とほぼ同じだろう。通路がいくつもつながっていて、もしある場所が見つかったとしても、そこを引き払はらって別の場所に立てこもるのは簡かん単たんそうだった。そしてところどころには、地表にすぐ逃にげられるよう脱だつ出しゆつ口こうがいくつも開いている。攻せめ込まれても逃げやすく、かつ中に入った敵てきは迷まよって不意をつかれやすい。ゲリラ的な行動をするにはうってつけだ。

　男は、とある部屋に入っていった。

　かなり広いそこは、他とちがった豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされている。明らかに地位の高いもの用にしつらえられた部屋だ。

「サラ！」

　口には出せないものの、リコルは思わず叫さけんでいた。

　中央には立りつ派ぱな造りの玉ぎよく座ざがあって、入ってきたネズミ男にそこから視し線せんを向けたのは、まぎれもなくあの黒ローブの男、ジュノーだった。

　そのジュノーの脇わきに、サラは横たわっていた。バードマンの姿すがたをとっているが、厳げん重じゆうに縛しばられて、その姿は痛いた々いたしい。リコルは何とかしたかったが、いまの自分の状態では無理だとわかっていた。彼女の目には、深い悲しみの色が浮うかんでいる。それはひどいことをされたというより、もうどうしようもないという諦あきらめの感情だった。

　彼女がシェイプチェンジャーだと、このジュノーは知っているのだろうか？

　答えはすぐにわかった。

「閣かつ下か、儀ぎ式しきの準備を急げと仰おおせのようですが、この者の正体がおわかりになったので？」

「ああ、おまえたち獣人の同類ではなかった。この者こそ、古代種族の末まつ裔えい、確たしかにわれらが探さがしていた〝磁じ石しやく〟であるシェイプチェンジャーだ。でかしたぞ、チェスト」

「シェイプチェンジャー？　何者です。われらのように、獣に姿を変えられるのでは──」

「まあ、似にてはおるが、詳くわしい説明はおまえにもわからぬだろう。とにかく、この者を先せん導どうさせることで、ついに扉とびらとなる場所を見つけることができた。思いもかけず近かったがな。わが〈知ち識しきの冠かんむり〉によれば」と、そばの棚たなにある冠を指す。「そこで儀式を行なえば、混こん沌とんのものたちを呼び出せる力が最大となり、今度こそ異い界かいへの扉は完全に開く。まあ、つながって固定する、と言ってもよいが」

「なら、これでリュイエンは落ちますな」

「リュイエンどころか、東のあらゆる地ち域いき、いや、六門全体が、わが足下にくだるだろう。もともと腰こし抜ぬけのリュイエンごときは、たやすくわが傀かい儡らいになりさがる。あんな街、単にはじまりに過すぎぬわ」

「そうでございますな。あの街の輩やからどもはどうせ食っていければいいわけで、いったんこちらの支配下という既き成せい事実さえ作ってしまえば」

「そのための手はうってある。市議会はあの腰抜けの市長以下、騎き士しどもがいなくなれば、たやすくわれらの手先を市長に頂いただくだろう。そうなれば、クシュナもすぐに陥かん落らくするし──」

「力の分散している東の地域はたちまち閣下の言いなりに、でございますな」

「そうだ。だから、儀式を早める。この前は思いもかけず、ケンタウロスどもに邪じや魔まをされた。今度は強力な混沌の軍が利用できるから簡単だろうが、急ぐに越こしたことはない」

「サザンや聖せいの者に気づかれは？」

「うまく街を抑え込めば、リュイエンくらいならわからぬだろう。それからはゆっくり陰いん謀ぼうをめぐらせればよい。むしろ、余の気になるのは、魔の者たちだ。彼らのほうが、あるいは余の力に気づくやもしれぬ。まあ、力を握にぎってしまえば、彼らもこちらに従したがい、よりやりやすくなるだろうが」

「わかりました。ところで、あのリュイエンの偵てい察さつ隊と思われる者ですが」

「防ぼう衛えい体たい制せいとか口を割わったか」

「さして知ってはおりませぬ。で、いかが致いたしましょう。面めん倒どうというのであれば──」

「なら、そやつらもこのシェイプチェンジャーと一いつ緒しよに捧ささげよう。生贄いけにえは少しでも多い方が、得られる力は増ますやもしれぬ」

「わかりました。では、わたしどもは準じゆん備びにかかります。おい」

　獣人の一人が呼ばれ、捕ほ虜りよを引き立ててくるように命じられる。

　この時点で、リコルはもう引き返せないと知った。

　間に合わない。ここで何とかしないといけないのだ。

〈知識の冠〉は脇わきの棚にある。あれを奪うばうことさえできれば、ジュノーの企くわだてる異界とのつながり、それを支配しようという力は弱まるはずだ。もし自分が、捕らえられているファラータを逃にがすことができ、彼女が冠を何とかすれば、目的を達することはできる。

　そう考えながらも、リコルはその作戦にほとんど望みのないことを知っていた。まず、ファラータを自由にできるのか、さらに、彼女が自由になったとして、警けい戒かい厳げん重じゆうな冠を、それも強力なジュノーの手から奪って、さらに破は壊かいしなければならない。一時隠したくらいでは、やがて発見されるに決まっている。召喚術師は、こうした古代の秘ひ宝ほうがそう簡かん単たんに打ち砕くだけるものでないことは重々承しよう知ちしていた。

　ほとんど、三重苦、四重苦の状況だ。万に一つも成功の目はないだろう。

　そうしたことをぼんやり考えながら、リコルは捕虜を引き立てにいく獣人の後をつけていた。そいつは、途と中ちゆうでベナウスを見つけると、二人で牢ろうに向かった。

　どうしてこんなに獣人ばかりを集めることができたのだろうかと、不思議に思えたが、いまはそんなことに頭を悩なやませているときではない。

　ファラータが心配だ。

　複雑な通路のつながりをたどっていくと、やがて牢があった。

　中に三人ほどがいる。

「おい、出ろ」

「何よ、連れていった人はどうしたの？」

　ファラータだ。後ろ手に縛られている。こめかみから血を流しており、拷ごう問もんでもされたのではないか、とリコルは気にかかった。

「ああ、あいつか、尋じん問もんでくたばってなければ、やつも連れていく」

　そのとき、彼女は男の連れがベナウスだと知って、はっとした。

「ベナウス、あんたベナウスでしょ？」

　相変わらず単刀直入なやり方だ。リコルははらはらした。もっとこっそり、耳打ちでもして〈催さい眠みん〉を解とこうとはしないのかい。敵てきが警戒するじゃないか。

「人ちがいじゃないか。おれは知らない」

　だが、リコルには一いつ瞬しゆん、男がびくっとしたのがわかった。これは見込みがある。ジュノーの術じゆつといえども完かん壁ぺきではないのだ。

「あなた、ベナウスよ。あの堕だ天てん使しに操あやつられているの！」

「おいおい、あんた、立場をわきまえろよな。堕天使とか何とか、頭がおかしい振ふりしても役に立たねえぜ」

　不ふ可か解かいなベナウスの顔つきに、もう一人が割わって入る。

「あんたたちは、操られているのよ、あの堕天使に。いい加か減げんに目を覚ましたら。あんたもそうだろうけど、催眠術か何かをかけられてるのよ」

「うるさい！　いいからごたくを並べてないで、付いてこい。閣かつ下かがお呼びだ」

　リコルは必死だった。ここでファラータを逃にがすことができないと、どうしようもない。このまま連れていかれたら、サラと一緒に一いつ巻かんの終わりだ。おそらく、こいつはいろんな部屋の鍵かぎとかを持ってるだろうから、こいつさえ倒たおせれば──

　ぼくに何ができるだろう？

　声で注意を引きつけられたなら、ファラータのことだ、手は縛しばられていても、足の蹴けりで倒してしまえるかもしれない。

　なんとか注意を引けないか──駄だ目めだ。霊れいのような存そん在ざいになっている以上、向こうからはまったく見えないのだ。その証しよう拠こにファラータすら、ぼくのいるのに気づいてないじゃないか。

　なんとか意い志しの力で、実体のかけらでも持てないものか。いや、霊体のように見えてもかまわない。それだけでも相手を驚おどろかすことはできる。

　リコルは懸けん命めいに念を込こめた。もし、体があれば、額ひたいに脂あぶら汗あせがにじんでいたことだろう。だが、無駄だった。

　オティスよ、もう、こうなったら、なんでもいい。あなたの力にすがってもいいから、なんとか助けてもらえないだろうか。

　リコルはついに、そうした弱よわ音ねさえ吐はいてしまった。そんな様を嘲ちよう笑しようするかのような声が、どこかから聞こえでもしないか──そう期待する。

　何も起こらない。

　ああ、ぼくは神にも悪あく魔まにも見み捨すてられてしまったのか？

　若わか者ものの心は絶ぜつ望ぼうの淵ふちに沈しずんだ。

　ふと、意い識しきを戻すと、ファラータはまだ連れていかれてないようだった。獣じゆう人じんが何かもぞもぞしている。おいベナウス、ファラータが縛しばられているのをいいことに、いやらしいことでもする気か？　かっとしたリコルだが、そうではなかった。冷静に考えてみると、それならそれでありがたいかもしれなかった。油ゆ断だんを見せたなら、ファラータは簡かん単たんに相手を制せいするだろう。手が縛られていて相手は二人だから難むずかしいだろうが、彼女の足あし技わざに賭かける手はある。

　そうではなく、彼女はそばの身の回り品から何かを要求しているらしい。

　そのとき、はじめてリコルは気がついた。

　彼女の荷物らしいものがあり、そこからあの秘ひ儀ぎ書しよが見えているではないか。

　そうか、ファラータはぼくが戻ってくるのを信じて、荷物までまとめて持ってきてくれてたんだ！

　それを目にしたとき、リコルは信じられない幸運に感かん謝しやした。秘儀書が目の前にある。あれをちゃんと読めさえすれば、オティスを呼び出せる、あるいは、そこまでは無理でも、そうした力を借りることができるかもしれない。いや、おそらくそうなるはずだ。

　これは啓けい示じだ。さっきの祈いのりが、どこかで通じたにちがいない。

　だが、惜おしむらくは、その書が見えたとはいえ、中が開かれていないことだった。リコルはそれまで、隙すきを見て秘儀書を勉強してきただけに、書かれていることがらをかなり理り解かいしていた。特に、異界に呼びかけ、そこから力を得る方法なら、読めさえすれば大だい丈じよう夫ぶだった。

　あのページを開いてくれたなら……

　しかし、ベナウスはそれには目もくれず、荷物の中から何か布ぬの切きれを引っ張ぱり出すと、用心しながらファラータの額を拭ぬぐった。

　もう一人は警けい戒かいしている。

　ははあ、とリコルにはわかった。今度はベナウスに近づき、囁ささやきかけたり、過か去こに関係あるものを見せて、記き憶おくを取り戻させようとしてるんだな。最初は心配したけれど、メリハリの効きいた作戦だ。やるじゃないか、ファラータ。

　しかし、ベナウスが理解したのかどうかはわからない。

　やがて、ファラータたちは引き立てられて行った。

　リコルは焦あせった。追いかけて行きたかったが、あわてなくても出発はまだだ、と自分を抑おさえる。ネズミ男は準じゆん備びがあると言っていた。ジュノーの部屋までの行き方ならわかっている。

　それよりも、眼がん前ぜんの秘儀書がなんとか読めれば……本はそのまま鎮ちん座ざしていた。

　ベナウスが、なんだ、このつまらないものは、とか言って投げ捨すててくれれば、ページが開いたかもしれないのに。

　風でも吹ふいてくれないだろうか。

　そうした幸運を頼たよりにしつつ、しばらくそのままなら、ファラータたちを追おうと若者が腹はらを決めたとき、目の隅すみで何かが動いた。

　最初は開いた扉とびらから、コウモリか何かが飛来したのかと見やった若者の目に、なつかしい姿すがたが映うつった。

　クロック!!

　フクロウはどこかに潜ひそんでいたのにちがいない。そして、ファラータの身をいまは案じているのだ。

　ん？　なら、あのとき連れていかれるのに付いていったはずだ。いま、ここに降おりてきたということは──

　リコルは瞬しゆん時じに、クロックの行動の意味を理解した。

　自分とまったく同じことを考えている?!

　フクロウは秘儀書のすぐそばに舞まい降りると、何と、そのページをくちばしで繰くろうとしだしたのだ。

　リコルは感動した。偶ぐう然ぜんの一いつ致ちや、幸運を喜んだのではない。

　ちがう。

　このフクロウは、おそらく自分がリコルの代わりになんとかしようと必死なのだ。

　くちばしなので、重い秘儀書の表紙を開くのは容よう易いではない。しかし、鳥は脚あしで器用に表紙を返し、ページをめくり出した。

　もちろん、リコルは背はい後ごから必死にそれを読み、思い出そうとする。一瞬、クロックと精せい神しんの会話ができるかもしれないと思ったが、やはりこの状じよう態たいでは無理らしい。

　外から見れば、おかしな姿だった。

　本を必死に読もうとしている鳥クロツク。

　それにおおいかぶさるように、目を凝こらす霊れい体たいの若者リコル。

　たとえ切り離はなされていても、そこには同じ必死の思い、絆きずながつながっていた。精神の絆だけではない。二人はもはや分かちがたく結びついていると言ってもよかった。

　リコルは知っていた。たとえ、フクロウにこの呪じゆ文もんのような言葉が理解できても、何かすばらしい能のう力りよくが授さずけられるわけではないのを。しかし、鳥はせめてこれでリコルを呼び出せるかどうかできないかと思っているのだ。鳥の想おもいは、次元を超こえて通じていた。

　リコルは確たしかに読みとった。

　それまでにもちらっと目を通していた箇か所しよに、異い界かいとのつながり、異界の移い動どう、異界からの召しよう喚かんの要よう諦ていを述のべたところがある。

　これだ。

　これさえ実行できれば、ぼくはこの眼がん前ぜんの場所に実体化できるにちがいない。

　そうか、オティスの言っていた〝望み〟とはこのことだったんだ！

　召喚術師は、その言葉を心の中で口にした。

　そして、必死に祈いのった。




　ルクエリ師は落ち着かなかった。

　眼前にはじっと水すい盆ぼんを見つめるリコルの姿がある。

　だが、星の配置がよくない。いつもであれば、こんな状じよう況きようでは〝星の道〟を絶ぜつ対たいに使わせたくないのだが、そうも言っておれなかった。

　サラに危き機きが迫せまっているのは、予よ兆ちように出ていた。呼び返したかったのだが、そうした行こう為いが無理であることは〝星ほし詠よみ〟〝風詠み〟である自分がいちばんよく知っていた。そして、それを救うかもしれないのが、あの若者であることもわかっていた。

　しかし、それにしてもいつもなら見える、〝星の道〟をたどって行く者の形けい跡せきがまったくない。暗雲が一部にかかっているのが心配の種だった。

　やはり、暗あん黒こく孔こうに踏ふみ込んだのでは。そうなるとまず駄だ目めだが、それでも希望を捨すてることはできなかった。

　そうして、明け方まで待っていると──

　急に、目の前の若者の姿が薄うすれていくではないか。

「こ、これは──よもや、生身の体を呼び寄せて〝星の道〟をたどる気か！　それは無茶だ。帰れぬぞ!!」

　応こたえはなかった。びょうびょうと明け方に吹く風の音だけが耳に伝わってきた。




「クロック、ありがとう、行くぞ」

　鳥の目の前に、なつかしい姿が突とつ然ぜん現あらわれた。

　ただでさえ大きくて丸いフクロウの目が、これ以上ないというほど見開かれる。

〝おわっ、リコル！　ほんとにリコルかい？　おいら、ほんとに召喚できたのか、こいつはすげえや、ホーホー〟

　いや、そういうわけじゃないんだけどな、と思いながらも、ま、それでもいいか、と若者はあえて説明しなかった。

　リコルは水盆を眺ながめていたときと同じ姿で立っている。しかし、秘儀書の威い力りよくのせいか、あるいは、オティスによるものか、以前より力が漲みなぎっているのを感じた。

「ファラータとサラを助けに行くぞ」

〝といったって、どこかわかってるのかい？　おいら、何とか敵てきをつけてここで潜んでたんだけど、どこに捕とらわれてるかはわからないぜ〟

　そこで、リコルは説明してやった。自分がずっと五感だけの存そん在ざいとして見てきたことを。

〝じゃあ、おいらが呼び出したんじゃ──〟

〝いや、そうとも言える。あそこで秘儀書をめくってくれたから、ぼくが読めたんだ〟

　そうした経けい緯いをしゃべっている暇ひまはあまりない。リコルはクロックと、どんな作戦を取るべきか相談した。

　儀ぎ式しきを行なう場所はどこかわからない。だが、クロックがこっそり後をつけ、そこまでリコルが導みちびいてもらって、何とか阻そ止しするのだ。リコルは、ジュノーがあの冠かんむりから力を得ていると目星をつけていた。あれを奪うばうことができれば──しかし、その後は？

　逃にげ道ならクロックが知っているだろう。だが、混こん沌とんの怪かい物ぶつは閉とじ込めても、あの獣じゆう人じんたちからは？　それに、そもそもジュノーを倒せるのか？

　しかし、逡しゆん巡じゆんはしていられない。何とか実体化できたのだ。それを最大限生かさないと。

　リコルはクロックにジュノーの部屋までの道を教え、自分を導いてくれるよう頼んだ。




〝リコル、右だ。下の方に降りていった〟

〝結けつ構こう長いなあ、どこまで行くんだろう？〟

　それは、一時間を超こえる行こう程ていだった。もう、彼らの根こん拠きよ地ちの中心からはかなり外れている。しかし、地下道は続いていた。

　ジュノーらを追つい跡せきしていくのに、見つかることはなかった。召喚術師は初めの方こそ魔ま法ほうで身を隠かくしたものの、それでも敵はまばらにしかいなかったし、そもそもこんな複ふく雑ざつな構こう造ぞうの根拠地に紛まぎれ込こんでくるものなどほとんどいない。その意味で警けい戒かいは手て薄うすだった。

　クロックからは情じよう報ほうがこまめに送られてくる。

　ファラータは縛しばられたまま、仲間のリュイエン衛えい兵へい二名と引き立てられているようだ。そのそばには、獣人たち五名ほどがいるという。もっとも、その一団は後続部隊で、先導部隊として、サラを連れたネズミ男たち一行が五名ほどいるらしい。もちろん、ジュノーもその中の一人だ。

　思ったより数が少ないが、獣人たちがそんなに数多くいるわけもないのだから、根拠地に残ったものが倍くらいとして、三十名そこそこ、そんなものだろう。ジュノーの集団は力をあの混沌の怪物たちにほとんど依い存ぞんしているのだ。あと、いるとしたら、リュイエンなどに潜もぐり込ませた彼の味方だろう。

　勢力としてそんなに大きくはない。ただ、これから行なわれる企たくらみが成功したら、とんでもない勢力になってしまう。

　リコルはただ独りで追跡していた。力がいままでになく感じられる。

　地下道は今では、最初の頃ころそうであったように人工のものではなく、ほぼ自然のものになっていた。大きな空間があったり、急に狭せまくなったりする。方向としては北東に進んでいるようだ。

　そういえば、あっちの方にはリュイエンの温おん泉せん保ほ養よう地ちがあると聞いたっけ。

　そんなことを考えていると、フクロウがそっと忍しのび寄よるように飛び帰ってきた。

〝目的地についたみたいだ。もうあとちょっとだぞ、ホーホー〟

〝わかった、急ごう。隠かくれ場所とかはあるかい？〟

〝大だい丈じよう夫ぶ、ある。全員が集まっている場所に下っていく道の途と中ちゆう、出っ張りがあって、そこからなら丸見えさ〟

　これだけ聞けば充じゆう分ぶんだった。一人と一羽は足を早めた。

　地下道は峡きよう谷こくに沿そう道となり、狭くなっていた。広大な洞どう窟くつの一部が裂さけ、断だん崖がい峡谷になっているのだ。地表が近いのか、天てん井じようは一部外に開いていて、うっすらと光も差し込んでいる。その緩ゆるく下る道をたどっていくと、少し広くなっている場所があった。そこからまた道は下っているのだが、クロックはそこでリコルの歩を止めさせた。

　下を覗のぞけと告げる。

　こっそりと頭を出して覗くと、下っていった道がまた輪を描えがくように戻って来ていて、ちょうど真下にもそれなりに広い踊おどり場があった。どうやら、道はそこで行き止まりらしい。

　そして、リコルは崖がけの下をさらに見やって、はっとした。下には無む限げんに続くかのような裂け目が存在している。地中深く、どこまでも、どこまでも。まるで別世界に向かうかのごとく。そして、そこからは蒸じよう気きのようなものが上がっていた。

　温泉か、この下は！　いや、それにしては無限の闇やみのようにも見える。とても地下水の蒸気だけが立ち昇のぼっているような感じではない。そう、まるで炎えん熱ねつ地じ獄ごくが待ち構かまえているかのような──

　下の踊り場には一団が勢せいぞろいしていた。

　出っ張りに近いところに立っているのは、ジュノーだ。例によって頭に冠かんむりを戴いただき、未来の王たらんという欲よく望ぼうをむきだしにしている。足あし下もとには、サラが縛しばられたまま、転がされていた。そのぞんざいな扱あつかいにリコルは腹はら立だちを覚えたが、ぐっと我が慢まんをする。

　ジュノーの横手には、まるで王に仕える老宰さい相しようのようにネズミ男がいる。そばに縛られたままのファラータとリュイエンの衛えい兵へい二人がいた。彼女らを監かん視ししている獣じゆう人じん三人のうち、一人はベナウスだ。ベナウスはファラータのすぐ近くにいる。

　あとの五人の連中は、壁かべ際ぎわでおとなしく待機していた。取り巻まきが思ったよりも少ないが、それはジュノーが自分たちの能のう力りよくを過か信しんしているからだろう。確たしかにあの堕だ天てん使しの能力があれば、並なみの者では太た刀ち打うちできまい、とリコルは思った。

　ジュノーが演えん説ぜつを始める。

「諸しよ君くん、いよいよわれらが混こん沌とんの軍ぐん団だんを編へん制せいし、この六門世界に進軍すべき時が来た。余よは、これより混沌の門を開き、それを固定する。これによって、われらは無む敵てきの軍ぐん勢ぜいを手にすることができ、われらに刃は向むかうものは手て痛いたい被ひ害がいを被こうむるであろう。われらの受けた積年の恨うらみをいまこそ晴すべきときなのだ！」

　低い唸うなりにも似にた賛さん同どうの声が上がる。

　演説はしばらく続いたが、やがてジュノーは裂け目に向き直り、冠をただすと、呪じゆ文もんを唱えはじめた。




　われ召しよう喚かんす。汝なんじ、形なきがゆえに力持ちし者たちよ。

　われ召喚す。汝、枷かせに縛られることなき自由の者たちよ。

　われらを助け、われらが世に汝らの大いなる恵めぐみを授さずけたまえ。

　われらを助け、われらに仇あだなす者どもを打ち砕くだきたまえ。

　混沌よ、出いでよ。その異い形ぎようなる力を解とき放て!!




　裂け目の奥おくから上がっていた蒸気が、より激はげしく立ち昇りはじめた。奥に見えていた闇がより濃こさを増したようにも思えた。そして、ゴゴゴという低い地鳴りのような音が轟とどろいたかと思うと、何かが黒い虚きよ無むの向こうから現あらわれだした。

　最初は一匹ぴきだった。形の定かでない、この世にあらざるもの。蠢うごめく無数の触しよく手しゆを持つもの。それに続いて、異なる形を持つものが一匹、また一匹と、崖を登って来はじめる。

　ものすごい数だ。それはあたかも無数の蟻ありが塚つかから現われるのにも似ていた。

　リコルはぞっとした。

　そのとき、結果を確かめたかのようにジュノーは雄叫おたけびを上げ、そばにいたサラをむんずと捕つかまえると、崖から下に投げ込もうとした。

「われらが混沌界の王よ、余から汝に貢みつぎものだ。快こころよく受け取られよ、そして、御ぎよ意いあらば、われらのもとに現われ出ませ！」

　サラが空中に投じられる。シェイプチェンジャーの娘むすめは声にならない悲鳴を上げながら、眼がん下かの闇を見み据すえていた。




　その少し前から、ファラータは必死だった。連れてこられる時から、ベナウスの耳元で懸けん命めいに囁ささやきかけていた。今もそうだった。

「ベナウス、あなたの名前はベナウスよ。思い出して、わたしやリコルと冒ぼう険けんに出たときのことを。あなたはわたしの体の傷きずを治してくれたわ。見てごらんなさい、わたしの傷きず跡あとは今でも残っている。噓うそだと思うなら、見たらいい」

　そう言って、肩かたを突つき出す。少しずつ、この熊くま男おとこの目に自じ意い識しきが戻りつつあるのを見て取ったのだ。あと少しだ。

「ベナウス……おれの名……」

　男の意識の中で何かが動きつつあった。

「あなたは熊に襲おそわれて、それが元で熊の匂においがすると変身すると言った。リコルとわたしと三人でエルフの石化した王を救い、サザンに向かった。そこであなたは盗とう賊ぞくギルドに出かけ、そのままいなくなってしまった。それからあなたを見たのは、闘とう技ぎ場じようで──」

　男の頭の中で、欠けていたジグソー・パズルの破は片へんが埋うまるように、記き憶おくが徐じよ々じよに甦よみがえりはじめた。

　そうだ、おれはあの日、盗賊ギルドに行って──

　やにわに男は、ファラータの腕うでを捕らえ、その腋わきの傷を確かめようとした。縄なわがきついので、それを少し緩ゆるめて──しかしファラータは、抜ぬけ目なくおとなしくしていた。ジュノーは今、演説に夢む中ちゆうだ。他の獣人たちはほうけたようにそれを聞いている。堕天使の声と目つきには強力な催さい眠みん術じゆつ師しにも似た力があった。

　腕を少し曲げて、腋を覗き込む。確かに肌はだには傷めいたものが残っている。いまではよくわからないが、ファラータはそうした行こう為いによって、記憶を確かめさせようとしていたのだ。

　しかし、間に合うかどうか。ベナウスの目は宙ちゆうを睨にらんでいる。記憶を呼び覚まそうと必死なのだ。

　縄はもう緩んだ。腕が自由に動かせる。ファラータはそれを利用して、そばにいる別の衛兵の縄をほどこうと試みていた。獣人は気づいていないようだ。

　しかし、そのとき恐おそれていた事じ態たいが起こった。

　ジュノーが叫びながら、サラを崖下へと投じたのだ。

「あっ、駄だ目め!!」

　しかし、ファラータの距きよ離りからでは届とどかない。どうしようもなかった。




　リコルが待っていたのはこの一いつ瞬しゆんだった。

　投げ落とされたサラに向かって、〈浮ふ遊ゆう〉を唱える。その魔ま力りよくはかつてのようなあやふやなものではなかった。速度を増ます落下がぴたっと止まる。それから、その体はふわふわと浮うき上がり、なんと得意の絶ぜつ頂ちようともいえるジュノーの眼前を通つう過かして、リコルたちのいる岩いわ棚だなまで舞まい上がっていった。

「ややっ！」

　驚おどろきの声が一いつ斉せいに上がる。

　そして、その目線の先に、若わかき召喚術師の姿すがたがあった。

　リコルはサラが無事に着地したと知ると、すばやくその縄を切った。ぐたっと失神しかけていたサラだが、自分がどうなったかを知ると、気き丈じようにも身を起こそうとした。

「リ、リコルさん、どうして……」

　リコルはそれを押おし止とどめてから、すっくと岩棚に立つ。

「〈昏くらき夢ゆめ見みる天使〉、貴き様さまの陰いん謀ぼうももう終わりだ！」

　その姿は下からもくっきりと見えた。

「リコル～、遅おそかったじゃない」

　ファラータにはお茶らける気持ちなど毛頭なかった。やっぱり来てくれたんだ、リコル。涙なみだが出るほど嬉うれしかった。でも……でも……ここで泣いたりしたらおしまいだ。それは彼女の精せい一いつ杯ぱいの強がりの言葉だった。

　ファラータから、相変わらずのセリフが聞こえる。ちぇ、それはリュイエンの戦いで、ぼくがあんたに言いたかったセリフだぜ──そう思いながらも、リコルはファラータが安あん堵どに胸むねをなで下ろしているのはわかっていた。

　しかし、リコルを見上げたのは、敵てきの一味だけではなかった。

　リコルを見て、ベナウスの目にいまはっきりと意識の光が現われたのだ。

　男はいま、記憶を取り戻もどしていた。悪い夢から醒さめたように頭を振ふる。そして、ぐいと振り向いた顔から声がもれた。

「ファラータ、お、おれは……」

　女戦士はそれを横目で見ながら、しっとだけ告げた。小声で伝える。

「みんな、わたしたちに気づいていないわ。いい、とにかく、あの男の冠かんむりだけを狙ねらうの。わたしは、衛えい兵へいたちの縄なわを引き受けるから。ほら、見て、みんなリコルに集中してる。かっこいいわよね～、あいつ」

　もちろん、リコルも全力で警けい戒かいしていた。なんといっても、敵は堕だ天てん使しなのだ。

　そして、もう一つ油ゆ断だんならないのは、ジュノーの雄叫おたけびに応こたえ、地底からぞくぞくと這はい上がってくる混こん沌とんのものたちと、いま激はげしく渦うず巻まき出した地底の蒸じよう気きだった。そこから何か、さらに危き険けんなものが現あらわれる予感がする。

「き、貴き様さま、なにやつ」

　ジュノーと目される男は、あくまでリコルを、知らぬ存ぞんぜぬで押し通すらしい。

　いい加か減げんにしろよな、アルハジ、いや、ジュノー──と思いながらも、リコルは用心深く、堕天使の目を覗のぞき込こまないようにはしていた。相手は腕うでを上げ、いかにも何か呪じゆ文もんを唱えたげにしつつ、言葉を続けた。

「ああ、あの術師か。まあいい。おまえごときは余が引き受けた。いずれにしても、あの軍ぐん勢ぜいが始末してくれようが、まず、これは挨あい拶さつがわりだ。うっ──」

　言葉は最後まで発せられなかった。

　その瞬間を見切ったかのように、ベナウスが体当たりを喰くらわしたからだ。男は足を踏ふみ外す。しかも、ベナウスは巧たくみに冠だけをかっさらうことまでやってのけた。さすがに盗とう賊ぞくもどきの技わざだろう。

「か、閣かつ下か～」

　ネズミ男が叫ぶ。もちろん、そのときを見計らって、ファラータは縄を抜ぬけ出し、たちまち控ひかえている獣じゆう人じんの監かん視しに体当たりを喰らわしていた。衛兵たちも必死に縄から抜け出す。

　ぎゃ～という悲鳴を上げて、監視たちが落ちる。それよりも早く、ジュノー自身が墜つい落らくしていった。

　が──

　よもやの変化、いや、それは予期されていた変化だろう。

　墜落しつつ、ジュノーの姿が変わりはじめた。かつて、〈死人の王〉船で見たのと同じく、人間の皮が破やぶれ、そこから翼つばさを持った姿が現われる。その変身は、瞬またたく間に行なわれた。

　七色の翼がはばたく。見る間に、天使は先ほどまでいた岩棚のさらに上へと舞い上がった。

　リコルと対たい峙じする。

「リコルとやら、警告したはずだぞ。愚おろかなまねをするではない。とはいっても、手て後おくれなのだがな」

　そして、下を指差す。

「おまえたちは冠を手にしたことで、余よを阻はばんだと思っておるのか、愚か者め。それはもう用よう済ずみだ。混沌を召しよう喚かんする門は開かれ、固定された。冠は単に知ち識しきを得るために用いたのみ。そして」と言って、サラを指す。「そやつも、この場所を知るための〝磁じ石しやく〟になってもらった。すべては遅おそかったのだ。いったん、余があれを唱えたあとではな。見よ」

　確たしかにそうだった。下の岩棚では、ベナウスとファラータらが、獣人の一味と睨にらみあっている。その彼らも異様な雰ふん囲い気きに、一いつ斉せいに下を見た。

　下の崖から上がってくる混沌の怪かい物ぶつたち。

　しかし、よく見れば、その怪物たちも一時動きを止めていた。

　まるで、恐おそれおののくかのように、じっと下の虚きよ無むを見つめている。

「おお、やはり、余の呼びかけに応こたえて、現われてくださったようだ。これはすばらしい。ようこそ、混沌の王よ！」

　おぞましい霧きりが立ち込めた。それは水蒸気の雲ではない。黒い霧だ。虚無の穴あなから立ち昇ってくる。

　そして、その霧と思えたものは、おそるべき姿をとった。

　さすがにリコルも、見た瞬しゆん間かん、背せ筋すじがおののいた。

　それは闇が不定形の姿を取ったものだった。いや、そうとしか言いようがない。闇、もしくは、アミーバ。しかし、そのアミーバはとてつもなく巨きよ大だいで、その黒いところどころに、なにか蠢うごめく姿すがたを無数に映うつし出している。それは明らかにさまざまな生き物の五体であり、それらがばらばらにこいつの体の中に取り込まれて、あがいているとしか思えなかった。

「何だ、あれは?!」リコルは吐はき気を催もよおした。

〝まさか、〈無む垢くなる混沌〉──混沌の王の化け身しんだな。おいらも実じつ際さいに見るなんて、信じられない〟クロックがつぶやく。

　まさしく、皆みなが顔をそむけたくなるとしか言いようのないもの。

　だが、ジュノーだけは親しげに語りかける。

「混沌なるものたちの王よ、ようこそ、この六門の世界に。この世が御おん身みの前にまもなくひざまずきます」

　混沌の化身は、その巨大な身をくねらすだけだった。人間でいえば、いらだたしげともとれる素そ振ぶり。

「わかりました。思いどおりの生贄いけにえでなかったのは、こちらの失着。すぐにあれなるものを捧げましょうぞ」

　羽ばたきながら、その腕うでをリコルに突つきつける。

　あたかも、その指先からの魔ま力りよくで、一気に倒たおすと言わんばかりだ。

　リコルはなんとか抵てい抗こうしようとしていた。

　だが、こんな化け物を倒す手立てはほとんどないだろう。

　どうすれば──オティスよ、たとえあなたに授さずかった力をもってしても……

　それでも、この若わかき召しよう喚かん術じゆつ師しは必死に考えていた。いまの自分にできること、そして、秘ひ儀ぎ書しよにより得た、魔界からの呪じゆ力りよく……そのどこかに解かい決けつ策さくがないものか……

　と、下の崖がけで悲鳴が起こった。〈無垢なる混沌〉の恐きよう怖ふに耐たえきれず、ファラータたち目がけてわけもわからず飛びかかった獣人がいたのだ。そいつは、攻こう撃げきしようとした瞬間、あっという間にその場から浮うき、待ち構かまえる巨大な怪物の体へと吸すい込まれていった。

　そいつを飲み込んだ怪物は、なおも、不気味な蠢しゆん動どうを止めない。あたかも、そんなものでは不満と言わんばかりだ。

「ちっ、馬ば鹿かが。愚か者、攻撃を止やめよ。余と混沌の王が敵を処しよ罰ばつする！」

　リコルは堕天使のいらだちの表情を見み逃のがさなかった。何か、企たくらみがあるように思える。

　まさか、攻撃するとまずいのか？

　堕天使にしても、攻撃するように見せかけて、何もしてこない。やつは何か知っている。

　巨大な怪物は、餌え食じきを吸って、ますます膨ぼう張ちようしていた。いまやそいつはこの広大な裂さけ目のほとんどを占しめているようにも思えた。

〝クロック、何か思いつかないか。どうもこちらが行動するとまずそうなんだ。でも、何もしないとやられてしまうだろうし〟

　クロックはちょっとばかり首を傾かしげた。

〝よくわからないな。でも、おいらの昔読んだ話では、こうした怪物は攻撃するより、追い返す方がいいみたいなことが書いてあったよ〟

〝追い返すって、どんな──あっ、ひょっとしたら〟

「何もできないのか、ならば喰くらえ」

　混沌の不気味な動きに、待ちきれなくなったように〈昏くらき夢ゆめ見みる天使〉の指先から強きよう烈れつな火花が飛ぶ。




〝青き稲いな妻ずまの光よ、敵を討うて！〟

〝大いなる大地よ、汝なんじ動きて、この不ふ浄じようなるものを消し去れ!!〟




　同時に、リコルも呪文を唱えていた。効きくかどうかわからない。堕天使の呪文を防ふせいでいる暇ひまはない。手数をかけていては、自分も吸い込まれてしまうかもしれない。こうでもしなければ──

　激はげしい稲妻がリコルを打つ。リコルは衝しよう撃げきに耐たえかねて、失神した。ぐらりと体が傾かたむき、落ちる。

　下には岩いわ棚だながあった。体はそれにぶつかり、そのままなら、下へと転落していっただろう。

　ベナウスがとびついた。必死に抱だきつく。そのベナウスをファラータがつかんでなんとか転落を止めた。クロックも周囲で必死に羽ばたく。リコルは九死に一生を得たものの、意い識しきは失ったままだった。

　だが、ジュノーも焦あせっていた。混沌の王のいらだちに、ついうっかりと自分から動いてしまった。リコルのかけた呪文を防ぐ手立てはある。だがもし、リコルの呪文を消し去れば、混沌の王の身は安心だが、そうなると自分が危あぶない。混沌の反撃の力はまさしく〝混沌〟であり、敵味方を問わず及およびかねないのだ。

　リコルの方は倒たおしたようだった。そうなると、ここは自分の身を守るのがいちばんだろう。リコルの魔法は、混沌の王がなんとか──

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあった。

　やがて、低い地鳴りがしはじめた。

　崖がけが動く。ファラータらのいる方ではなく、向かい側の崖が幅はばを狭せばめはじめたではないか。まさかそんなと驚おどろく一行の眼がん前ぜんで、それは黒いアミーバを押おし戻もどしはじめた。〈無む垢くなる混沌〉は必死にそれを弾はじき返そうとするかのように蠢いていた。まるでおしくらまんじゅうをするかのような動きのあと、更さらに崖の幅が狭まる。

　黒い怪物が弾け飛んだ。それはばらばらになり、あっというまに下の虚きよ無むの穴あなへと吸い込まれていく。

　と、それが契けい機きとなったかのように、崖にへばりついていた混沌の怪かい物ぶつたちも、まるで蟻あり地じ獄ごくへと吸い込まれる餌食のように崖面をすべり落ちていった。

　あとには、睨みあう獣人とファラータたち、そして、ジュノーだけが取り残された。サラは心配そうに下のリコルを覗のぞき込んでいる。

「ふん、この厄やつ介かい者ものめらが。ちょっと邪じや魔まはされたが、この召喚法がひとたびわかった以上、これから何度でも繰くり返せるわ。その前に、まずおまえたちを捕らえ、生賛いけにえにしてやろう」

　堕天使は一瞬、噴ふん怒ぬに駆かられた表ひよう情じようをしたものの、敵てきが無力化されたも同然とわかると、にやっと笑えみを浮うかべた。

「いや、おまえたちはもともと余よが見み込こんだだけの腕うでをしておるな。わが軍に加わってもらうのも一いつ興きよう。余の操あやつる力は、その熊くま男おとこがもっともよく知っておるだろう」

　そう言って、ファラータに近ちか寄よってくる。

　女武ぶ闘とう家かは、その目を見るまいと急いで顔をそむけた。だが、もはや敵の思いどおりになるのは時間の問題だろう。

　リコル、起きて。こんなところで負けるわけには──

　しかし心の奥おく底そくでは、彼女は今度こそおしまいだとわかっていた。ベナウスも腹はらをくくったかのように備うつむく。

　サラが悲鳴を上げた。

　その瞬間、勝利の笑みを浮かべつつ、近寄ってきた堕だ天てん使しの顔に驚きよう愕がくが走った。

「うわっ、止やめろ。王、許ゆるしてくれ。近いうちに、必ず、いまは止よせ……」

　目にも止まらぬ速さだった。下で閉とじつつある門から、まるで巨きよ大だいな舌したを思わせるネバネバがするすると伸のび、ジュノーをからめとったではないか。

「くわっ、余の夢が、こんなことで──」

　かっと目を見開く〈昏くらき夢ゆめ見みる天使〉の力も通用しなかった。舌は現われたときと同様のすばやさで、相手をからめとったまま、下の裂け目の彼方かなたへと消えていった。

　その悲鳴に別の声が混まじっているように思えたのは、ファラータの錯さつ覚かくだったのだろうか？

〝魔ま界かいの掟おきてを知らぬわけがあるまい、〈昏き夢見る天使〉。混こん沌とんの王は呼よび出された代だい償しようを要求する。貴き様さま自らの身をもってでもな〟

　地下峡きよう谷こくに、どこかで聞いたことのある哄こう笑しようが残ざん響きようしていった。







　エピローグ







　リコルたちは風エルフの村にいた。リコル、ファラータ、クロック、サラ、そして、元に戻もどったベナウスの五人である。

　獣じゆう人じんたちは首しゆ領りようが消え去ると、皆みな一様に夢から醒さめたようになり、簡かん単たんに投とう降こうした。ベナウスは複ふく雑ざつな心しん境きようだったようだが、とりあえず、彼らをどうするのかは自分にまかせてくれとリコルに言った。そして、彼らを牢ろうに閉とじ込めてから、ここまでついてきたのだ。

　いまこうして顔を揃そろえてみると、全員が無事でいられたのは奇き跡せきのようだった。

　ファラータに言わせると、自分たちの行こう為いがリュイエンを救ったのに、それがまったく伝わらず、市長以下のうのうと安あん逸いつな生活を送っているのかと思うと腹だたしい──のは事実だったが、世の中とはそういうものだろう。

　ルクエリは、サラとともに感かん謝しやして、本当にほっとした表ひよう情じようだった。

　そして、彼女はリコルに思いもかけないことを申し出た。

　無事保護した〈知ち識しきの冠かんむり〉こそ、リコルの謎なぞを解とくかもしれない。なんなら、その手助けをできるが、その気はあるかと。

　リコルはちょっと驚いた。冠は危き険けんなので、ルクエリに渡わたすのがいちばんとは思っていたが、ひょっとしてその力を自分のために使えないかと、若じやつ干かんの期待もあったからだ。

　しかし、それは恐おそろしくもあった。

　それまでの経けい過かから、これにはかぶった者の希望する知識が授さずけられるというのはわかっていた。もちろん、魔ま術じゆつの奥おう儀ぎをちょっとでも知りたいという欲よく望ぼうはあったが、それだけでない隠かくれた魔力もあるかもしれない。それはこれまでかぶった者がイルジンといい、ジュノーといい、つぎつぎと破は滅めつしていったからだ。邪よこしまな欲望に目覚めることだってありうるだろう。

「危険はないのですか」

「ないとは言えぬ。ただ、これをかぶれば、そなたのいちばん求めている知識がどこにあるかがわかり、さらに、それを手に入れることも可か能のうじゃ」

　知識、もちろん、魔術もだが、リコルにはもう一つ知りたいことがあった。リュイエンで中ちゆう途と半はん端ぱに知ったこと。母の本当の所しよ在ざいだ。

　これからまたウォーレスに向かって探さぐることもできるだろうが、もはやかなり過か去このこと、確かく証しようはない。それなら、ここでその知識を探るのがいちばん適てきしているだろう。

　それはそれで、恐ろしかった。

　かつて、砂さ漠ばくで夢見状じよう態たいのとき、それらしいものを見た。夢かもしれないが、秘ひ儀ぎ書しよにふれた際さいとか、母についての知識を探れば探るほど、オティスら魔界と関かかわっていくようだ。ここで冠をかぶれば、またそうしたことが起こるんじゃないか。

　それでもリコルは、ルクエリの瞳ひとみを見つめてしっかりと告げた。

「お願いします」

　そして、あの高台に向かったのだ。

　いつもの水すい盆ぼんを前にすわる。でも、今度はそれを覗のぞき込むのではない。ルクエリが呪じゆ文もんめいた言葉を唱え、水盆を覗く中、冠をかぶるだけなのだ。

　若者は深く息を吸って、ゆっくりとそれを頭に載せた。そして、自分の希望する知識を得たいと願った。




　最初は、何も起こらなかった。目をつぶって、思念を集中する。

　やがて、闇やみが広がり出した。

　それは夢の闇や、〝闇の道〟の闇ではなかった。あるいは、混こん沌とんが湧わいてきた闇でもない。

　それはむしろ夜の闇。宙ちゆう空くうはるかに低くそびえる巨きよ大だいな塔とうがある。塔、いやそれは聖せい堂どうのような大伽が藍らんだ。それが逆ぎやくに向いて地底奥おく深ふかく延のびている。

　リコルの体は、宙に浮うくようにそのまわりを漂ただよっていった。

　ここはどこだろう。自分は何をしているのだ？

　伽藍にはさまざまな窓まどがあった。どれも、何か透とう明めいな板によって塞ふさがれているが、それを通して中が透すかし見えた。内部がぼんやりと明るかったからだ。

　中には──青白い火の球がいくつも浮かんでいた。

　よく見ると、それはどれも人や生き物の顔をしている。どれも、恐ろしい苦く痛つうに歪ゆがみ、その表情からすると、そこから出してくれと叫さけんでいるようだった。

　背せ筋すじがぞくぞくした。

　これはなんだろう。

　魂たましいの牢ろう獄ごく──そうした言葉が思い浮かんだ。

　そう、まさしく、それは的確な表現だった。とらわれた魂があてもなく、大伽藍内部でいつまでも苦痛に喘あえぎながら漂っている。

　だが、なぜ？

　下へ降おりていくにつれ、逆向きの伽藍は先細りとなっていった。

　どの窓にも、変わらず青白い火の球が見える。

　だが、下に行くほどその数は減へり、と同時に、彼らの苦しみもますます激はげしいものに感じられてきた。

　かなり底の方に来たとき、リコルは自分を呼よぶ声を聞いたような気がした。

〝リコル……〟

　わかっていた。その声は心にまっすぐ響いてきた。母の記き憶おくを削けずり取られたとはいえ、その懐なつかしさだけは覚えている。

　思わず窓に近寄った召喚術師の前に、顔の形をした火の球が近寄った。見覚えがない──だが、まちがいなくそれは母だった。

〝母さん……〟

　声は聞こえない。その口は何かを伝えようとしているのだが、言葉はリコルに理り解かいできなかった。

　母さんが何か言いたがっている。知りたい……何を……伝えたいんだ！

　頼たのむ、教えてくれ──それは心の奥からの叫びだった。

　これこそぼくが知りたかったことなんだ。

　瞬間、場面が暗転した。




　床ゆかに描えがかれた魔ま方ほう陣じんの上、眼がん前ぜんに奇き怪かいな存そん在ざいがいた。

　頭には山や羊ぎのような角が生え、顔も山羊めいた奇怪な風ふう貌ぼうの存在である。

　その姿すがたは、山のようにそびえ、自分はみじめなゴミのようなものにすぎないと思い知らされた。その足には蹄ひづめがあり、とても人間とは思えない。だが、そいつには邪悪な人間を思わせるいやらしさがぷんぷんと漂っていた。

〝おもしろい、そちの望み、われにかなえてほしいと願うのか。ちっぽけな人間の分ぶん際ざいで〟

〝そうです、何でもいたします、この願いさえ、かなえていただければ。どうぞ、息むす子このガスパーニュとリコルにお恵めぐみを。特にガスパーニュはこのままでは生きていけません。わたしはどうなってもかまいません。ですが、子こ供どもたちにぜひともお恵みを。こんなことになったのも、サザンの貴き族ぞくどもが、陰いん湿しつな企たくらみをめぐらしたため。このままでは、わたしたち母おや子こは野の垂たれ死にです。あまりに悔くやしい。わたしの前の夫を排はい斥せきし、後の夫に手を下してまで──〟

　心の中で声が叫んでいた。リコルにはそれが母の想おもいであることはわかっていた。魔神はおもしろそうに見ていたが、そのセリフに目ざとく反はん応のうした。

〝ふん、愚おろかな。おまえのちっぽけな魂など、われにとっては何の意味もないが、それほどまでに言うなら、ひとつ教えてやろう。貴き様さまの後の夫の命を奪うばったのは、マロリング家などではない〟

　母の声に驚きよう愕がくが走る。〝でも、彼らは──〟

〝殺し屋の捨すてゼリフを信じるとは愚かな。あれは〈教きよう皇こう庁ちよう〉の差し金だ。おまえの後の夫は元聖せい職しよく者しやだろうが──〟

　思い当たる節があった。後の夫は確かに元は〈教皇庁〉にいた。だが、それ以上のことは、堅かたく口を閉とざして語ってくれなかったのだ。

〝やつは〈教皇庁〉の秘ひ密みつを一部知ったのだ。そんなことは、おまえにはどうでもいいことだろうがな。金をもらって辞やめさせられた後、結局心配になった上司に始末されたわけだ。まさに口くち封ふうじというやつだ〟

　そ、そんな──という想いが強く渦うず巻まく。心はもう何を信じていいかわからなくなっていた。マロリング家でも嫌いやな想いは散々した。ファルドと別れざるを得なくなったのもそのためだ。そして、やっと安心できる暮くらしができると思ったのに、それまでも……

　例えようのない怒いかりが渦を巻く。しかし、それも無力感にとって代わられようとしていた。

〝怒いかれ、忘わすれるな、その屈くつ辱じよくを。聖とはそういうものだ。そして、サザンというのもな。まあいい、われは少し興きよう味みを持った。貴様のちっぽけな望みをかなえてやろう。ガスパーニュという者を守しゆ護ごするのだな、そして、リコルとやらも〟

〝本当ですか。で、わたしは──〟

　不安が渦を巻く。

〝まあ、楽なことではないだろうが、われがこれから命じることをなせ。そして〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉に送られろ〟

〝〈魂の牢獄〉？〟

〝そうだ、サザンの聖の本ほん拠きよ地ちにある牢獄だ。表には知られていないがな。そこで苦しんでおけ。いずれはわれわれが力を握にぎり、そして、そこに捕とらわれておられるお方を解かい放ほうする。貴様はそこで苦しむことで、あのお方の苦しみを一部肩かた代がわりするのだ〟

〝わかりました、ありがとうございます、ルシファージュ様〟

　いけない、母さん──リコルは何度もそう思ったが、その願いは聞き入れられなかった。

　ルシファージュと呼ばれた魔神は、硫い黄おうの香かおりとともに去った。




「サザン……」

　目の前にファラータがいた。リコルは自分がどこにいるかを思い出し、ほっとして彼女の肩かたに頭を埋うずめた。
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　冠かんむりが落ちる。若わか者ものはしばらく彼女の体に身を預あずけていた。

　それほどいま見た幻げん影えい──いや、それはおそらく事実だったのだろう──は生々しく、激しかったのだ。

　母さん……そして……ガスパーニュ……。

　ファラータにはリコルの気持ちがわかったので、そのままにしておいた。

　その温ぬくもりは彼女にとってもほっとするものだった。じっとこのままいたいという想いも強く湧わき上がってくる。

　やがて、若わかき召しよう喚かん術じゆつ師しは顔を上げた。

「サザンに戻もどる……」

　それだけ告げる。その目には涙なみだと、同時に、なにかをふっきったような表ひよう情じようがあった。

　ようやく自分の目標が見定められたという想いだろうか。

　ルクエリとサラもそれを見て、わからないながらもこくりとうなずいていた。




「ルクエリ師、お世話になりました。ようやくぼくはどこに向かうべきかがわかりました。サザンです。あなたがたは、この東の地でこれまでのように世界を見守っていてください」

　ファラータがそばに立っている。

　サラはちょっと寂さびしそうにしながらも、理解した様子で微び笑しようを浮かべた。

　と、それまで黙だまっていたベナウスが口を切った。

「リコル、おれもついて行きたいのはやまやまなんだが、いろいろ考えた。おれはこの地に残るよ。あそこで」と、東の山脈を指す。「一緒にいた仲間のことも心配なんだ。操あやつられていたとはいえ、このまま放置すれば、彼らはまた問題を起こすかもしれん。リュイエンの連中に裁さばかれるというのも性しようにあわんしな。おれは、彼らの心情もよくわかっているから、彼らの力にもなってやりたいんだ」

　そこには、かつてタシエルで情じよう報ほう収しゆう集しゆうをしていた男の姿すがたはなかった。己おのれの本分に目覚めた、別のベナウスの姿といえるかもしれない。

「わかった、ベナウス。元気にしていてくれ」

「これで熊くまさんに会っても、気にしないですむわね」ファラータが微笑しながら手をさし出す。

「ああ、あんたもリコルの面めん倒どうをしっかり見てくれよ」

　ファラータはにっこりしただけだった。

「ぼくは迷めい惑わくをかけたりなんかしないけどな」むきになって、リコルがやり返す。

　ようやく笑みがこぼれ、二人はその場に別れを告げた。

　少しばかり進んで振り返ると、クロックがまだ名な残ごり惜おしげにベナウスの肩かたに止まって、最さい後ごの挨あい拶さつをしているところだった。

　やがて、鳥も飛び立つ。

　目指す先には──

　サザンが待っていた。ガスパーニュと、そして、〈魂の牢獄〉に捕らわれた母とともに。
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　さて、ようやくお届けできましたリコルたちの旅、六門世界シリーズ第五巻です。

　その間、後からスタートしたモンコレＴＣＧは、いまではモンコレ２になり、コミックの魔ま獣じゆう使つかいの少女やアニメのモンコレナイトがあったり、つい最近では、本格的な六門世界ＲＰＧが登場しました。

　小説も、この六門世界シリーズの他に、イエルやエルリクのシリーズ、短編集、ホーリィの手記シリーズなども続々登場しています。

　いちばん最初に出たシリーズがどうしてこんなに時間がかかっているのか？

　これは〝モンコレの謎〟の一つですが（ひとえにぼくの責任でしょう）、ご心配なく。

　六門をめぐるリコルの旅も、そろそろ佳か境きように入ってきました。

　最初は北のジオテランの森に始まり、ついで西のウォーレス、そして、中原のサザンを経へて、南のソラステルを回り、今回の五巻は東の風のエレメントの強い地方を舞台にしています。これから、リコルはいよいよサザンをめざして第六巻に向かいます。

　すでに彼の片かた割われ、ガスパーニュはサザンに入っていますし、ここで最後のクライマックスが待っていることはまちがいないでしょう。

　六門世界シリーズはもともと、リコルたちキャラクターの操あやつる召しよう喚かん術じゆつのおもしろさと、こうした地水火風の世界設定を知ってもらえたらいいな、と思って書きはじめたものです。

　その意味では、モンスターと召喚術のバトルについてはモンコレＴＣＧが大いにその幅を広げてくれましたし、六門世界ＲＰＧではその背はい景けい世界を使って、存ぞん分ぶんにストーリーのゲームを楽しめるようにと考えています。

　その鍵かぎとなる背景世界になじんでいただくためにも、まずこの六門世界を楽しんでもらえればと願っています。

　本書と、近々（今度こそ期待を裏うら切ぎらず）出る予定の完かん結けつ篇へんにどうぞご期待ください。










〈六門世界〉⑤




魔ま界かい変へん化げの風かぜ








安やす田だ　均ひとし
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